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序

平成10年3月20日 に四国横断自動車道 ・南国～伊野間が開通 したことによって、高速道路網が高

知県の発展に果たす役割はますます大 きくなってきました。それに伴います発掘調査 は平成4年 度

から8年 度にわたって実施されています。長畝古墳群、栄エ田遺跡、尾立遺跡、福井遺跡等数多 く

の新 しい発見があ り、高知県の歴史に新 しい1ペ ージを加えるものとなりました。

今回報告いたします奥谷南遺跡は南国市岡豊町小蓮に位置 し、周辺には長宗我部氏の居城岡豊城

をはじめ各時代の遺跡が集中してお り、温暖な気候 とその地形により各々の時期を通 じて人々が生

活 を営むのに適 した場所であったと考えられます。調査の結果、旧石器時代か ら縄文時代、弥生時

代、古代、近世 に至るまでの大変貴重な発見が相次 ぎました。このような遺跡が高速道路建設のた

めとはいえ失われてしまったことは誠に残念なことでありますが、ここに記録保存 とい う形で皆様

に成果をご報告することができる運びとな りました。発掘調査報告書につ きましては3分 冊にわた

って作成することとし、その第1分 冊にあたる 『奥谷南遺跡 Ⅰ』では平成6年 度調査を中心に報告

させていただきます。

この先、高知県の歴史を解明する上で重要な手掛 りとなり、学術研究や教育の向上に役立ち広 く

活用されれば幸いです。

最後になりましたが、調査の実施、報告書の作成 にあたっての関係各位からの多大の御協力 と御

指導に対 し心か ら厚 く御礼申し上げます。

平成11年3月

（財）高知県文化財団 埋蔵文化財センター

所長 古谷 碩志





例 言

1.本 書は四国横断自動車道建設に伴って高知県文化財団埋蔵文化財センターが1994（平成6）年度

に実施 した奥谷南遺跡の発掘調査報告書である。

2.本 調査は日本道路公団高松建設局 （現四国支社）の依頼を受け、高知県教育委員会が受託 し、財

団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターが調査を実施 した。奥谷南遺跡の調査 は1994～1996年

の3ヶ 年にわた り、発掘調査報告書は3分 冊にわたって刊行する予定であ り、本報告書は第1分

冊にあたる。

3.奥 谷南遺跡は高知県南国市岡豊町小蓮に所在する。

4.発 掘調査は1994（平成6）年4月 から1996（平成8）年10月 まで実施 してお り、今回報告する平成6

年度調査は1994（平成6）年4月18日 から1995（平成8）年3月17日 までである。調査 は高知県文化財

団埋蔵文化財センター主任調査員松村信博 ・小嶋博満が坦当 し、調査員池澤俊幸の協力を得た。

5.本 報告書の作成は1997・1998年 度に（財）高知県文化財団埋蔵文化財センターにおいて主任調査員

松村信博、調査補助員山本純代が担当して行った。

6.本 報告書の編集は松村が行った。執筆分担は以下のとお りである。第1章 ～第5章 （松村）、第

6章 （山本）。

7.本 報告書に関わる自然遺物などのうち、一部のものについて鑑定 ・同定及び分析を下記の諸氏、

機関に依頼 し有益な教示を得た。記 して厚 く御礼申し上げる次第である。

渡辺誠名古屋大学教授 ・恒石直和高知市子 ども科学図書館指導員 ・㈱パリノサーヴェイ

8.調 査の進行にあわせて3回 の空中写真撮影並びに空中写真測量を実施 した。地形的な制約 もあ

り、産業用ヘリコプターによる空中写真撮影を選択、業務は㈱アイシーに委託 した。

9.出 土遺物 ならびに写真 ・図面類 は高知県文化財 団埋蔵文化財 センター （高知県南国市篠原

1437-1） に保管 している。

10.調 査 に参加 した作業員の方々は、以下のとお りである。ここに挙げる人々によって発掘調査全

体が支えられ、そのおかげで大 きな成果 を得ることができた。記 して感謝をささげたい。

（試掘調査）

井上速男 ・井上郁雄 ・小松栄一 ・小松好 ・小松木義 ・小松浜子 ・吉川競 ・吉川勉 ・高橋弘喜 ・浜

口興 ・石川功 ・森本幸栄

（1994年度発掘調査）

井上速男 ・井上郁雄 ・石川功 ・岡田稔夫 ・小松栄一 ・小松好 ・小松木義 ・小松浜子 ・小松重喜 ・

小松光尾 ・浜口興 ・森本幸栄 ・森本倫代 ・永田美津子 ・島井博志 ・島井澄子 ・島井周子 ・高村秀

吉 ・高橋弘喜 ・武市隆男 ・武市和子 ・吉川競 ・吉川勉 ・浜田孝康 ・田内成実 ・田内和子 ・山本純

代 ・宮野広至 ・菊地直樹 ・池本恵 ・手皮かお り・河本美紀子 ・臼木こずえ ・楠瀬憲子 ・宮本幸子

（整理作業）1994～1998年 度

岩貞泰代 ・楠瀬憲子 ・小松経子 ・竹村延子 ・松木富子 ・宮本幸子 ・矢野雅 ・山本裕美子 ・前田玲

子 ・高橋千代 ・久万公子 ・川井由香 ・西内宏美 ・中西純子 ・臼木こずえ ・小野山美香 ・東村知



子 ・大原喜子 ・浜田雅代 ・臼木由里 ・尾崎富貴 ・岩本須美子 ・高橋加奈 ・横飛美紀 ・森綾子 ・川

久保香 ・入野三千子

11.本 報告書作成に際 して、以下の諸氏に貴重な御教示 ・御助言をいただいた。記 して感謝する次

第である。（敬称略）

渡辺誠（名古屋大学）、大橋康二（佐賀県教育庁文化財課）、村上伸之 （佐賀県有田町教育委員会）、

平井勝 （岡山県教育委員会文化課）、東和幸 （鹿児島県埋蔵文化財センター）、恒石直和（高知市子

ども科学図書館）、三好和弘 （広島県埋蔵文化財センター）、岡田容子 （広島県府中市教育委員会）、

岡本健児 （高知県文化財保護審議会）、岡本桂典（高知県歴史民俗資料館）、前田光雄 ・山本哲也 ・

出原恵三 ・松田直則 ・廣 田佳久 ・森田尚宏 ・泉幸代 ・浜田恵子 ・藤方正治 ・吉成承三 ・武吉眞

裕 ・池澤俊幸 ・久家隆芳はじめ高知県埋蔵文化財センターの諸氏

凡 例

1.本 報告書 に用 いた高度 は海抜 高であ り、北方位 については真北 を用い た。

2.本 報告書 における遺構名称 については、調査 区 ごとの通 し番号 とし、遺跡全体で統一 した呼称

は採用 していない。本報告書では Ⅰ・Ⅱ ・Ⅲの3つ の調査区 について各 々の遺構番号 を採用す る。

3.奥 谷南遺跡で は、3分 冊 を予定 してい るが、遺物 については1冊 ごとの通 し番号 をつ ける予定

で ある。本報告書で は遺物 に Ⅰ～ Ⅲ区全体 を通 した通 し番号 をつけた。

4.遺 構 ・遺物の縮尺 は以下の とお りであ る。

遺構

1/60・1/80（ 竪穴住居等）1/30・1/40（ 土坑 ピッ ト等）― 遺構 については大 きさに応 じた

もの とし、随時明記す る。

上記 の縮尺 に統一す るが、例外 も含 まれる。遺物出土状況等が含 まれ る図面 にっいては1/20で

掲載す る図面 もある。

遺物

1/4（ 土器 ～弥生時代以 降）1/3（ 土器 ～縄文時代 ）― 図化 し得 る遺物 の多 くが小片 であ っ

たため、縄文時代 の遺物 につ いては縮尺 を1/3で 統一 した。

4/5・l/2・1/3（ 石器）― 石器 につ いては大 きさに応 じてこれ らの縮尺 を使 い分け る。

5.本 報告書 に掲載 した土器拓本 の うち口径 のでない個体 は、弥生時代 以降の遺物 は断面図の左側

に内面 、右側 に外面 の拓本 をのせ ている。縄文土器 につ いては、断面図の左 側 に内面→外 面の順

でのせ 、外面 のみの拓本 を要す る場合 は断面 図の左側 に一枚 の拓本 をのせ る。
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第1章 調査に至 る経過及び試掘調査

第1節 調査に至る経過

高知県に初めて高速道路が開通 したのは、昭

和62（1987）年のことである。吉野川上流の嶺北

地域の大豊インターと高知平野東北端の南国イ

ンターを結ぶ、対面交通2車 線の山岳ハイウェ

イが土佐路に高速時代の幕開けを告げた。全行

程の57.1％ を トンネルが占め、橋梁な どの山地 Fig.1奥 谷 南遺跡位 置図

に由来する構造物を含めると山岳構造物は70％ に達する。

総延長22kmで はあるが県民 に歓迎 され、さらなる高速道路の延伸 と道路網の充実が期待された。

大豊～南国間の開通に続いて、平成4（1992）年に四国横断自動車道は四国山地を貫通する。川之江

～大豊間の開通である。これによって、高知平野と本州が高速道路でつなが り、四国横断自動車道

は四国山地を横断する交通の動脈 として機能 し始める。中国地方や四国の他県での高速道路網の充

実 とともに高知平野 と中四国 ・近畿の他都市 との時問距離は益々縮まった。物資輸送も含めたその

重要性にっいては言を待たない。平成9（1997）年には、米子自動車道 も開通、日本海 と太平洋が約

3時間半で結ばれた。 日本海 ・瀬戸内 ・太平洋を結ぶ通称三海ロー ドとして物資流通 ・観光など多

方面での効果が期待 されている。平成10（1998）年3月 には南国～伊野間が開通、県都高知市に初め

て高速道路が乗 り入れることになる。現在、高知県内では四国横断自動車道 （伊野～須崎間）の平

成14（2002）年開通 を目指 して工事が進行中である。

南国インターまでは山間部が中心だった四国横断自動車道だが、南国インター以西は高知平野北

端の山麓部 を縫 うように走 り、鏡川 ・仁淀川の高知平野西半の河川を経て平野部へ と抜ける。南国

インター以北では本発掘調査の対象は2遺 跡 （土佐山田町飼古屋岩陰遺跡、南国市ロミノヲ谷古墳）

だったのに対 し、山麓～平野部の割合が増加 した南国インター以西では15遺跡へ と増加する。

南国市岡豊町小蓮地区に所在する奥谷南遺跡は、昭和63年 の分布調査によって確認 された遺跡で

ある。遺物は縄文時代の乳棒状石斧1点 であ り、縄文時代の散布地 として遺跡台帳に登録されたも

のの、遺跡の実態 ・拡が りなど詳細な内容 については全 く不明な状況だった。この奥谷南遺跡周辺

が計画路線 となり、最初 に試掘調査実施計画が策定されたのは平成2年 のことだが、用地買収等の

交渉が進展 し、実際に試掘調査の実施 に至 ったのは平成5年 度になってからである。試掘調査の日

時は1994年2月23日 から3月31日 、調査面積は400㎡ である。合計35ヶ所の トレンチを設定 して調査

した結果、調査対象地の中で6つ の調査区、約1万 ㎡について調査が必要であることが判明した。

試掘調査 に基づいて協議の結果、奥谷南遺跡の本発掘調査実施 を決定、日本道路公団高松建設局

高知工事事務所と（財）高知県文化財団埋蔵文化財センターの両者が、平成6年4月1日 付けで委託契

約を締結 した。調査 は、財団法人高知県文化財団埋蔵文化財センターが受託 ・実施 した。平成6年



度調査は家屋移転や買収が完了 していない地点を除いた調査可能範囲について実施 し、発掘調査期

間は平成6年4月18日 から9月24日 及び平成6年10月13日 か ら平成7年3月17日 まで、発掘調査面

積は5,400㎡である。

本発掘調査は、地形に即 して Ⅰ～Ⅶの調査区を設定 した上で調査区ごとに順次実施、3ヶ 年にわ

たる調査 となった。平成6年 度にはI～ Ⅵ区の調査を実施 したが、調査が終了 したのは Ⅰ・Ⅱ ・Ⅲ

の3調 査区であり、家屋移転 ・用地買収などの諸事情により、Ⅳ ・Ⅴ ・Ⅵの3調 査区については一

部分の調査に着手 したのみであ り、Ⅵ区は平成7年 度に新たに設定 したⅦ区とともに調査 を進め平

成7年 度中に調査終了、Ⅳ区 ・Ⅴ区については、平成7年 度か ら平成8年 度にかけてⅤ区としてま

とめて調査を実施 した。

本報告書では、試掘調査 （平成5年 度）と平成6年 度調査の中で年度内に調査 を終 えた調査区

（Ⅰ・Ⅱ ・Ⅲ区）について報告 し、6年 度調査の中でⅥ区については 『奥谷南遺跡 Ⅱ』（平成11年 度

刊行予定）、Ⅳ区 ・Ⅴ区については 『奥谷南遺跡Ⅲ』（平成12年 度刊行予定）の中で併せて報告するこ

ととする。

引用文献

1.森 田尚宏 『飼古屋岩陰遺跡調査報告書』高知県教育委員会1983年

2.森 田尚宏 『ロミノヲ谷古墳 』高知県教育委員会1984年

Fig.2四 国横 断 自動車道関連遺跡地図 （高知 県） （S＝1/400,000）



第2節 試掘調査

1.試 掘調査の経過及び概要

四国横断自動車道 （南国～伊野）建設 に伴 う事前の試掘調査 として、高知県教育委員会から委託

を受け、（財）高知県文化財団埋蔵文化財センターが平成6年2月23日 から3月31日 にかけて実施 した。

調査 に際 しては、日本道路公団高松建設局高知工事事務所 ・南国市教育委員会 ・高知県教育委員会

の協力を得た。調査 は松村信博 （同センター調査員）が坦当し、3月 中旬から池澤俊幸 （同センタ

ー調査員）の協力を得た。調査面積は400㎡ 、全域で35ヶ所の トレンチを設定、調査を進めた結果、

縄文時代 ～近世にかけての遺物遺構 を確認 した。遺物が確認 されたのは、35ケ所中22ヶ所の トレン

チで、8ヶ 所設定 した調査区の内7ヶ 所 について全面あるいは部分的な本発掘調査が必要であると

判断、平成6年 度以降に本発掘調査 を行 うこととなる。

2.調 査の方法

調査対象地は山地が高知平野に落ち込む平野と山地の境界部 に位置する。尾根 と谷が入 り組む複

雑な地形を示すため、地形に即 して8つ の調査区にわけて、 Ⅰ～Ⅷの調査区毎に トレンチを設定 し

て調査を進めた。 トレンチに全体の通 し番号はなく、各区毎に1か ら付けてい く。 トレンチの規模

は4㎡ ～25㎡、各地点の地形に即 したもの となっている。

パワーシ ョベル及び人力により表土を除去 した後、人力により遺構検出作業を行 った。谷だけで

はな く、丘陵上 も試掘対象であり、急峻な斜面に阻まれ機械力に頼ることができない調査区 もあっ

た。尾根上にあたるⅣ区 ・Ⅶ区 ・Ⅷ区は人力のみの調査である。

試掘調査の状況



Fig.3試 掘 トレン チ位 置 図 （S＝1/2,000）



3.試 掘 トレンチの概 要

試掘 トレンチの位置 はFig.3の とお りであ る。 また、試掘 トレンチの調査面積 ・出土遺物 ・遺構

等 の概要 はTab.3の とお りである。遺物 は出土 した ものの、小 片が多 く、 図示 し得 る もの はFig.4

の1～20の20点 の遺物のみであ った。

以下、調査 区 ご とに地形及び トレンチの内容 について記述 を進 める。

（1） Ⅰ区 （→本調査時 Ⅲ区）

TR-1～11

谷川の北側に形成された小規模な段丘の上に舌状に延びた微高地を石垣 を使い水田化、棚田とし

て利用 している。水田化に際 して、削平 ・埋積が繰 り返され、旧地形は改変 されている。遺構遺物

の伴 う地点を中心に発掘調査が必要である。

棚田水 田の中で谷川に接す る最下段にTR-1～3を 設定、削平 ・埋積 による水田化 を確認 した。

TR-3か ら1の9世 紀初頭の土師器皿が確認され、杭列が検出された以外には遺物は認められない。

棚田の中段 にはTR-4を 設定、舌状の張出地形 を確認 し、2の 縄文土器、3の 近世陶器 を検出し

た。2は 縄文中期末の深鉢である。TR-4か らは、他 に数点の条痕を持つ縄文土器小片が検出され

ている。棚田のさらに上段からは東西に谷状に落ち込む地形が確認 され （TR-5・6） 、図示不能

ではあるが、縄文土器 ・須恵器 ・土師器などの細片が確認されている。また、棚田の最上段、TR-

7か らも縄文土器 ・須恵器 ・土師器が確認 されており、今回の調査対象区外に生活領域が広がって

いたことが予想 される。

（2）Ⅱ区 （→本調査時Ⅴ区）

TR-1～4

4ヶ 所の トレンチを設定 して調査 を進め、全地点で黒褐色粘質土の厚い堆積を確認 した。旧地形

は、斜面を削 り出 して造られた平坦地であ り、数年前 まで家屋が建っていた地点である。 Ⅱ区の西

半か ら遺物の出土は確認できなかったが、東半に設定 したTR-3・4か ら縄文土器細片が確認 され

ている。

遺構は把握で きず、黒褐色土も北側の斜面からの流れ込みにより形成 されたものだと判断される。

Ⅱ区の東側にチャー ト巨岩 と未移転家屋が残ってお り、家屋移転後 に本発掘調査が必要であると考

えられる。

（3）Ⅲ区 （→本調査時Ⅴ区）

TR-1～5

チャー ト巨岩東側の谷 とそれに続 く斜面をⅢ区 と設定 して調査 を進めた。谷は2メ ー トルの深 さ

に埋め立てられ、石垣を築いて水田として利用 されていた。表土lm下 の礫層から磁器が出土 した。

水田化するために埋め立てられた時期は近現代だと考えられる。埋立土の下の岩盤直上の自然流路

の埋積土中から弥生土器小片 と古代の布目瓦（6）が検出されている。



Fig.4試 掘 トレ ンチ 出 土 遺 物 （1～6試 掘 Ⅰ区,7～16試 掘 Ⅲ区 ） （S＝1/4・1/3）



Tab.1試 掘調査 出土遺物観察表（1）

Tab.2試 掘調査 出土遺物観 察表（2）石器



チ ャー ト巨岩の北側 は、厚い黒褐色土の堆積 が認め られた。土器 は確認 で きなかった ものの、17

の叩石が出土 してい る。

（4）Ⅳ区 （→本調査 時 Ⅰ区）

TR-1～6

巨岩北の尾根上全域 をⅣ区 として設定、6ヶ 所の トレンチ を設定 して調査 を進 めた。尾根 中央 か

らは遺物 は検 出で きなか った もの の、形態や現在 へつ なが る地表 の痕跡が全 く残 されていない こ と

か ら、近世墓 だ と判 断 した遺構が2ヶ 所確認 されている。 （TR-1・2） また、尾根 の南側斜面か ら

は弥生 時代 中期 末 ～後 期初 頭 の土 器片 が各 トレンチ か ら検 出 され、住 居址 も一棟 確 認 され た。

（TR-3） 麓 か らの比 高差 （約30m） と急斜面 に立地 する遺構 である ことか ら、弥生系の高地性集落

である と判断 され る。

（5）Ⅴ区 （→本調査時 Ⅳ区）

TR-1

移転予定家屋 の南側 をⅤ区 として トレンチ を一 ヶ所設定 した。畑 地 として利用 されてお り1ヶ 所

だけの確認 に とどまったが、TR-1か らは弥生土器 とピッ トが確認 されている。

（6）Ⅵ区 （→本調査 の対象 とせず）

TR-1～4

谷 の南側一帯が Ⅵ区である。斜面 を段状 に成形 し果樹園 として利 用 していた。4ヶ 所 設定 した ト

レンチいず れか らも遺物 ・遺構 ともに確認 されず、河川沿いか らは礫層 と粘土層 の堆積 が確認 され

た。

（7）Ⅶ区 （→本調査 時 Ⅱ区）

TR-1～4

調査 区西端の標 高58m～60m前 後 の尾根上 をⅦ区 として設定 した。4ケ 所の トレンチ を設定 し確

認 した結果 、弥生時代 後期末 の土器片 と石灰石 ・チ ャー ト ・砂岩 な どの20～50cm大 の礫 か らなる

2条 の石列 を検 出 した。斜 面落ち際 に石列 を検 出 した時点 で墳丘 は確認で きなか った ものの、墳 丘

の側面 を画す る石列 と判断 し、その拡 が りを確認 するため尾根南側 の裾部 に トレンチ を設定 したが

他地点 に設定 した トレンチか らは石列 ・遺物 ともに検 出で きなかった。

（8）Ⅷ区 （→本調査時Ⅵ ・Ⅶ区）

TR-1～4

調査区東端の標高70m前 後の斜面一帯をⅧ区として設定、斜面 を削 り出して形成された平坦部及

び尾根周辺に トレンチを設定 した。尾根上か らは遺物を確認することは出来なかったが、斜面に形

成 された平坦部から9～10世 紀の土師器が出土 している。



Tab.3試 掘 トレンチの概要



4． 試掘調査 ま とめ

（1）～（8）の各区の試掘調査の結果、①縄文時代中期末 ・弥生時代 中期末～後期初頭 ・弥生時代後期

末 ・古代 （9世紀） ・近世の各時期の遺物が確認された。②当初、チャー トの巨岩のある谷の出口

周辺 に限定 されると考えられていた遺跡の範囲が、谷西側の尾根 （試掘Ⅶ区） ・谷の北側の水田一

帯 （試掘 Ⅰ区） ・巨岩の北側 に位置する尾根先端部一帯 （試掘 Ⅳ区） ・縄文時代の石斧が出土した

巨岩周辺一帯 （試掘 Ⅱ ・Ⅴ ・Ⅵ区） ・遺跡東端の斜面一帯 （試掘Ⅷ区） と道路予定地外 も含めて約

3万 ㎡の範囲に拡がっていることが確認 された。

Tab.4試 掘調査区 ・本発掘調査区対照表



第2章 地理的歴史的環境

第1節 地理的環境

1.奥 谷南遺跡の位置 と行政区

奥谷南遺跡は、高知県の中央部高知平野の東半南国市岡豊町小蓮地区に所在 し、北緯33度35分50

秒、東経133度36分45秒 付近を中心に約3万 ㎡の範囲に広がる旧石器時代か ら近世にかけての遺跡

である。遺跡は四国山地に連なる南国市北部山地が高知平野に没する山地 と平野の境界部に位置 し、

尾根 と谷の入 り組む地形を呈する。遺跡の南1.2kmを 西流する国分川に向かって、これらの平野に

没する丘陵に刻み込 まれた谷から幾筋 もの小河川が国分川に流れ込み扇状地性低地（谷底平野）を形

成する。

遺跡の所在する南国市は高知市の東隣に接 し、人口48,333人 （平成9年4月1日 現在）、昭和34年

の町村合併 によって誕生 した市である。海岸線から独立丘陵の点在する平野部、四国山地に連なる

山地まで東西6～8km、 南北20kmの 南北 に細長い市で、総面積125.21k㎡、耕地面積 は2,286haと 県

下最大であり、かつ農家人口12,011人 で県下最多と、産業の中心は農業である（1）。農村地帯が市の

大半を占め、かつて米の2期 作中心地の一つとして知 られていた水田地帯が平野部に広がっている。

海岸部の砂丘上では施設園芸が盛んである。

近年、高知空港の拡張、高速道路の延伸などに伴 う道路網の整備が進み、それに伴って市街化が

進んでいる。高知市近郊 としての急速な市街地拡大に対する都市基盤整備 も課題の一つである。積

年の課題 となっていた南国市の中心地 「後免町」市街地再開発事業 も始まり、「人が輝 く夢ロマン

人間都市」 ・ 「心が安 らぐ健康文化都市」 ・ 「まちが煌めく産業元気都市」をテーマにした 『南国

市総合計画』が策定されている（2）。高速道路 ・空港が近い とい う立地条件 を生かして、四国横断自

動車道南国インター近 く久礼田地区の南国オフィスパーク、高知空港近 くの浜改田地区の大規模物

流団地が建設されるなど社会資本の整備が推 し進められている。遺跡の所在する岡豊町小蓮地区は

平野北端の山麓に位置 し、高知医科大学、岡豊城跡、高知県歴史民俗資料館等のある文教の里であ

る。遺跡 ・文化財の集中する岡豊地区 ・国分地区 ・長岡地区は 「まほろばの里」 と位置づけられ、

これらの共有財産を生かした街づ くりが目指 されている。

2.遺 跡周辺の地質

地質の上でみれば、遺跡のある丘陵部は白木谷層群南側の白木谷亜帯に属する。谷川に沿った小

地形はこれらの丘陵が開析 されてできたものである。白木谷層群が形成されたのは古生代ペルム紀

古世～中世であ り、この層群は砂岩 と泥岩の互層からなり、石灰岩 ・チャー ト・塩基性凝灰岩を含

んでいる。白木谷層群 白木谷亜帯は秩父累帯北帯の南限を画 してお り、この南縁に沿って秩父累帯

中帯の北半を含む領域 に黒瀬川構造帯が分布する。遺跡の南東約1キ ロの地点に蛇紋岩の露頭が観

察できる岡豊山が位置 してお り、岡豊山周辺は黒瀬川構造帯に属 している。白木谷亜帯は幅約4km



Fig.5高 知 県高 知市北部－ 土佐 山田町北部の地質図

Fig.6四 国地方の地帯構 造区分 （『四国地方－ 日本 の地 質8』 共立出版株式会社を参考にして作成）



で帯状に分布、その北には約1キ ロの幅で石灰岩が集中する白木谷層群土佐山亜帯が分布する（3）。

奥谷南遺跡で観察された岩類は砂岩 ・泥岩 ・石灰岩 ・チャー トなど白木谷層群に含まれる岩類が中

心である。中でも泥岩とチャー トが多 く、特にチャー トは高さ5～10mの 岩塊が点在する状況で認

められる。石灰岩は遺構 （弥生時代終末の土坑墓等）から出土 したものの遺跡周辺では認められな

奥谷南遺跡上空から高知平野をのぞむ

Fig.7奥 谷 南遺跡 周辺 の地形
～高知平野東半の河川と土佐潟及び長岡台地 （洪積台地）～ （S＝1/100,000）



かった。検出された石灰岩は他の土地から現地に運ばれたものだと考えられるが、白木谷層群全域

に石灰岩の含 まれている可能性があ り、産出した土地の特定はできない。最 も近い石灰岩の集中は、

遺跡から北へ約4kmの 土佐山亜帯 に属する南国市白木谷地区に認め られる。

また、遺跡の南約1kmを 西流する国分川の形成する段丘上には、弥生時代から近世に至る遺跡の

集中が見 られ、さらに南側には、浦戸湾が深 く湾入 し古浦戸湾を形成 していた と考えられてお り、

最近、遺跡の分布 と古浦戸湾の形状 に着 目して 「土佐潟(とさがた)」という概念によって南国市か ら高知市東

半の平野部を理解 しようとする考 えも示 されている（4）。

土佐潟の縁辺に沿って遺跡は分布 してお り、奥谷南遺跡 も縄文時代以降、この土佐潟 と無縁では

なかったと考 えられる。なお、南国市稲生付近で、土佐潟は一旦途切れ、物部川付近に接する地点

と砂丘の自然堤防に囲まれた 一帯は 「潟湖」を形成 していたようである。田村遺跡群の南面 には、

この潟湖が広がっていた。

3.奥 谷南遺跡周辺の地形

奥谷南遺跡は、白木谷層群白木谷亜帯に属する丘陵上 ・丘陵先端部 と丘陵の間の谷間に立地 し、

土佐潟の北端に位置する遺跡だ と言える。遺跡の谷間を開析する小河川は国分川に流れ込み、小規

模な扇状地性低地（谷底平野）を形成する。時期 による環境の変化はあろうが、この遺跡が国分川 と

土佐潟か ら受けた影響は看過できない。また丘陵の形状 と高 さ数m～10数mの 巨岩の佇立する地形

的特徴 も遺跡環境を考える上で重要である。南東に開 く谷は冬期の風 を遮 り、谷に囲まれていない

平野部 と較べ、格段 と暖かな気侯をつ くりだす。旧石器時代 には人々の移動時にチャー トの巨岩は

格好の目印 となったであろうし、風化 して河川に流れ込んだチャー トの転石は石器原料 として有用

であったであろう。現在、遺跡の北側にはアカガシの林が繁 り、丘陵上は県内でも有数の自然林を

形成する（5）。四国山地に連なるこの丘陵は、往時の気候 に応 じた豊かな森林 を形成 していたものと

推察される。

引用文献 ・註

（1） 『1997高知県県民手帳』高知県統計協会1997年

（2） 『まほろばのふ るさ とNANKOKU－ 南 国市 ・市勢要覧 －』南国市1997年

『土佐 のまほろば ・南 国ルネサ ンス構想-南 国市総合計画-』 南国市1996年

（3） 『四国地方-日 本 の地 質8』 共立 出版1991年

（4）出原恵三 「第 Ⅳ章考察1弥 生時代 か ら中世 における小籠遺跡 の変遷」（『小 籠遺跡 Ⅲ』）高 知県

埋蔵文化財 セ ンター1997年

（5）1995年2月 、発掘調査現場 での恒石直和氏 （高知市子 ども科学図書館 ）の御教 示 による。



第2節 歴史的環境

奥谷南遺跡は高知平野の北西端に位置し、周辺 には岡豊城跡、土佐国衙跡、比江廃寺、土佐国分

寺など古代～中世の遺跡が集中 し、当時は土佐の中でも中心 となる場所の一つであった。 これらの

遺跡は国分川によって形成された扇状地性低地や平野部に点在する小起伏丘陵 （起伏量100m以 下

の丘陵地）周辺に立地する。一方、旧石器時代～縄文時代については、近年の開発 に伴 う調査によ

り徐々に報告 される事例が増え始めたものの、高知平野全体で も様相が判 り始めたところであ り、

現段階で不明な点 も多い。奥谷南遺跡は旧石器時代から近世に至 る遺物が確認 されている。各時期

ごとに国分川中流域を中心に高知平野の北西辺の遺跡を概観する。

1.旧 石器時代

高知県の旧石器時代については 「旧石器の空白地帯」 と称 される程、当該期の遺跡が少ない。近

年の調査によって高知県西部では徐 々に遺跡数が増加 しているものの、高知平野周辺では、古墳石

室流入土中より出土 した1点 の細石核（1）を除いては、旧石器時代の遺物 は全 く出土 していない状況

であった。このような状況下において、本遺跡の岩陰 （奥谷南岩陰）周辺から、細石刃40O点 、細

石核150点 、ナイフ形石器50点 など従来予想 し得 なかった旧石器時代遺物が確認 された（2）。現在遺

物整理中であり、まだ全貌はつかめていない。現段階ではっきりしていることは、AT上 層にナイ

フ形石器の2枚 の文化層 （1枚は関東のⅣ層下部に併行するバラエティーに富む形態を持つナイフ

形石器の一群であ り、もう1枚 はナイフ形石器文化終末に比定 される小型化する段階である。）が

あるということ、そして旧石器時代終末の細石器文化期（3）の遺物が集中し、層中からは植物食利用

を示す叩石が共伴するということである。石材から見ると、瀬戸内から畿内周辺を席巻 した瀬戸内

技法及びそれに連なるサヌカイ トは全 く認められず、在地の石材である 「チャー ト」を利用 してい

る。岩陰自体がチャー トの巨岩 により形成 されてお り、石材の入手は容易であったものと考えられ

る。また、この時期の角錐状石器が10点 あまり出土 しており、九州の状況に類似する様相 として注

目される（4）。詳細な報告は 『奥谷南遺跡 Ⅲ』（平成12年 度刊行予定）を待ちたい。

奥谷南岩陰

また、1997年 に国分川水系の上流域

の土佐山田町新改西谷遺跡から2次 堆

積ではあるものの （室町時代の寺院造

成時の堆積土中からの出土）小型のナ

イフ形石器50点 あまりが確認 されてい

る（5）。正確 な時期は特定できない もの

のナイフ形石器後半期 （AT上 層）に

属する遺物 と想定 され、南東 に開 く谷

の丘陵先端に立地すること、チャー ト

を利用 していることなど奥谷南遺跡と

の類似性 も注 目される。



Fig.8周 辺 の遺 跡 分 布 図 （S＝1/50,000）



2.縄 文時代

高知平野の縄文時代の遺跡は遺跡深度の関係 もあ り、近年に至 るまでほとんどその存在 を知 られ

ていなかった。198O年 代前半までは国分川流域の南国市岡豊町栄エ田遺跡でビニールハ ウス建設に

伴 う調査で縄文後 ・晩期の土器が出土 した（6）ものの、それ以外の縄文時代の遺跡としては石斧が確

認 された奥谷南遺跡、奥谷北遺跡、国分熊野神社西裏遺跡（7）など散布地を挙げることができるに過

ぎなかった。高知平野の縄文時代 については1980年代後半以降の空港 ・高速道路等の大規模な社会

資本整備に伴い、徐々にその姿が解明されつつある。

草創期～中期

草創期から中期にかけての遺跡は、高知県内全域で見ても少な く、その多 くが表採資料であ り発

掘調査が実施された遺跡はほとんどない。草創期の土器はいずれも草創期前半 に属 し、高岡郡佐川

町不動 ヶ岩屋洞窟遺跡（8）・幡多郡十和村十川駄場崎遺跡（9）そ して奥谷南遺跡か ら出土 している。こ

の3遺 跡 と幡多郡大月町ナシヶ森遺跡（l0）の4遺 跡が発掘調査の実施 された草創期遺跡である。

高知平野周辺に限定すると、草創期は奥谷南遺跡、早期は土佐山田町飼古屋岩陰遺跡（ll）、香北町

刈谷賀野遺跡（12）、奥谷南遺跡、前期は本山町松ノ木遺跡（13）、栄エ田遺跡（l4）、奥谷南遺跡、中期は松

ノ木遺跡、奥谷南遺跡など各時期ごとに数遺跡ずつの遺跡を挙げ得 るに過ぎない。その中で、奥谷

南遺跡は縄文草創期から中期にかけての各期の資料が出土 してお り、注目される。

Tab.5周 辺の遺 跡



後期～晩期

田村遺跡群か らは第 Ⅰ期調査（198O～1983）で後期の彦崎KⅠ 式土器が、第2期 調査で後期の鐘崎

式土器が検出され、九州 との関係を示すものとして注 目された（15）。奥谷南遺跡の尾根を挟んだ西側

の栄エ田遺跡からは四国横断自動車道に伴う1993年 度調査で、後期初頭の中津式から後半の伊吹町

式に至るまで、晩期についても前半 ・中葉 ・後半の各期の遺物が確認 され、蛇紋岩製の磨製石斧が

破損品も含めて30点程出土 している（16）。

高知平野の西部に目を転 じれば、春野町西分増井遺跡では後期から晩期の土器 を含む包含層（17）が、

高知市柳田遺跡で後期初頭の中津式新段階と晩期終末の突帯文土器（18）が、伊野町八田神母谷遺跡で

後期後半の伊吹町式土器 と晩期後半の突帯文土器（19）が確認 されるなど、1990年 代に入って、新たな

資料が蓄積されつつある。

奥谷南遺跡の北に連なる四国山地、吉野川上流域には後期の縁帯文成立期の松 ノ木式土器の標式

遺跡である本山町松ノ木遺跡（20）があ り、後期を中心に前期から晩期に至る土器が確認されている。

チャー トの岩陰遺跡である土佐山田町飼古屋岩陰か らは、早期の押型文土器とサヌカイト製の石鏃

がまとまって出土 している（2l）。物部川中流域の河岸段丘上では土佐山田町林田シタノヂ遺跡で中津

式土器 と晩期の無刻み目突帯 を持つ土器が確認 されている（22）。また、物部川流域では香北町美良布

遺跡（23）、香我美町十万遺跡（24）から晩期の貯蔵穴が検出され、周辺に集落の存在が予想 されている。

縄文時代の資料は増加 しているものの、高知平野周辺で確認された竪穴住居は1棟 に過ぎず、南

四国中央部の縄文時代像 を描 くためには、さらなる資料の蓄積を待たなければならない。

3.弥 生時代

遺跡の南西10kmの 地点には前期初頭の村の調査を行い、集落の姿にせまった田村遺跡群がある。

高知空港拡張工事 （第1期 ）に伴 う調査 （1980～83）によって、前期から中期そして後期初頭へ と変遷

する拠点集落、田村遺跡群の姿が明 らかになった（25）。古相の遠賀川式土器が出土 し、弥生時代で最

も古い段階の 「村」のまとまった調査 という点で注 目された。高知空港は現在第2期 拡張工事に伴

う調査 （1996～）が行われてお り、さらに広範な集落の姿が把握 されつつある。

弥生前期前半の土器については、従来田村遺跡群、春野町西分増井遺跡、仁ノ遺跡（26）で類例が知

られるに過ぎなかったのだが、近年の調査で仁淀川流域で出土例が増加 している。また吉野川上流

域の本山町松 ノ木遺跡や土佐町銀杏の木遺跡（27）からも出土 してお り、従来、点 として捉え得るのみ

であった南四国中央部の弥生時代前期前半の状況も徐々にではあるが面的に捉えられるようになっ

てきた。

前期後半か ら前期末にかけての遺跡は急増 し、高知平野東半に限っても、南国市大篠小学校校庭

遺跡（28）、栄エ田遺跡、小籠遺跡（29）、香我美町下分遠崎遺跡（30）、野市町下ノ坪遺跡（31）、高知市介良遺

跡（32）など遺跡数か らも集落の拡散は明 らかである。

中期に入ると一転 して遺跡は急減する。特に中期前半の畿内Ⅱ様式併行期 には遺構 もほとんど確

認されてお らず、当該期の遺跡 もほとんどなくなる。中期 中葉の櫛描文盛行期のⅢ様式中段階から

凹線文が登場する新段階への転換期を経て、中期後半になって平野部周辺 に高地性集落が登場する。



高知県全体で26遺 跡が確認されている高地性集落だが、最古のものはⅢ様式新段階からⅣ様式にか

けての高知市朝倉城山遺跡（33）で、県内の弥生系高地性集落は全て中期後半か ら後期初頭に属する。

高知平野周辺では、東部の野市町本村遺跡（34）、鬼 ヶ岩屋洞穴遺跡、笹 ヶ峯遺跡、南国市狭 間遺跡、

奥谷南遺跡、西部の高知市朝倉城山遺跡、伊野町バーガ森北斜面遺跡、土佐市甫木山遺跡などが挙

げられる。東部の遺跡と西部の遺跡の間の出土土器 に占める凹線文 を有する土器の割合が異なるこ

と等か ら、当時の高知平野の緊張関係の一端を知ることができる。

周辺の他地域同様、無文化を指向 した後期前半の高知平野の土器は、中葉から後半 にいたって叩

き目が盛行する段階で、土佐山田町ヒビノキ遺跡（35）、南国市東崎遺跡（36）、金地遺跡（37）など長岡台地

縁辺部や栄エ田遺跡など国分川流域に開発 を進め、金属器の普及とともに集落数も増加する。古墳

時代前夜に西 日本各地で独自の弥生墳丘墓などの墓制が展開するが、高知平野の様相 は明らかでは

ない。南国市東崎遺跡の方形周溝墓、土佐国衙跡の礫 を投げ込 んだ土坑墓（38）、南国市五軒屋敷遺

跡（39）、土佐山田町林田遺跡（40）の土器棺墓などが、現在知 られている弥生時代終末の高知平野の墓制

である。

4.古 墳時代

遺跡の周辺は後期古墳の密集地であ り、高知県最大の小蓮古墳を有する小蓮古墳群、最大規模の

古墳群である舟岩古墳群、蒲原山古墳群など平野の北端の丘陵上には多 くの古墳群が集まっている。

多 くの後期古墳が知 られる中で、古墳時代前期の姿は明らかではなかった。1994年 の四国横断自動

車道に伴 う長畝古墳群の調査で、同一丘陵上か ら4世 紀前半 ・5世 紀後半 ・6世 紀前半の古墳 （長

畝2～4号 墳）が確認され、それに先行する古墳時代初頭の土坑 も検出されるなど注目される成果

が得 られている（41）。従来、土佐は初期須恵器が出土せず、幡多 と較べても古相の須恵器が著 しく少

ない地域 とされてきたが、近年の調査で平野部全域から初期須恵器の出土が確認 されるようになっ

た。遺跡の南5kmに ある高知市介良遺跡からも5世 紀中葉の須恵器が出土 してお り（42）、高知平野の

古墳時代前期の様相が徐々に解明されつつある。

集落は古墳時代初頭のヒビノキⅢ式併行期の集落は南国市 ・土佐山田町を中心 に数多 く調査 され

ている。この時期以降5～7世 紀の集落の調査例は少ないが、野市町深渕遺跡（43）、下ノ坪遺跡、香

我美町拝原遺跡（44）、南国市土佐国衙跡、小籠遺跡などに類例が認められる。

5.古 代

東方約5キ ロに土佐国衙跡が所在 している。11次 にわたる調査が実施された国衙推定域の調査 に

より遺跡の様相 は把握 されつつあるが、政庁域については現段階で まだ明 らかになっていない

（45）。

古代の寺院 も国分寺 ・比江廃寺 ・秦泉寺廃寺 ・野中廃寺の各遺跡の発掘調査が実施 されてお り、

成果の報告が待たれている。

近年、物部川下流域の野市町下ノ坪遺跡 （左岸）、南国市岩村遺跡（右岸）で相次いで発掘調査が実

施 され、いずれも川津 として位置づけられている。特に下ノ坪遺跡では土佐国衙跡にも勝る規模の



柱穴を有する官衙関連建物群や発掘調査では全国3例 目の四仙騎獣八稜鏡が出土するなど注目され

る内容を持 っている（46）。

奥谷南遺跡近辺では古代に属する遺跡は少ないが、遺跡の南約200mに は式内社である小野神社

があり、西隣の栄エ田遺跡か らは8世 紀後半の円面硯が出土 している（47）。

6.中 世

奥谷南遺跡は江村郷に属 し、長宗我部氏の居城岡豊城 に近接 した位置にある。検地 （長宗我部地

検帳）もここからはじめ られてお り、遺跡付近は長宗我部氏 に関係が深かったと考えられる。岡豊

城については6次 にわたる発掘調査が実施され（48）、成果に基づいて史跡公園化されている。残念な

が ら地元民間企業の開発 により一部破壊されて しまった箇所 もあるが、跡地は歴史民俗資料館 とし

て活用されている。

中世の集落については、岡豊市町(いちまち)をはじめ長宗我部地検帳を元にした集落の復元研究が行われて

いる。集落推定地の開発に際 しては、事前に十分な調査が求められる。

7.近 世以降

近世の村落についても、考古学の立場から精力的な研究が進め られている。長岡台地の縁辺部、

小籠遺跡においては、地名 ・長宗我部地検帳 ・遺構 ・遺物 ・文献資料等様々な側面から当時の集落

の姿を鮮やかに浮かび上が らせ、考古学 と文献史学及び周辺諸科学の連係による近世村落研究の一

つの到達点が示された（49）。長岡台地上は近世 になっては じめて本格的に開発 されたことが陣山遺

跡（50）・五反地遺跡（51）など発掘調査 の結果からも裏づけられている。また、近世墓の研究 も考古学の

立場から積極的に進められ、小籠遺跡の調査結果を基に集成が行われている（52）。

1998年 の考古学協会沖縄大会では、戦争遺跡を対象 とした分科会が初めて設置 される（53）など、戦

跡考古学 も市民権を持ち広が りつつある。高知平野で も本土決戦に備えた第55軍 （四国防衛軍）の遺

した遺構が平野部一帯で知 られており、土佐市人麻呂様城跡では塹壕が発掘調査の対象 となってい

る（54）。また、南国市陣山北遺跡では、陣山海軍送信所跡地の武装解除された第55軍 の放棄 した夥 し

い武器弾薬類が出土 し、兵器の特徴 を抽出することで第55軍 の性格に迫るという試みもなされてい

る（55）。

今回の調査範囲には含 まれないが、遺跡周辺の丘陵にも第2次 大戦末期に安芸兵団（第205師 団）

によって築かれた各種の塹壕 （蛸壺陣地など）が遺されている。戦後53年 を経て、当時の記憶 を語る

ことのできる人々も少な くなってきた今、戦時中の遺構の現状把握と位置付 けが急務である。

8.遺 跡の所在する小蓮地区について

遺跡 の所在 す る小蓮地 区は、明治17年 （1878）合併 に際 し、 旧小野村 ・奥谷村 ・大谷 村 ・蓮如寺村

を併 せて 「小蓮村」 と称 する ようになる。小野村 の 「小」 と蓮如寺村の 「蓮」 を とり、合成 して小

蓮 とい う地名 がで き上 がった（56）。

明治22年 （1889）、笠 ノ川 ・八幡 ・定林寺 ・滝本 ・蒲原 ・中島 ・常通寺島 ・江村 ・吉 田 ・小 籠の各



村 と合併、岡豊村 となり、昭和33年 （1958）には後免町 ・香長村 ・野田村 ・岡豊村 ・岩村 ・介良村伊

達野地区の合併により南国市が発足、南国市岡豊町小蓮地区となる。

現在の小蓮地区は東西に旧国道32号線が走 り、四国横断自動車道南国(なんごく)サービスエリアも設置 され

るなど交通網の充実に加え、岡豊城跡や小蓮古墳 など県下的に知られた史跡そして昭和53年 に開学

した高知医科大学、平成3年 オープンの県立歴史民俗資料館など文教の里 として発展 している。
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第3章 調査の方法及び調査区の概要

第1節 調査区の設定及び日程

1.調 査 区の設定

Fig.9奥 谷南遺跡調査区位置図及び四国横断自動車道建設予定地 （S＝1/2500）



平成5年 度の試掘調査の結果、遺構 ・遺物の分布が3つ の尾根 とその尾根 に挟 まれた2つ の谷、

約3万 ㎡の範囲に広がっていることが判明した。家屋移転 ・進入経路等の関係上、平成6年 度から

平成8年 度の3ヶ 年にわたる調査 となった。標高2Omか ら80mと 高低差 もあ り、直線距離で長 さ約

320m、 最大幅約160mと 広い範囲に拡がっている。試掘調査の結果から予想 される遺跡の性格 も多

様である。それゆえ、地形に即 して調査範囲全体を Ⅰ～Ⅶの調査区に分けて、各々の調査区ごとの

調査 となった。

各調査区の位置は以下のとおりである。

Ⅰ区…遺跡中央部に位置する標高40～60mの 尾根上と斜面一帯。調査の対象 としたのは、わずか

に平坦部の残る尾根上 とそれに続 く傾斜度20～29°の斜面 （尾根上に近い地点は15°程度 と

緩やか）である。東側は、40°近い急斜面で、遺構の形成は認められなかった。西側及び

南側は墓地 として造成 されており、地形の改変が著 しい。

Ⅱ区…遺跡西端の尾根頂部付近。尾根に連なる斜面 も含む。踏査 に着手 した時には樹木の伐採は

終了していたが、周辺は高知平野でも屈指の自然林が残った山林であ り、ここにも見事な

林が形成 されていたという。

Ⅲ区… Ⅰ区とⅡ区に挟 まれた谷部一帯。谷川の南岸については試掘調査の結果、遺物 ・遺構 とも

確認されなかったため、対象外 とし、谷川の北岸一帯に限定 して調査を実施する。現状は、

棚田であり、耕作可能な場所は石垣を築いて可能な限 り水田化 されていた。

Ⅳ ・Ⅴ区… Ⅰ区を設定 した尾根の南側。岩陰及びその周辺。移転予定家屋の南面に広がる畑で、

94年度調査で調査可能な地点をⅣ区として設定 した。岩陰周辺 と移転予定家屋 については

Ⅴ区として、家屋移転終了後の95・96年 度の2年 にわたって調査 を実施する。

Ⅵ ・Ⅶ区…遺跡地東端の標高6O～80mの 尾根及び西斜面一帯。2段 の平坦部が確認された。下段

をⅥ区、上段及び周辺の緩斜面をⅦ区とする。

2.調 査 の 日程

各調査 区の調査 については順番 に進 めたのではな く、 同時並行で実施す る。1994年4月 に始めた

Ⅰ区の調査 を皮切 りに、5月 か らⅡ区、10月 か らⅢ区、翌1995年1月 か らⅣ区、2月 か らⅥ区の調

査 を行 うことになる。各調査 区の終 了時期 も一定 してお らず、平成6年 度調査 において は Ⅰ区 ・Ⅱ

区 ・Ⅲ区 ・Ⅳ区 ・Ⅵ区の各調査 区の調査 を完 了 し、家屋移転等の理 由か ら残 りの調査 区 については

1995年 度 以降 に調査 を持 ち越 していたの だが、1995年 度 にⅦ区 （1995.l2.20～1996.2.27） ・Ⅴ区

（1995.5.7～5.12、1996.2.23～3.29） の調査 を相次 いで実施 し、l996年 度 はⅤ区の調査 を1996.

4.2～10.23の 日程 で実施す る。1994年 度の Ⅰ～Ⅲ ・Ⅳ ・Ⅵの各調査 区の調査 日程 は以下 の とお り

であ る。 Ⅰ区 （1994.4.18～9.24） 、 Ⅱ区 （5.10～9.24） 、 Ⅲ区 （10.17～3.17） 、 Ⅳ区 （12.17～

1.30）、Ⅵ区 （2.6～3.17） 。

本報告書 で取 り扱 うのは、先述 の調査 区の中で Ⅰ～Ⅲの3調 査区であ り、 Ⅳ ・Ⅵ区 について は地

形 の関係上 、各 々Ⅴ区 ・Ⅶ区 と同 じ巻 で報告す るこ ととし、本報告書 中で は取 り扱 わ ない。



第2節 調査の概要

1.調 査の方法

各調査区ごとに、地形に応 じて公共座標に合わせることが可能な地点は公共座標に応 じた4mグ

リッドを設定、丘陵の延びる方向など地形の条件によっては任意の4mグ リッドを設定 して調査を

行 った。工事用 に設置 した測量杭 より放射 トラバースによる測 り込みにより、各調査区ごとに基準

となる測量杭の公共座標 ・標高を設定 した。

出土遺物については、出土地点の位置 ・標高を記録 した後、取 り上げるという方法 を取 ったが、

出土層位の明瞭な包含層出土遺物についてはその限りではない。

Ⅰ区 ・Ⅱ区の丘陵上 に位置する調査区については、調査に入る段階で樹木の伐採は終了 していた

ものの切株は残 されてお り、遺構を極力破壊 しないようにこれ らの切株を除去する作業か ら調査 に

着手した。同時に、遺跡全体の状況 を把握するための確認 トレンチを設定、遺跡の広が りの把握に

努めた。 Ⅰ区の調査面積は約1,5OO㎡ 、 Ⅱ区の調査面積は約500㎡ である。Ⅲ区については、全域の

草刈 り作業をした後、試掘調査で遺物のまとまって確認された トレンチか ら順次拡張、調査 区をア

ルファベ ット順 にA～Gま で便宜的な地点呼称 により調査 を進めた。最終的な調査面積は約3,000

㎡に達する。

2.調 査区の概要

（1）Ⅰ区

Ⅰ区は遺跡中央部の尾根上の頂部と斜面一帯であ り、おおよそ標高40～6Omの 範囲に広がってい

る。遺構の状況や地形から判断 して、遺跡 自体はさらに谷の奥、北側の高速道路予定地外に向かっ

て広がっているもの と思われる。

弥生中期末～後期初頭の高地 性集落が斜面一帯から、近世 （17世紀中葉）の儒墓 と18世紀以降に属

する近世の土坑墓が頂部付近から検出されている。

丘陵上に遺跡が広がるため、 Ⅰ区の調査 に際 しては、稜線方向に平行な任意の軸 を設定、この軸

を中心に4mグ リッドを設定 して調査 を進める。工事用 に設置された公共座標 を基準 として標高 ・

座標 ともに測 り込み、各測量杭の公共座標 を決定 した。

（2）Ⅱ区

遺跡西端の尾根頂部付近をⅡ区 として設定 した。

尾根の延びる方向を基準 とし、その長軸方向を基準線としてグリッドを設定する。グリッドは4m

グリッドであり、この座標を基に遺物の取 り上げを行った。 Ⅰ区同様、各杭の座標 については、工

事用の測量杭の公共座標を利用 して測 り込み、測量杭ごとの公共座標 を決定した。

Ⅱ区からは弥生時代終末の土坑墓 と土器棺墓が検出されている。

（3）Ⅲ区



Fig.101994年 調 査 区 （Ⅰ ・Ⅱ ・Ⅲ区 ） の 位 置,及 び グ リッ ド方 向 （S＝1/1500）



Ⅰ区とⅢ区の尾根 に挟 まれた谷部一帯。試掘調査の結果、谷川の右岸（北岸）一帯か ら遺物が検出

され、調査の結果、縄文中期 に属する遺構 と7基 の同時期の堅果類貯蔵穴が確認されている。

調査区については公共座標に即 して4mグ リッドを設定 した。試掘 トレンチを基に遺物集中地点

から順次、A～Gの 小区を設定して調査 を進める。遺構が検出されたのは、Ⅲ区中央部に舌状に延

びる微高地西端と東側の谷底 にあたる低地からである。

Ⅰ区 を南 か らのぞ む

Ⅱ ・Ⅲ区 を北 か らの ぞむ



第4章 調査の成果

調査の成果については、調査区の性格上、調査区ごとに述べる。 Ⅰ区については弥生時代中期末～後

期及び近世、Ⅱ区は弥生時代後期末、Ⅲ区は縄文時代中期末が中心である。 Ⅰ・Ⅲ区に少量の古代の遺

物、Ⅲ区に縄文前期初頭の遺物が認められるが、それ以外は先述の時代の遺構 ・遺物である。

第1節 Ⅰ区の成果

1.Ⅰ 区調査の概要

5年 度の試掘調査の段階では、時間の制約もあ り尾根頂部付近に4ヶ 所の トレンチを入れ、頂部

付近を中心にした遺構の広が りを確認するにとどまった。まず遺構の広が りを確認 し調査範囲を確

定するための トレンチを東側斜面に3本 （TR-1～3） 、西側斜面に4本 （TR-4～7） 、南側斜面に

1本 （TR-8）設定 した。南側斜面のTR-8か らは遺構遺物 とも確認 されなかったが、それ以外 の東

西斜面に設定 した7本 の確認 トレンチか らは各々遺構が検出され、遺物の出土 も確認 された。

東側斜面の下方は傾斜度38度 以上の急斜面であ り、確認のため設定 した トレンチからも遺物は検

出されていない。また、西側及び南側斜面の下方は墓地として利用 されており、そのため旧地形の

改変が著 しい。 トレンチ調査の結果 と地形の現況か ら調査範囲についてはFig.11に示 した1,250㎡ の

区域 に限定 した。なお、斜面の確認 のため設定 した トレンチ とあわせた Ⅰ区の合計調査面積は約

1,500㎡である。

Fig.11Ⅰ 区 確 認 卜レン チ及 び グ リ ッ ド （S＝1/400）



2.基 本層序

頂部付近には若干の平坦地もあり、それに連なる斜面は10°～15°の傾斜を示 してお り、比較的緩

やかである。頂部に連続する緩斜面に続いて、東 ・南 ・西の3方 には傾斜度25°～30°の斜面が展開

する。東西の傾斜はより急で、特に東側斜面は下方では40°近い急斜面となる。南側斜面が若干緩

やかなものの遺構の検出された部分においては傾斜度の差はほとんどない。地点により異 なるが、

遺構が検出された斜面は概ね27°～29°の傾斜 を持っている。

遺構が検出された地点では、複雑な堆積が観察 される。遺構埋土上面や遺構の形成されない岩盤

上では、基本的には表土層である黒褐色腐植土層、その下層に褐色礫混粘土層、さらに3層 目とし

て地山岩盤と同 じ色調の明褐色地山風化土層 （礫混粘土層）と大別 して3つ の地層の堆積が認められ

た。 トレンチを設定 した各斜面の状況は異なっており、含まれる礫の量を基準にした層の細分は可

能であるものの、ほぼ全域の トレンチから表土 （黒褐色腐植土）・褐色礫混 じり粘土 ・明褐色礫混 じ

り粘土の堆積順序が確認されている。ただし、急傾斜地ゆえに表土や堆積土が流失 した部分があり、

堆積の様相は一様ではない。また、遺構はことごとく地山である明褐色粘土や岩盤を掘 り抜いて形

成されてお り、2層 目の褐色礫混じり粘土層 と3層 目の明褐色礫混 じり粘土層が逆転 している トレ

ンチ もある。

なお各々の トレンチの位置はFig.11の とおりであり、東斜面 ・西斜面 ・南斜面の土層堆積状況は

Fig.12・13に 示 したとお りである。

Ⅰ区 遠景 （南東 より）



Fig.12Ⅰ 区 基 本 層 序 （1）（S＝1/80）



Fig.13Ⅰ 区 基 本 層 序 （2）（S＝1/80）



Fig.14Ⅰ 区 遺 構 平 面 全 体 図 （S＝1/250）



Ⅰ区の遺構 はFig.14の 遺構 配置の とお りであ る。調査 区は地形 的特徴 か ら傾斜 が緩やかで平坦 に

近い部分 もあ る尾根頂 部付 近 と20°～30°の傾斜 を持 つ東 ・南 ・西 の3方 向の斜面 に分 け られる。時

期が確 認可能 な遺構 は弥生時代 中期 ～後期初頭 と近世 の2時 期 であ り、包含層 か らは少量 ではある

が、古代 な どそれ以外 の時期の遺物 も出土 している。遺構 ・遺物 について弥生時代 と近世 の2時 期

に分 けて成果 についての報告 を行 い、時期不 明の遺構 及び古代 の遺物 については まとめてその他 の

時期 の遺構 ・遺物 として報告す る。

（1）弥生時代 の遺構 と遺物

A.遺 構

ST-1（ 竪穴住居1-Fig.15）

調査 区南側 の丘 陵先端 で検 出 した遺構 である。標 高53.Omか ら54.5mに か けて形成 され る。試掘

調査 時 に中央 ピッ ト付近 が確認 され （試掘 Ⅳ区TR-3） 、竪穴住居 であ るこ とが判 明 した。遺構 は、

北側 の斜 面上部か ら南側の斜面下 に向 けて2段 の階段状 に平坦 な床面 を形成 する。中央 ピッ ト（P-

1）は下段 中央部付近 に位置 してお り、長径72cm～ 短径58cmの 楕 円形 である。遺構 の プランは上段

の径720cm（ 東西方 向）～680cm（ 南北方向）、下段 の径490cm（ 東西方 向）～370cm（ 南 北方向）のほぼ

円形で、遺構の南端部 は斜 面下 に崩 落 してい るもの と考 え られる。上下段 とも壁体溝 は確認 されて

い ない。床 面積 は上段22.2㎡ 、下段14.14㎡ で、下段 を3.3m拡 張 して上段 の遺構 を形成 した と考 え

Fig.15ST-1出 土 遺 物 （S＝1/2・1/3）



Tab.6Ⅰ 区ST-1ピ ッ 卜計 測 表

Fig.16ST-1出 土 遺 物 （S＝1/4）



Fig.17ST-1平 面 ・セ ク シ ョ ン及 び エ レベ ー シ ョン図 （S＝1/80）



られ る。床面 の標 高 は、上段 が53.52m、 下段 が53.2m、 斜面 の検 出面 か ら上段 へ の深 さは最大

70cm、 上段 と下段 の差 は40cmで ある。

主柱穴 はP-5・P-8・P-14・P-20とP-3・P-7・P-11・P-16の2つ の組 み合 わせが復 元可能 であるが、

いずれの場合 も遺構 の東端 と南端 を構成す る柱穴 は失 われてい る。

出土遺物 は土器350点 、石器11点 、そ の中で図示 し得 るものはFig.15の 石器 とFig.16の 土器であ る。

時期 を判 断で きる口縁部 ・胴部 の破片 の中で、21～23・26が 下段か らの出土で24・25が 上段 か らの

出土である。 この中で下段床面直上 か ら出土 した遺物 は26の 甕胴部破 片のみであ り、それ以外 は上

段 か ら連続 して堆積 した埋土 （Ⅰ ・Ⅱ層）中か らの出土 である。試掘調査 時のFig.4-7～16に っい

て もST-1出 土 遺物 であ る。7の 壺 口縁 や8・9の 甕口縁 も凹線 は退化 し、無文化が進 むな ど後期

初頭の特徴 を有 す る。特 に7と9は 下段床 面直上 か らの出土 であ り、上段 と下段 において時期差 は

ほ とんど認め られ ない。24～26な ど中期 末 に属 する遺物 がある ものの、後期初頭 （後期1） に属す る

遺物が大半 を占め る。当初、上段 と下段 については別遺構 として取 り扱い、下段 を拡張 して上段の

住居が形成 された と考 えて調査 を進めた。検 出 した ピッ トの状況 は、遺構 の拡張 あるい は建 て替 え

が あったこ とを示 してい るが、埋 土の堆積状況 は、住居建 て替 えの結果上段 と同一平面 をなす床面

が形成 され たこ とを示 してお らず、拡張 ・建て替 えは下段 の床面 を活 か したままの上段部分拡張 で

あ り、遺構形成当初 か ら上下の2段 が存在 した可能性 もあ る。

ST-2（ 竪穴住居2-Fig.18・19）

調査 区東斜 面北端 におい て検 出 した遺構 である。標高53.5mか ら54.6mに か けて形成 されている。

東斜 面の状況 を確 認す るため に設定 したTR-1の 調査 で確認 された遺構 であ る。傾斜度27° の急斜

面 に形成 された遺構 で、斜面 の下方 にあたる遺構東側部分 は崩落 して失 われた もの と考 え られる。

遺構 は調査 対象 区の北側 に続 いてい る。今 回の調査 で検 出 したのはST-2の 南端 に相 当す る地点

であ り、遺構全体 の平面形 ・規模 は不 明である。検 出され た2条 の壁体溝 と床 面が2面 確認 された

土層堆積状況 か ら判 断 して、一度拡張 された竪穴住居 だ と判断 した。ただ、柱穴 の並 び も明確 に捉

えられない とい う状況 か ら、拡張 の痕跡 のある段状遺構 である可能性 もあ る。

検 出された遺構 の規模 は、長 さ3.8m、 幅2.2mに 過 ぎない。遺構 の大半 は調査 区外 に残 されてい

る。床面 の標高 は上段 （拡 張後）が53.8～53.88m、 下段 （拡張前）が53.5～53.6m、 斜面 の検 出面上端

か ら上段 の床面へ の深 さは最大 で60cm、 下段 の床面へ の深 さは90cmで ある。壁体溝 の規模 は、上

段 の溝が幅15～30cm、 深 さ7～8cm、 下段 の溝 が幅24～40cm、 深 さ1Ocmで あ り、上下段 とも遺

構の掘 り方下端の全周 にわたってめ ぐらされてい る。 また、床面 のP-1～P-3か らは焼土が検 出さ

れ （Fig.19）、P-1・P-2か らは焼礫が 出土 してい る。P-1は 長軸64cm短 軸48cmの 楕 円形、P-2は

長軸45cm短 軸36cmの 楕 円形で、P-1の 検 出面 はP-2の 検 出面 と比較す る と高 くなってい る。 これ

らの ピッ トは、焼土 を含 む ことか らST-2の 炉 （中央 ピ ッ ト）的な役割 を担 った ピッ トだ った と考 え

ている。P-1が 上段 の床面 に伴 い、P-2が 下段 の床面 に伴 う遺構 だ と想定 され る。

出土遺物 はFig.18に 示 した51～61の 弥生土器 である。51の 口縁端 部 を拡 張 して格子 目文 を有す る

壺 口縁、54の 貼付 口縁で端部 に刻み 目を持つ土器 など、畿 内Ⅳ様式新段 階併行 で中期末 に属す る土



Fig.18ST-2平 面 ・セ ク シ ョ ン ・エ レベ ー シ ョ ン図 （S＝1/60） 及 び 出土 遺 物 （S＝1/4）



器 もあるが、同層中から52の無文の壺や53・56・57の 凹線文を有する土器なども出土 している。若

干、退化 した凹線文の形状（53・56・57）や無文化を指向する（52）など、これらの遺物は弥生後期初

頭の特徴 を有する。ST-2は 弥生中期末か ら後期初頭の短い時間幅の中で機能 し、遺構の拡張は認

められるものの、その時間差はほとんどない遺構だと位置づけられる。

また、61は小型土器 （ミニチュア土器）である。手づ くね成形による土器で模倣 した器形は明確で

はない。今次調査で出土 した小型土器はこれ1点 だが、当該期の野市町本村遺跡の小型土器の例 と

の類似 に注意を要する。

Fig.19ST-2焼 土 及 び 焼礫 出 土 状 況 平 面 ・エ レベ ー シ ョン 図 （S＝1/40）



Fig.20SX-1平 面 及 び エ レベ ー シ ョ ン図 （S＝1/60）

SX-1（ 段状遺構1-Fig.20）

西斜面 の標 高55m付 近 に等高線 に沿 って通路状 に巡 る遺構 である。幅80cm～1.2mの 平坦部 を長

さ9.5mに わた って削 り出す。 床面積 は5.15㎡ である。斜面検 出面か ら平坦面 までの深 さは最 大で

25cm、 平坦面 にピッ ト等 は伴 わない。ST-1とSX-2を つな ぐ位 置 にあ り、通路 として利用 されて

いた段状遺構 だ と考 えている。弥生土器小片が10数 点 出土 してい るが、図示 し得 る遺物 はない。

SX-2（ 段状 遺構2-Fig.21）

西斜面 の標高54.5m～55.0m付 近 の調査 区北端 に位置す る段 状遺構 であ る。SX-1か ら北へ 連続

す る。遺構面 は斜 面 を削 り出 し、最大幅2.4mの 下方へ 向って僅 か に傾斜す る面 をっ くり出す。遺

構 の北半 は調査 区外 であ り未掘 であ る。残存部 は長 さ7m、 幅2.4mで 深 さは最大70cmを 測 り、掘

方下端 には、幅20cmほ どの小 溝 を設 けてい る。平坦 面 に深 さ10～20cm、 径20～40cmの8基 の ピ

ッ トが検 出 された。遺構埋土 は褐色礫混粘土層 （礫 を多 く含 む）である。

SX-2か らは弥生土器が50点 あ ま り出土 している。小 片が多 く、時期 を特定 で きる資料 は少 ない。

図示可能 な資料 は62の 平底 の甕底部1点 のみである。62は 弥生 中期末 ～後期初頭 に属す る と考 え ら

れ る。

SX-3（ 段状遺構3-Fig.22）

西斜面標高52～53m付 近のSX-2の 下段 で、4mほ ど西 に位置す る。斜面 を削 りだ して平坦面 を

つ くり出す。平坦面 は長 さ10m、 幅2～2.4mで 深 さは最大100cmを 測 る。床面積 は18.11㎡ である。

平坦面 には深 さ24～32cm、 径20～50cmの6基 の ピッ トが検 出 されたが、上屋 の構造 は明瞭 ではな

い。埋土 は暗褐色礫 混粘土 （礫 を多 く含 む）で分層 はで きなかった。



Fig.21SX-2平 面 ・エ レベ ー シ ョ ン図 （S＝1/60） 及 び 出土 遺 物 （S＝1/4）



Fig.22SX-3平 面 ・セ ク シ ョ ン ・エ レベ ー シ ョ ン図 （S＝1/60） 及 び 出土 遺 物 （S＝1/4・1/3）



出土遺物 は弥生土器89点 で、図示可能 な遺物 は63～68の 弥生土器 と69の 石包丁 である。 口縁部 は

強い ヨコ方向のナデ によ り凹状 を呈す る63の 壺 や、無文 で口唇 を丸 く収 める64の 鉢 な ど装飾が ほ と

ん ど見 られ な くな り、無文化 を指向す る後期 初頭 の特徴 を有す る土器が多い。 この遺構 は後期初頭

に機能 した もの と考 えられ る。

SX-4（ 段状遺構4-Fig.23）

西斜面標 高51m付 近 に斜 面 を削 りだ して平坦面 をつ くり出す。平坦 面 は長 さ7m、 最大幅1.5m

で深 さは最大70cmを 測 る。平坦面 の面積 は8.40㎡ であ る。平坦面 には深 さ20～30cm、 径20～30cm

の3基 の ピ ッ トが検出 された。埋土 は暗褐色礫 混土 （礫 を多 く含 む）で分層 はで きなかった。

出土遺物 は弥 生土器150点 で、図示 可能 な遺物 は70～79の 弥 生土器 と80の 石包丁 であ る。71～73

は2～3条 の凹線 を施すが明瞭で はない。70・74・75は 強い横方 向のナデに より口縁が 凹状 を呈す

る土器で ある。 これ らの退化 した凹線 は後期初頭の土器の指標 であ り、無文化 を指 向す る70の 細頸

壺 や74・75の 甕 も後期初頭 に属す る遺物で ある。71の 甕頸部の烈点文な ど弥生 中期末 の特徴 を持 つ

遺物 も出土 してい るが、 これ らの特徴 は後期初頭 まで残存 す る指標 である。76～79の 底部 の形状 を

含 め、SX-4出 土 遺物 は弥生 中期 末か ら後期初 頭 にかけての範 囲で捉 え られ、SX-4は 弥生後期初

頭 に機能 した遺構 だ と位置づ け られ る。

80の 石包丁 は全面 を研磨 した磨製 の石包丁 で片刃の刃部 を持つ。

SX-5（ 段状遺構5-Fig.24）

西側斜 面の調査 区最下段 に位 置 し、標高48.0～48.8m付 近 を削 り出 して平坦面 を形成す る。平坦

面 は最大幅1.3m、 残存す る長 さ4.1mで 、 トレンチ部分 を加 える と約5mの 長 さが あった もの と推

定 される。遺構床面 か らは直径36cm深 さ30cmの ピ ッ トが1基 検 出 された。

出土遺物 は全 て弥生土器 であ り、 図示可能遺物 として81の 紡錘車が一点確 認 されてい る。それ以

外 の出土遺物 はいずれ も小片 で20点 あ ま りとなっている。埋土 は3層 に分層で きるが、いずれ も褐

色粘 質土層 であ り、含 まれる礫 の量 の多少 によって分層 で きるに過 ぎない。埋土 Ⅰ層が最 も含有礫

量が多 く、最 下層 であるⅢ層 は礫 の量 が少 ない。 Ⅲ層 中、床面直上か ら径24cmの 礫 が検 出 された。

遺物 が少 な く細 かい時期 の特定 は出来ないが、弥生時代 の遺構 だ と考 え られ る。

SX-6（ 段状遺構6-Fig24）

西斜面 の調査 区北端 、標 高50～51m付 近 に位置す る。平 坦面の幅1.56mで 、深 さは最大 で60cm、

遺構 は一部 が調査 区 内に残 るのみで ある。平坦面 か ら遺構 は確 認 されていない。残存部 は長 さ2.1

m、 それ以外 は調査 区外 で未掘 であ る。遺構埋土 は褐色粘質土層 で、上層 と較べ礫 をやや多 く含 ん

でい る。出土遺物 は少 な く、弥生土器 が6点 確認 されたが、図示可能遺物 は82の 甕1点 のみで ある。

口縁 は強い ヨコナデで仕 上げ、口唇 がわずか に凹状 を呈 する甕 口縁 で、外面 に煤が付着す る。弥生

後期初頭 に属 す る。



Fig.23SX-4平 面 ・セ ク シ ョ ン ・エ レベ ー シ ョ ン図 （S＝1/60） 及 び 出土 遺 物 （S＝1/4・1/3）



Fig.24SX-5,SX-6,SX-7平 面 ・セ ク シ ョ ン ・エ レ ベ ー シ ョ ン 図 （S＝1/60） 及 び 出 土 遺 物 （S＝1/4・1/3）



Fig.25SX-8,SX-9平 面 ・エ レベ ー シ ョン図 （S＝1/60） 及 び 出 土遺 物 （S＝1/4）



SX-7（ 段状遺構7-Fig.24）

西斜面の調査区北端、標高49m付 近に位置する。平坦面の幅1.8mで 、深さは最大で34cm、 遺構は

一部が調査区内に残るのみである。掘 り方下端に幅24cm程 度の小溝を設けるものの、平坦面にそれ

以外の遺構は確認 されていない。残存部は長 さ3m、 それ以外は調査区外で今回は調査できなかっ

た。遺構埋土は Ⅰ層が褐色礫混粘土 （砂岩礫 も含み礫多量）、 Ⅱ層は明褐色礫混粘土、Ⅲ層 は暗褐色

礫混粘土である。Ⅱ ・Ⅲ層 ともに礫の含有量は少なく、直径1cm未 満の小礫 を少量含むのみである。

床面から炭化 した種子が検出された。炭化 した種子はツブラジイであ り、現在でも高知平野では

一般的に見 られるシイである
。炭化 した種子以外の出土遺物は36点、その中で図示可能遺物は83・

84の弥生土器 と85の石包丁である。83は壺口縁、84は鉢の底部で、83は 後期初頭、84は 中期末から

後期初頭 に属する。85の石包丁は、吉野川上流域に産する結晶片岩製の打製石包丁である。

SX-8（ 段状遺構8-Fig.25）

東側斜面の南端ST-1とSX-10を つ な ぐ地点 に位置す る。標高54.6～55.4m付 近 の斜 面 を削 り出 し

て通路 状の平坦部 を形成す る。平坦面の面積 は8.30㎡ である。平坦部 は50cm～110cmの 幅で、平坦

部の下端 に1箇 所 ピッ トを伴 う。それ以外 に、遺構平坦部 に伴 うピッ トな どは確認で きなか った。

図示 し得 る遺物 は、Fig.25の86～88の3点 のみであるが、 図示 した遺物以外 に87点 の弥生土器が

確認 されている。 時期判 定可能 な遺物 は弥生 時代 中期末 ～後期 初頭 に属す る。ST-1と 接 す る遺構

西南 に遺物の集中がみ られた。

SX-8に 接 して、斜面上部 に長 さ2.5m幅60cm深 さ15cm程 の規模で削 りとられた部分 を確 認 した

が、 自然の営為 による ものか人為的 な もの なのか判断で きない。遺物 は伴 ってい ない。

SX-9（Fig.25）

東側斜面、SX-8とSX-10の 上部の斜面を削 り出して形成する。遺構は中央部を トレンチによっ

て分断され、 トレンチの南側 は遺構底部が平坦に北側は土坑状にわずかに落ち込む。埋土は褐色礫

混粘土で、小礫を含む ものの含有量は少ない。

弥生土器小片が1点 だけ出土 しているものの、細かい時期の特定はできない。幅狭の通路状の遺

構SX-8に 接 した形で遺構が形成 されていることと、弥生土器の小片を含むことから周辺の遺構 と

同時期の弥生時代の遺構 として扱 っているが、他時期の可能性 も残る。性格不明。

SX-10（ 段状遺構9-Fig.26）

東側斜 面、標高54.6～55.6m付 近 を削 り出 して平坦 面 を形成 、SX-8か ら北側 に連続す る遺構 で

ある。平 坦面 は最大幅1.2～2m、 長 さ6.4m、 深 さは最大90cmを 測 り、掘方下端 には幅20cmほ ど

の小溝 を設 けるが、残存状 況が悪 いためか平坦部 中央 の長 さ2.4mほ どしか確 認で きなか った。平

坦面 の面積 は10.34㎡ であ る。平坦面 に深 さ10～20cm、 径16～32cmの8基 の ピッ トが検 出 され た。

ピッ ト間の関連 は不明であ り、上部構造の推定 ・復元 をする ことはで きない。

遺構埋土 は Ⅰ・Ⅱ層 が明褐色礫 混粘土、 Ⅲ ・Ⅳ層 が黄褐色礫混粘土 であ り、遺構床面 は赤褐色粘



Fig.26SX-10平 面 ・セ ク シ ョン ・エ レベ ー シ ョン図 （S＝1/60） 及 び 出 土 遺物 （S＝1/4）



土 （Ⅴ層）である。 Ⅰ ・Ⅱ層、 Ⅲ ・Ⅳ層 にっ いては含有礫の量 によって分層 した。 Ⅱ層 とⅢ層 が礫 を

多量 に含 む層 であ り、 Ⅳ層 は礫 をほ とん ど含 まない。

弥生土器が30点 あま り出土 している。小片が多 く、時期 を特定で きる資料 は少 ないが、89の 壺 と

90の 甕が確認 されている。89は 口唇 に3条 の凹線 を施文 し、90は 強い横 方向のナデ によ り口唇 は内

傾面 をなす。弥生 中期末 ～後期初頭 に属す る と考 え られ る。

SX-11（ 段状遺構10-Fig.27）

東斜面調査 区北端 の標高56.8～57・2m付 近 に位 置す る遺構 で、南端 はわずか に土坑状 に落 ち込 む

が 、それ以外 は平坦面 を削 り出 し、等高線 に沿 って調査区外 へ延び る。等 高線 に沿 って延 びる幅狭

の遺構 で、通路状 の遺構 として位置づ け られる。平坦面 に一箇 所、径30cm深 さ24cmの ピッ トが検

出 された以外 は ピッ ト等 は確認 で きなかった。埋土 は褐色礫混粘土で含有礫 は少量 である。

弥生土器41点 が確認 されているが、 図示 で きたのは91～93の3点 のみであ る。91は 直口壺 、92は

口縁端部が下方へ拡張す る壺、93は 口縁 に凹線 を有す る甕であ る。いずれ も弥生 時代 中期末 か ら後

期初頭 の時 間幅 の中で捉 え得 る遺物 である。

SX-12（斜面に立地する焼土塊集中遺構。底面が傾斜する。Fig.28）

調査区東斜面北端の標高52.Omか ら53.5mに かけて、浅い土坑状の落ち込みが斜面の傾斜 に沿っ

て認められた。埋土はにぶい赤褐色粘質土、赤変 した焼土が集中し、焼礫や焼けた粘土塊が遺構内

から検出された。粘土塊は不整形であり、ほぼ球形に近い もの もあれば、楕円形の平面形のものも

あるなど一定ではない。ブロック状の小塊 も多いが、最大のものでは径12cm重 さ1,200gに 達する

ものもある。径5～7cm前 後、重さ100～200g前 後の粘土塊が多い。小ブロックも含めた出土粘

土塊合計点数は81点 である。SX-12出 土粘土塊の詳細は、Tab.7に 提示 した。

出土遺物はこれらの焼粘土塊 と弥生土器小片2点 であり、弥生土器の中に図示 し得 る遺物はない。

粘土塊の特徴 については、い くつかの指摘がで きる。すべての粘土塊が被熱 していること、幅5

㎜ ・幅3cmな ど様 々な規模でい くつかの粘土塊 に黒変が認められること、径5～10㎜ 程度の小孔

を持つものがあること、胎土にはチャー ト砂粒が多 く含まれ周辺から出土する在地産の弥生土器と

の類似が認められること、指頭圧痕や爪痕などの観察可能な粘土塊が多いこと、植物繊維を含む粘

土塊が認められること、焼土坑や窯壁など何 らかの焼成遺構を構成する壁の一部と考 えられる形状

の粘土塊が認められること、などが焼粘土塊の観察から指摘で きる事柄である。

SX-12はST-2下 方斜面か ら検出された遺構で、ST-2の 床面 を形成する層の下層で確認 されてい

る。SX-12はST-2に 先行 して形成 された遺構である。図示可能遺物 はないが、出土 した2点 は弥

生土器であ り、ST-2の 形成直前の時期に機能 していたものと考えられ、本調査区の弥生時代の他

の遺構同様、弥生中期末～後期初頭の時間幅の中に入ってくる遺構であろう。

この遺構の性格については、土器焼成に関する遺構あるいはのろし台等火を焚 くこと自体を目的とし

た遺構などの可能性を考えたが、前者については周辺に弥生土器等の土器類が全 く認められない点、後

者については遺された炭化物が少なく、遺構内に多 く粘土塊が残るという理由で否定的に考えている。



Fig.27SX-11平 面 ・エ レベ ー シ ョ ン図 （S＝1/60） 及 び 出土 遺 物 （S＝1/4）



Fig.28SX-12平 面 ・エ レベ ー シ ョ ン図 （S＝1/40）

SX-12出 土 焼粘土塊

SX-12（ 斜面下方 よ り）



Tab.7Ⅰ 区SX-12・ 出土焼粘土塊観 察表



B.包 含層出土遺物（Fig.29）

包含層出土遺物の中で、弥生時代に属する遺物についてFig.29に 示した。遺跡の範囲確定のため

設定 した トレンチ（TR-1～9） から出土 した遺物の中で遺構から出土 したことがはっきりしている

遺物 については、遺構の項で扱 った。包含層出土遺物の総点数は540点 あまりと調査面積に比べて

遺物量は少ない。

土器の中で図示 し得たものは94～113の20点 あまりである。94～96に みられる口縁部下端の刻み

目や95の貼付口縁、96・102に 見 られる頸部あるいは上胴部の櫛描直線文、さらには102の 櫛描直線

文下のヘラ状原体による列点文 （ヘラ押圧文）、101・102の 上胴部円形浮文など高知平野の在地土器

の弥生時代 中期末の特徴 を持つ一群の土器 とともに97・98の ような口縁に凹線文 を有す る土器、

99・100の ような凹線文が退化 し強いヨコナデにより口唇が凹状を呈する土器 など凹線文土器ある

いはその系譜の上に成立 した土器が出土 している。この中には97・100な ど胎土に雲母 ・角閃石 を

含み、明らかに高知平野以外で製作された搬入品も含 まれる。106・107・112の 底部の胎土 も在地

土器とは異なつてお り搬入品だと考えられる。明瞭な凹線文か ら退化 した凹線文、そ して凹線が消

滅するという弥生中期末から後期初頭へ と至る編年観に従えば、これらの土器は中期末から後期初

頭の短い時間幅の中で捉えられる土器である。

今回の調査で確認 された高杯は、遺構出土遺物 ・遺構外出土遺物を含めても113の1点 のみであ

った。底部充填技法が観察 される脚部～杯部の小破片で、他の遺物 と同時期の ものである。

包含層出土石器は114～120の7点 である。全て弥生時代の石器 と考えているが、叩石類の中には

他時期のものが含 まれる可能性 もある。叩石には砂岩が利用 されているが、それ以外の石器 には

114の スクレイパーのサヌカイ ト、115の 打製石包丁の結晶片岩、116の 磨製石包丁の泥質片岩、117

の磨製石斧基部の緑色片岩など吉野川上流域 ・瀬戸内など他地域の多様な石材が利用される。これ

らの石器は、多様 な交易圏を持つ高知平野弥生中期～後期社会の様相 を端的に示 している。115・

116の ように打製 ・磨製の石包丁が共存 しているのも当該期の特徴であり、石器組成の転換を示す。

遺構出土資料 も含めて弥生時代の奥谷南遺跡では石器素材 としてのチャー トの利用は認め られない

点か ら、石材利用の在 り方は弥生前期そ してそれに遡る縄文早期以来の高知平野の石材利用の伝統

を踏襲 しているといえる。



Fig.29Ⅰ 区 包 含 層 出 土 遺 物 （S＝1/4・1/3）



（2）近世の遺構 と遺物

SK-1（ 土坑墓-儒 墓-Fig.30）

調査区 中央北端の尾根上 に位置す る方形の土坑墓で、2段 堀 りになっている。試掘調査 の時 に部

分 的に存在 が確認 された。 （試掘 Ⅳ区TR-1） 検 出面 は一辺2.6mの 方形 で、約1.2mの 深 さにほぼ垂

直 に掘 り下 げた地点 に幅22～28cmの 平坦面 （段部）を形成 し、 さ らに一辺1.2mの 方形 の土坑 を深 さ

80cmに 掘 り下げた形状 とな ってい る。主軸方向はN-7°-Eの 南北方 向である。

遺構埋土 はセクシ ョン図中の Ⅱ～Ⅷ層 となってい る。 Ⅱ～Ⅶ層 とⅧ層 とは土の締 りが異 なってお

Fig.30SK-1平 面 ・セ ク シ ョン ・エ レベ ー シ ョ ン図 （S＝1/40）



Fig.31SK-1出 土 遺 物 （S＝1/4）



り、これらの層が埋積 した時期の違いを示すと共にⅧ層の堆積後に一度穴が掘 られたことを示 して

いる。Ⅷ層は1～6に 分層可能であるが、すべて 「にぶい黄褐色粘礫土」 として捉えられ、含有礫

の礫粒あるいは量 によってのみ分層可能な層である。

遺構埋土の状況から、この土坑は遺構が形成 された時期 よりも新 しい時期に一度掘 り返されてい

ること、そしてその時の再掘坑 は2段 掘 りの一段 目の段には及んでいたものの、それ より下層の甕

棺埋納坑には達 してなかったことがわかる。

出土遺物は2点 、いずれ も唐津焼で二彩唐津の鉢（Fig.31-121）と中型甕 （Fig.31-122）であ り、甕

が鉢で蓋をされた形で横倒 しになって埋められていた。鉢は口径30.2cm、 器高9.8cmで 、口縁は上

下に拡張 し、口唇に3条 の凹線を施す。内面全体 と外面中位にまで化粧がけを施 した上で内面に二

彩（鉄釉 ・銅釉）によって竹文が描かれている。竹文は褐色 と濃緑色に発色する。見込には5ヶ 所の

砂 目が観察 される。甕は口径24.Ocm、 器高40.5cmの 中型甕で、内面には同心円のタタキ目、外面

には平行タタキ目が残る。上胴部外面に4条 の沈線が観察され、肥厚 し内傾 した口縁部上面には焼

成時の甕 どうしの融着を防 ぐ貝目が7ヶ 所確認された。鉢 は17世紀第一四半期のもの、甕は17世紀

第一四半期～第二四半期にかけての もので、2点 とも17世紀前半 に製作 された遺物である。

この土坑の近 くか らは石盤に刻まれた墓誌が出土 している。1916年 （大正6年 ）に地元の有志によ

って掘 り出された もので、「唐龍の墓」 と書かれた記念碑が建っている。遺跡台帳には、唐流の墓

として記載されてお り、記念碑の 「唐龍」も 「唐流」の誤 りで儒墓のことを示すものと考えられる。

以前に概要報告書等で約4m北 として報告 したが、その位置は記念碑の建てられている位置であ り

正確な石盤の出土地点は確定できなかった。唐津の鉢 ・甕 と同 じ土坑内に埋められていた可能性 も

ある。墓誌は承応元年 （1652年）銘のものである。

墓誌に記載された儒墓 は本来、掛川町の鍛冶頭木原作左衛門の妻、「おさあ」のものであるはず

なのだが、墓誌の石盤 には生後5日 で亡 くなったまだ名前 も付けられてない乳児にっいての記載が

登場する。乳児に関する記載 と儒墓 との関係が疑問視されてきたが、今回の調査でこのSK-1に 埋

葬されていたのがこの乳児である可能性が強まった。すなわち、出土 した甕の内面 と蓋として利用

された鉢の内面 には、骨片が付着 してお り、外面観察により成人の骨ではなく、骨組織のはっきり

していない乳児又は嬰児の骨であることが判明したのである。

墓誌に記された儒葬が、おさあのためのものだとしても、SK-1は 墓誌に記載 された乳児のため

の墓壙であるのか、おさあも含めて埋葬されていたのか、おさあ自身の墓壙は他にあ り、墓誌の儒

葬に関する墓壙 は複数存在 したのか、など今回の調査結果のみでは明 らかにし得ない課題は残され

た。確実に言えるのは、SK-1が 儒葬に伴 う墓壙であり、儒葬の墓壙は2段 掘の形状 を持っ とい う

こと、さらに石盤に記載 される生後5日 で死亡 した乳児がこの墓壙に埋葬されたであろうというこ

とである。儒墓の墓壙の下部構造が2段 掘であるということが普遍的であるのか、あるいは当地方

又は本遺跡の特殊性であるのかについては今後の検討課題である。

1652年 （承応元年）という墓誌の年号 と17世紀前半に属するという出土遺物 （121・122）の年代 も整

合性がある。



墓誌拓本 （南国市岡豊町小蓮 和田松子氏所蔵）



SK-2（Fig.32）

2段 掘 りの土坑墓 であ る。検出面 は長軸2.8m× 短軸2mの 平面形で ある。検 出面 か ら1.2m掘 り

下げて段 部 を形成 し、 さらに80cm掘 り下げ て長軸1.8m× 短軸0.8mの 平面形が長方形 の墓壙 を形成

す る。段部 の幅は24～40cmで あ り、長 軸 に沿 った段 の幅 （32～40cm） が短軸 （24～32cm） に比べ て

若干広 い。主軸方 向はN-7°-Eの 南北 方向である。

埋土 は にぶい黄褐色粘礫土層 であ り、遺物 は検 出で きなかった。土坑の形状、埋土等か ら遺物 は

無 い ものの、約4m北 に位置 するSK-lと 前後す る時期 （近世）の土坑墓である と考 えてい る。

SK-3（Fig.33）

中央部尾根 上東斜 面、標高56m付 近 に位置す る。土坑墓 であ り、検 出面 の平面形 は長軸200cm×

短軸80cm、 検 出面か ら80cmの 深 さを持つ土坑 である。主軸方向 はN-7°-Eの 南北方向であ る。

埋土 は6層 に分層 される。 Ⅰ～Ⅴ層 はいずれ も礫混粘土 で、色調 ・含有礫量 の違いか ら分層可能

である。 Ⅰ層褐色礫混粘土 、 Ⅱ層黄褐色礫混粘土 （礫多）、Ⅲ層褐色礫混粘土、 Ⅳ層 にぶい黄褐色礫

混粘土 （礫少量 ）、Ⅴ層褐色礫混粘土 （礫少量 ）の5層 である。最下層 のⅥ層 は褐色粘土 で礫 をほ とん

ど含 まない。Ⅴ ・Ⅵ層 中か らは十数点の角釘 が検 出 されてお り、木棺直葬 に よる土坑墓 だ と考 え ら

れ る。

出土 遺物 は123の 古伊万里 （そば猪 口）と124～129の 寛永通宝 である。123の そば猪 口はコ ンニャク

印判 によ り製作 された もので、18世 紀後半 以降の遺物 である。SK-3出 土 の寛永通宝 は古寛永（126）、

文銭 （124・125）、新 寛永 （127～129） の3種 類 が確認 されてい る。合計6枚 の寛永通 宝 は124の 表面

を表側 に して番号 の順 に融着 した状 態で出土 した。 いわゆる六文銭 として副葬 された もので ある。

寛永通宝全体 が布 （綿布 ）につつ まれていたが、布 は腐食 してお り一部 を残す のみ となっていた。 こ

れ らの寛永通宝が制作 された初鋳 年 は古寛永が1637年 、文銭 が1668年 、新寛永が1739年 である。

これ らの出土遺物か ら、SK-3の 形成 時期 は18世 紀後半以降 だ と考 え られ る。

Tab.8Ⅰ 区SK-3出 土古銭計測表



Fig.32SK-2平 面 図 ・エ レベ ー シ ョン図 （S＝1/40）



Fig.33SK-3,SK-4平 面 ・セクシ ョン ・エ レベ ーシ ョン図 （S＝1/40） 及 び出土遺物 （S＝1/4・1/2）



Fig.34SK-4出 土 遺 物 （S＝1/4）



Fig.35SK-5,SB-1平 面 ・エ レ ベ ー シ ョ ン 図 （S＝1/60・1/40）



SK-4（Fig.33・34）

中央部尾根上に位置する。1.4m×2.4mの 不整形の土坑で深さ12cmの 浅い皿状 を呈する。出土遺

物は平瓦25点 であり、そのうち130～134の5点 をFig.34に 図示 した。いずれ も粘土塊からの切 り離

しに鉄線 を使用 した 「コビキB類 」手法である。また、出土 した瓦には全 く炭素の吸着が認められ

ない点 も特徴的である。これらの瓦は近世の遺物であ り、正確 な焼成時期はわからないものの、コ

ビキB類 手法出現後、瓦全面に炭素吸着が一般化する以前の比較的短い時期に限定される遺物だ と

考えられる。ただ し瓦の廃棄時期は特定できない。SK-4は 近世以降に属する遺構ではあるものの

形成時期 を特定できる材料はなく、時期不明の遺構である。

形成時期不明ではあるが出土遺物が近世瓦であることか ら、近世の項で取 り扱うこととする。

※ 「コビキB類 」手法については

森田克行 「考察 Ⅳ屋瓦4.畿 内における近世瓦の成立について」 『摂津高槻城 高槻市文化財調

査報告書 第14冊』高槻市教育委員会

を参考にした。

（3）その他の時代の遺構 と遺物

A.遺 構

SK-5（Fig.35）

西斜面に形成 された長軸1.2m× 短軸0.9mの 平面形楕円形 を呈する土坑である。標高48～49m付

近に形成 されてお り、土坑中からは蛇紋岩風化礫が集中して確認された。遺物は出土 してお らず、

遺構の形成時期を特定することはできない。

SB-1（Fig.35）

西斜面 に位置する1間 ×1間 の掘立柱建物である。柱穴は直径24～28cmで 埋土は黄褐色粘質土

である。斜面に立地 し、柱間距離92～144cmと 小規模 なものである。この遺構の周辺に形成 された

段状遺構等の配置により弥生時代の遺構である可能性 もあるが断定できない。

B.包 含 層出土遺物

包 含層 か ら出土遺物 としてFig.36-135～

138が 挙 げ られ る。135は 搬 入 品の黒色 土 器

B類 、136～138は 在 地 の土 師器で あ る。所

属 時期 は10世 紀 前後 、古代 に属 す る遺物 で

ある。

Fig・36Ⅰ 区 包含層 出土遺物 （古代） （S＝1/4）



Tab.9Ⅰ 区 出土遺物観 察表（1）



Tab.10Ⅰ 区 出土遺物観察表（2）



Tab.11Ⅰ 区 出土遺物観察表（3）



Tab.12Ⅰ 区 出土遺物観 察表（4）

Tab.13Ⅰ 区 出土遺物観察表（5）石器



第2節 Ⅱ区の成果

1． Ⅱ区調査の概要

遺跡西端の標高55～58mの 尾根先端頂部周辺をⅡ区として設定する。試掘調査時のTR-1～4の

4ヶ 所の トレンチの調査 により、南東側の先端部に2条 の石列が検出された。調査当初は調査前地

形の測量結果（Fig.37－中央部がマウン ド状に若干盛 り上がっているという地形状の特徴 を持つ）と、

検出された土器が弥生後期末であったことから、古墳出現前夜の墳丘を有する墓域の墳丘末端を画

する石列の可能性 を考 えて調査 を進めていた。尾根の延びる中軸方向に即 してグリッドを設定

（Fig.38）、東西方向A～F、 南北方向1～10の4mグ リッドに沿って、バンクを残 しなが ら頂部及

び斜面の土層 を確認 しながら調査 を進めていった。ところが、試掘調査同様、南東側の尾根先端部

を除けば石列は何処にも検出されず、マウンドの形成 も確認できなかった。グリッド杭C6を 中心

とする十字バンク（Cライン ・6ラ イン）を残 して検出作業 を進めた結果、4ヶ 所の長方形の遺構が

検出され、当初墳丘末端を画すると考えていた石列は土坑の四周 を画するものだということが明ら

かになった。

土層堆積状況か らも墳丘あるいは墳

丘の痕跡は確認できなかった。バ ンク

を除去 して遺構の検出作業を進めた結

果、上面に礫を伴 う長方形の遺構が3

ヶ所、上面礫 を伴わない遺構が3ヶ 所、

土器埋納遺構が1ヶ 所、25～70cmの

小円形遺構が7ヶ 所検出され、また南

東側斜面には礫が崩落 したブロックが

数カ所確認された。遺構は地山岩盤あ

るいは基盤層の礫混粘土 を掘 り込んで

形成 されている。これらの遺構は6基

の土坑墓 と1基 の土器棺墓、7基 のピ

ット状遺構である。ピッ トの中には深

さ1m近 くのものもあるが、ピッ ト相

互の関連やどのような機能を有 したピ

ットだったのかは明らかではない。土

坑墓 と土器棺墓は、その主軸方向か ら

2群 に分けられる。墓群の数が少ない

こと、遺構間の切合いがないこと、検

出された土器型式 （南四国弥生後期

末 ・ヒビノキⅡ式）が一型式である

Fig.37奥 谷南遺跡 Ⅱ区 調査前地形 （S＝1/300）

－25cm等 高線－

ことから、これらの遺構は比較的短期間に形成されたものと推定される。



Fig.38Ⅱ 区 卜レン チ及 び グ リッ ド （S＝1/200）



礫の集中する土坑が何 カ所 も認められたことで、高知平野では類例のない遺構の重要性 を考え、

出土礫 については全て10分 の1ス ケールで実測の上、後世の遺構復元 も視野に入れ、検出された礫

を持ち帰 り検討を加えるという調査方法を採つた。当初はすべての出土礫を持ち帰る方向で調査を

進めていたのだが、調査の過程で実測はしたものの持ち帰ることのできなかつた礫 も若干ある。提

示 した検出礫のデータは、これらの礫を除外

したデータではある。出土礫 により各土坑の

傾向と石質別の礫利用の在 り方を読み取るこ

とができる。

Ⅱ区においては、進入路 を確保できないと

いう理由で、重機等の機械力に頼ることがで

きず、全て人力 による調査 となつた。この地

点は高知県屈指の自然林が残されていた場所

で、尾根上には伐採後の巨木の株が散在 し、

その根は岩石を抱き抱えるように地山岩盤に

入 り込んでいた。如何 にして遺構 を破壊せず

木株を取 り除 くのかが調査開始時の課題であ

り、調査 は樹木の巨根 との闘いで もあつた。

調査員の無理難題に対 して、各作業員が経験

と知恵を結集 し、無事この課題を克服するこ

とができた。作業員諸氏に感謝 したい。

2.基 本層序

遺構 の形成 される標高57～58mの 頂部付近 の傾斜 は緩やかで、急な ところで も5～7° 概 ね5° 未

満 の若 干の盛 り上が りが ある程 度の平坦 に近 い地形 であ る。頂部 に続 く斜面 は24～25° の傾斜 か ら

30°前後 の急斜面へ とつ なが り、尾根 の東西 の斜面 の急 な地点で は40°に達す る急坂 が比高差30～35

mの 谷部 地形変換点 まで続 いてい る。 また、南東側尾根 先端部で は30°の斜面 が標 高45m付 近 の地

形 変換点 まで続 き、 その先 には平坦 な尾根が続 いている。 ここは調査 区外 であ り、墓地 と して利用

されている。

Ⅱ区には表土 の薄 い堆積が見 られ、地点 に よつては流 出 して失われてい るところもあ る。

尾根 長軸方向 はA-A′ の1方 向、長軸 に直行 する方 向はB-B′ 、C-C′ の2方 向 のセクシ ョンを示

した。 Ⅰ層が表土 である暗褐色腐食土層 、 Ⅱ層が黄褐色礫混粘土層であ り、頂部周辺で地山岩盤状

に堆積 しているのは この2層 だけであ る。 Ⅰ ・Ⅱ層併 せて も岩盤上15～30cm前 後の薄 さの堆積 を

示 す地点が多 く、厚 い ところで も40～50cmま で の厚 さであ つた。岩盤 は明黄褐色 の風化泥岩 の岩

体 で、遺構埋土 は明黄褐色礫混粘土 、地 山 と同組成 の小礫 を多 く含 んでい る。遺構 や周辺か ら検 出

された礫 の石 質は砂岩 ・石灰岩 ・チ ャー トで遺構埋土 に含有 される小 礫 ・細礫 とは異 なってい る。



Fig.39Ⅱ 区 基 本 層 序 （S＝1/80）



Fig.40Ⅱ 区 遺構平面全体図 （S＝1/200）



3.遺 構 と遺物

（1）弥生時代の遺構 と遺物

遺構名については、混乱 を避 けるため調査時の名称 をそのまま使用 した。土坑墓群については、

調査終了後の検討により1群 ・2群 の二つのグループに分けて整理作業を進めたため、遺構の提示

は遺構番号の順ではなく、このグループに従って1群 →2群 の順で行 う。

Fig.411群 遺 構 配 置 図 （S＝1/60）



A.第1群 長 軸 が 南 北 方 向 （N-16°-E～N-40°-E） を 向 い て い る 一群 （Fig.41）

SK-1（ 土 坑 墓1） 、SK-6（ 土 坑 墓2） 、SK-5（ 土 坑 墓3）

SK-l（ 土坑 墓1-Fig.42）

標 高58mの 尾根 頂部付 近 に

形成 され た遺 構 で、SK-6と

軸方 向、規模 をほぼそろ えて

形成 される。

平 面 形 は隅 丸 長 方 形 を呈

し、 長 軸254cm、 短 軸78～

100cm、 深 さは46～52cm。 北

東側 に向か うにつれ て幅が広

が り、北東側3分 の1程 の地

点 か ら床面 が若干高 くな って

い るこ とか ら、北東 が頭位 方

向だ と推定 され る。 また、北

東 隅 には床面 に張 りつい た形

で5～20cm大 の砂 岩 角礫 が

散在 している。礫 重量 は1kg

未満 の小型 の礫 が主 で、最大

の もので も1.2kg程 度であ る。

主軸 方位 はN-37°-Eで あ

る。埋土 は明黄褐色礫 混粘土

であ り、径1～2cmの 小礫 を

含む ものの含有量 は少 ない。 Fig.42SK-1遺 構 平 面 ・エ レベ ー シ ョ ン図 （S＝1/40）

弥生土器の小破片が遺構検

出時に確認 されているが、埋土中からは砂岩礫以外 に時期 を示す遺物は出土 していない。

SK-6（ 土坑墓2-Fig.43）

SK-1の 南東側1.5mは なれた場所 に位置す る。SK-1・SK-6の2基 は Ⅱ区の尾根最頂 部 に軸方

向、規模 をほぼそ ろえて形成 され る。

平面形 は隅丸長方形 を呈 し、長 軸230cm、 短軸102cm、 深 さは44～56cmで あ る。土坑 内か らは

最大 の もので径30cm程 度 の礫 が検 出 されている。礫 は大部分が砂岩 であ り、そ れ以外 にチ ャー ト

礫が検 出 され ている もの の合計2点 と例外 的で ある。重量か ら出土礫 をみ る と1～10kgの 範囲 に

全体 の約85％ が含 まれ る。 この大 きさがSK-6か ら検 出 される礫 の 中心 で、1kg未 満 の小 型礫や

20kg以 上 に達す る礫 は含 まれてい ない。礫 は土坑 中央部か らも検 出 され ているが、集 中 してい た



Fig.43SK-6礫 出 土 状 況 ・東 南側 面 ・完掘 状 況 平 面 ・エ レベ ー シ ョン図 （S＝1/40）



のは南東側壁面 と北東側壁面 であ り、南東 ・北東側 と較べ るとやや少 ない ものの北西側壁面 か らも

ま とまって確認 され た。埋葬後 の陥入 によって、 中央部へ崩 れ落ちた礫が ある ものの、地 山を掘 り

込 んで墓壙 を構 築 した後 、木棺 と推定 される棺 と墓壙 との空隙へ礫 を投入 した もの と考 え られる。

主軸方 向はN-40°-Eで ある。埋土 は明黄褐色礫混粘土 で、径1～2cmの 小礫 を含 んでい る。

砂岩礫以外 の出土遺物 は確認 で きなかった。

SK-5（ 土坑墓3-Fig.44）

尾根南側 の頂部 か ら斜面へ の変換点付近、標高57.6～57.2mの10° 前後 の傾斜 を持 つ地点 に形成 さ

れる。

平面形 は長方形 を呈 し、長軸216cm、 短 軸82cm、 深 さは最 大で50cmで ある。北側埋土上層 に直

径40cmの 砂 岩礫 と10～16cmの 小角 礫 （チ ャー ト ・砂岩 ・石灰 ）が10個 ほ ど含 まれ る。直径40cmの

砂 岩礫 は立方体状 の角礫 で、遺構 北西端 の遺構 上面で検 出 され遺構埋土 内へ の埋 没が認 め られた。

（Fig.44）南側床 面 には平面形34×26cmの 楕 円形 で、深 さ14cmの 落込みが検 出された。主軸方 向は

N-16°-Eで あ る。埋 土 は、明黄褐色礫 混粘土層 でSK-1・SK-6と 同 じ埋土 である。

遺構 の北端 で、弥生後期末 に属す る タタキ 目を持つ土器 の小 片が10点 あ ま り確認 されてい る。図

示 可能遺物 は出土 していない。

Fig.44SK-5礫 出土状況及 び完掘状況平面 ・セクション及びエ レベー ション図 （S＝1/40）



B.第2群 長軸方向が東西方向 を向いてい る一群 （Fig.45）

SK-2（ 土坑墓4） ・SK-3（ 土坑墓5） ・SK-4（ 土坑墓6） ・SK-7（ 土器棺墓1）

Fig.452群 遺 構 配 置 図 （S＝1/60）

SK-2（ 土坑墓4-Fig.46・47）

遺構形 成地点 は標高57m付 近 で、南北 方向 に若干の傾 斜が認め られる。尾根先端部 でSK-2よ り

もさらに南側 の斜面 は傾斜が急 になる変換点 に位置す る。

墓壙 の平面形 は長方形 で長軸260cm、 短軸80～88cm、 墓壙 上面か らの深 さは60cmで ある。墓 壙

の北側 は墓壙 を形成す るために削 られ て、地 山の傾 斜 よ りも緩やか な傾斜 をな し、部分 的 に幅12～

20cmほ どの傾斜 面 を持 つ小段 が形成 される地 点 もある。

主軸方 向はN-80°-Eの 東西方 向であ る。

試掘調査 か ら本調査 の当初 の段階で は、検 出され た礫列 を墳 丘末端 を画す る石列 と考 えていたの



だが、調査 を進 める中で土坑 の四周 を構成す る礫であ ることが明 らか になった。1～2群 の土坑墓

群 中、最 も礫が集 中 した土坑墓で あ り、土坑の四周か ら組み合 わ されたかの ような状態 で礫が検 出

され、 中央か らは礫が平面 的に集 中 して検 出され てい る。 これ らの中央部 か ら検 出 された礫 は、遺

構形成 時 には上面 を覆 ってい た礫 で陥没 した状況 で検 出 された と推定 される。数cm大 の小 礫 か ら

45kgに 達す る礫 まで、測量 して取 り上 げた礫 の総数 は178点 にのぼ る。SK-2か ら検 出 された礫 の

中1～10kgの 階層 の礫が60％ （個数 ％） を占め、主体 をなす 。礫 の石質 の違 い に より、出土礫個

数 か ら比較す る と砂岩礫 が主体 で73.7％ 、それ に続 くのがチ ャー ト礫 の22.1％ 、石灰石 は4.2％ と少

Fig.46SK-2礫 出 土 状 況 及 び側 面 図 （S＝1/40）



量である。

これらの礫の検出地点も興味深い。墓壙内においては大半が砂岩であり、チャー トは陥入 した礫

に認められるものの多 くは遺構上面から検出されている。石灰石が検出されたのは遺構上面におい

てのみである。石材が選択的に使用 されていたことが礫出土状況から予想される。

遺構埋土は Ⅰ～Ⅲ層 ともに明黄褐色礫混粘土であ り、構成する礫量の違いによって分層されるに

過ぎない。 Ⅰ層は小礫 を含有する量が少な く、それに較べ Ⅱ層は若干含有量が多 くなっている。Ⅲ

層 は数cm大 の礫が認められるものの小礫 はほとんど含 まない。

出土遺物として弥生土器が挙げられるが、図示 し得る遺物は認められなかった。遺構埋土を乾燥

させふるいにかけて遺物の検出に努めたが、弥生土器以外 に遺物は検出されず副葬品は皆無であ

る。

Fig.47SK-2完 掘 状 況 平 面 ・セ ク シ ョ ン及 び エ レベ ー シ ョ ン図 （S＝1/40）



SK-3（ 土坑墓5-Fig.48）

遺構形成地点 は57.5～57.6mの 尾 根頂部先端 で、北 か ら南 に向か ってわず かな傾斜 は認め られる

ものの ほぼ平坦 な地点 に構 築 されてい る。

平面形 は長方形 で、長軸210cm、 短軸68～80cm、 深 さは最大 で68cmで ある。土坑検 出面の西側

か らは4個 の石灰岩 ・チ ャー ト礫 が検 出された。礫 は長 さ4O～65cm、 厚 さ12～25cm、 重量 は最大

の もので56kgに 達 し、土坑長 軸方 向に直行 す る方 向 に整然 と並 べ られ てい る。南 か ら北 に向か っ

て、石灰1点 ・チ ャー ト3点 の順 で、15・31.5・40・56kgと 徐 々 に大 きくなってい る。礫列 の東側

には10～20cm大 の石灰石 の礫が点在 している。

墓壙 の主軸方向 はN-84°-Eで ある。 これ に対 し4個 の礫 が並 ぶ方向 はN-6°-Eと ほぼ直行 してい

る。埋土 は明黄褐色礫 混粘土 であ り、小礫 の含有量 は少 ない。遺構 内か らは1kg未 満 の小 型 の礫

が数点確認 されたのみ で、SK-2・SK-6の ような1～1Okgを 中心 と した大 きさの砂 岩礫 の墓壙 内

へ の陥入 は認め られ なか った。

出土遺物 は弥生土 器の小 片が20点 ほ どであ り、 図示可 能遺物 はFig.53-142で あ る。142は 甕 ある

い は鉢 の底部 で、直径3.8cmほ どの平底 の部分 を残す。全体形 は不 明である。磨耗 顕著 だが、外面

底面付近 にタタキ目が観察 され る。弥生後期終末 に属 す る遺物 （ヒビノキ Ⅱ式土器） である。

Fig.48SK-3完 掘状況平面 ・エ レベ ーション図及び礫検 出状況 （S＝1/40）



SK-4（ 土坑墓6-Fig.49・50）

遺構形成 地点は標 高57m付 近 で、SK-2と ほぼ同 レベ ルである。尾根 南側の傾斜変換点付近 にあ

り、遺構上面 に検 出 された東西方 向の礫 の方 向は、N-85°-EとSK-2・SK-3の 主軸 方向 とほぼ同一

方 向を示す。

SK-2同 様試掘調査 時 に石列 を検 出 し、当初 は墳丘末端構成礫 として扱 ってい たのだが 、 これ ら

の礫 は、土坑上面 に整然 と列状 に並 べ られた石列であ ることが判 明 した。石列 の覆土 は、調査 区全

体 の表土 下か ら検 出 され る黄褐色礫混 粘土 （Ⅱ層）で、墳 丘等の痕跡 は確認 で きなか った。石列 は、

東西方 向2列 （N-85°-E）と南北 方向2列 （N-21°-E）の石列が遺構検 出面の 四周 を画す るよ うに並べ

られてい る。西側 と南側の列 には礫 の欠落 した部分 も認 め られ、近接 する斜面 にはブロ ック状 にま

とまった礫が検出 され た。西 と南の石列構 成礫 が斜 面下方 に崩 落 した もの と考 え られる。石列 は地

点 に よっては2～4段 に積 み重ね られ て構築 されている。上面検 出石列構成礫 も含 めたSK-4出 土

礫 では全体 の60％ 近 くが石灰 石で 占め られてお り、他 の土坑 と比較 して も突 出 している。石列 を構

成す る石灰石 の中には、 自然の営為 によ り中央 に穴が空いた形 の ものな ど明 らか に特 異な形状 を示

す礫 も多 く、特別 な形 の礫 を選択 して この丘陵状 に運び込んだ明確 な意図が読 み取 れる。

遺構 （墓壙）は2段 に成形 される。上面 は長軸260cm、 短軸170cm、 東側 に80cm・140cmの2辺 を

持つ不整五角形 の平面 形で、36～50cm程 掘 り下げた地点 に幅2O～36cmの 傾斜面 を成す段 を形成 す

る。下段 の墓壙 の平面 形 は隅丸長 方形 で、長軸188cm、 短 軸60～72cm、 検 出面 か らの深 さ92～

96cm、 段部 か らの深 さ40～60cmで あ る。

上面 の不整五角形 の土坑 は石列 に規定 された方向で、ほぼ東 西方向N-89°-Wを 示 す。 これ に対 し

て下段 の長方形 の土坑 はN-81°-Wと 東西方 向ではあるが石列 の方 向 とはわずか に異 なってい る。

遺構埋土 はFig.49に 示 した とお りであ る。Ⅰ層が 明黄褐色礫混粘土、Ⅱ～ Ⅳ層 が黄褐色礫 混粘土、

Ⅴ層が 明黄褐色礫混粘土で、含有礫 ・植物 な ど若干の色 調の違い等 によ り分層 可能 な層 であ る。墓

壙が形成 される基盤層 は黄褐色粘土層で あ り層 中にわずか に小礫 を含 んでい る。

出土遺物 は後期 終末 に属す る弥生土器 であ る。埋 土 をSK-2同 様 乾燥 してふ るい にかけたが、そ

の他 の副 葬品 は認め られ なかった。図示 可能遺物 はFig.53-141の 壼 で、口縁 部 は検 出す る ことがで

きなかったが、底部か ら頸部 まで復 元す るこ とがで きた。磨耗 が著 しい ものの、胴部全 面 には タタ

キ 目が、内面 には刷毛 目と指頭圧痕が認め られる。形態的 にはわず かに平底 を残 し、最大径 （39cm）

が胴部 中位 の卵形で ある。弥生後期 終末 （ヒ ビノキ Ⅱ式 土器）に属す る。141の 壺 は、検 出時 には横

位 でN-72°-Eの 方 向で出土 し、上面約3分 の1は 失 われていた。頸部上面か ら20×9cmの 、胴部 か

ら8×8cmの いずれ も砂岩 の角礫 が検 出 されてい る。意 図的に土 器 を破壊 した様 な礫 の 出土状 況

と下層 に墓壙 とな り得 る土坑が あるこ とか ら、 この土器 （141）は供 献用の土器だ と考 えられ る。



Fig.49SK-4礫 出 土 状 況 平 面 ・セ ク シ ョ ン及 び エ レベ ー シ ョ ン図 （S＝1/40）



Fig.50SK-4完 掘 状況平面 ・エ レベー ション図（S＝1/40）及 び遺物 出土状況 （S＝1/20）,出 土遺物 （S＝1/8）



SK-7（ 土器棺 墓1-Fig.51）

SK-2・SK-3・SK-4の3つ の土坑 に囲 まれた地点、Cラ イ ンのバ ンク除去後 に検 出 された遺構

で、土器棺 の方向 はN-4°-WとSK-2～4の 主軸 方向 にほぼ直行す る方 向 （南北方 向）になっている。

標高57.2m付 近 に形成 され、北か ら南へ若干の傾斜 がある。

土坑 の平面形 は50×38cmの 楕 円形 で、地山岩盤 を掘 り込 んで形成 され てお り、土 器 はこの土坑

にへ ば り付 くような状況で 出土 してい る。 （Fig.51）遺構が形成 された地 山は北 か ら南へ約10°の傾

斜 を持 ってお り、土器 もこの傾斜 に沿 って口縁部 を北 に埋 納 されていた。地山 よ り上面 のバ ンク堆

積土 中にプラ ンや層 の違 いは確認 で きず、土器 自体 はバ ンク中か ら検 出で きた ものの土坑 のプ ラン

は地 山岩盤 での検 出 となった。 この土坑 内において は礫 は検 出 されていない。

出土 した遺物 の中で図示可能 な ものはFig.53-139・140の 壺 と鉢 である。139の 壺 は、口縁形状 が

不 明だが頸部 の内径12.6cm、 底部 か ら頸部 までの高 さ43.2cm、 最大径 （35.6cm）が胴 部 中位 にあ り

卵形 を呈 している。磨滅 して観察不能 な部分 もある ものの、 ほぼ全 面 にタタキ 目が残 り底部 には刷

毛 目が観 察 され る。底部 はわずか に平底 を残す 。140の 鉢 も底部 には平底 を残 し、磨 耗顕著 のため

調整 は不 明瞭 だが 、外面 に タタキ 目、 内面 に指頭圧痕が観 察 され る。139・140と もに弥生後期終末

ヒビノキ Ⅱ式土器 の範疇 で捉 え られる特徴 を持つ土器であ る。139が 土器棺 の棺 身 として利用 され、

140は 蓋 として利用 された可能性が高 いが 、検 出時 に原位 置 を保 ってお らず 、140が139の 壺 の中 に

落ち込 んだ状態 で出土 している。

Fig.51SK-7弥 生土器 出土状況 ・完掘状況平面及 びエ レベ ーション図 （S＝1/20）



P-1～P-7（Fig.52）

Ⅱ区か らは、ピッ ト状 の遺構が7基 検 出された。自然地形 とみ られる小規模 な落込 み もあったが、

こ こに取 り上 げた ものは、人為的 に形成 された こ とが明 瞭な ピッ トで ある。直径20cm前 後、検 出

面 か らの深 さ20cm程 度 の小規模 な ものか ら、P-3の ような直径60～70cm、 深 さ1m近 い規模 を持

つ ものまで確認 されてい る。埋土 はいずれ も、明黄褐色礫混粘土 であ り、遺構検 出時には周 囲の地

山 とほ とん ど区別がつか ない。

調査 区内にお ける ピッ トの位置 はFig.40の とお りであ る。 どの ような 目的で形成 された ピッ トな

のか明 らかではない。周辺の遺構出土遺物が弥生時代 後期 終末 に限定 されるため、同時期 の遺構 と

して扱 ったが、他時期 の ピッ トが含 まれ る可能性 もあ る。

Fig.52P-1～7平 面 及 び エ レベ ー シ ョン図 （S＝1/30）



Fig.53Ⅱ 区 出土 遺 物 － 弥 生 土 器－ （S＝1/4）



Tab.14Ⅱ 区 出土遺物観察表

Tab.15Ⅱ 区 出 土礫 計 測 表 （SK-1～6、 遺 構 外 ）

SK-1

Ⅱ区出土礫 について、遺構 ごと及び遺構外出土礫 としてまと

めた。遺構上面出土の ものは遺構に属するもの とする。図面 と

の対応関係は示 していないが、基本的に採 り上げ番号の数字が

小 さい礫 ほど上方の礫 （最初 に採 り上 げたもの）となっている。

数字の欠番 は地山に由来する泥岩小礫 （0.1kg未満）あるいは遺物

の所在不明で計量がで きなかったものである。

SK-6

SK-5



SK-2

SK-4



SK-3 遺構外出土礫

出土礫重量階級別グラフ



Tab.16Ⅱ 区 出土礫重量階級別一覧表



Tab.17Ⅱ 区 出土礫 石質別一覧及 び個数 ・重量 ％



出土礫重量比



（2）その他の時代の遺物

（表採資料）

表採資料 として特記 してお きたいのは、尾根上出土の文化11年 銘の瓦である。現在へ と続 く信仰

の対象 となっていた祠を構成する瓦である。表採 した地点はⅡ区の尾根から南東に続いて延びる尾

根の、標高45m付 近の地形変換点である。（Fig.54参照）

表採地点、写真、墨書された銘文の内容をここに記録する。

Fig.54文 化11年 銘瓦表採地点



第3節 Ⅲ区の成果

1.Ⅲ 区調査の概要

Ⅲ区は Ⅰ区の尾根 とⅡ区

の尾根に挟まれた谷の南岸

一帯であ り、調査前は水田

（棚 田） として利用 されて

いた。緩斜面を削 り出 して、

下段を埋め立て境界 に石垣

を築いて全部で5段 の水 田

面を形成 してお り、最下段

は幅12～20m長 さ52mと 広

い面積 を持つが、上段 は3

～5mの 幅で等高線に沿っ

て広がる典型的な小区画の

棚田となっている。山腹か

ら湧き出 した伏流水が水田

の境界 の石垣 に沿 って流

れ、Ⅲ区南側を流れる谷川

へと流れ込んでいる。谷 自

体 の開 く方向 は南東 であ

り、棚 田周辺の日当た りも

良い。
Ⅲ区の景観

平成5年 度の試掘調査の段階では試掘 Ⅰ区 として調査を進め、TR-1～11の11ヶ 所の調査 を実施

した。（Fig.3・Fig.4・Tab.1参 照）縄文土器 ・弥生土器 ・土師器 ・須恵器などが出土 したが、

断片的な資料で遺構の形成も確認できなかった。それゆえ、本発掘調査に際 しては遺物の比較的集

中した地点か ら調査 を着手 し、遺跡全体の広が りを確認 し集中地点に限定 した調査 にしようとA

区 ・B区 と小区画の調査小区を設定 した上で調査 を進めた。各区において予想外に遺物の集中や遺

構が検出されたため、最終的には谷川の北岸一帯、約3,000㎡ の面積を対象 とした調査 となった。

Ⅲ区全体 をカバーする公共座標に即 した4mグ リッ ドを設定、Fig.55の ように東西方向A～P、

南北方向1～18と して遺構 ・遺物の測量の基準 とした。また、地点によっては調査の順番にA区 か

らG区 までの設定 した調査小区名による遺物の取 り上げを行 ったが、Ⅲ区においては公共座標 によ

る4mグ リッドと調査小区呼称を併用 して報告する。

Ⅲ区からは縄文時代前期か ら近世に至る幅の広い時期の遺物が検出された。しかし、その中で縄

文時代中期の遺物が大半を占めてお り、それ以外の時期の遺物は少量で断片的である。9世 紀初頭

に属する土師器 ・皿 （Fig.4-1） な ど注目される遺物 もあるものの、縄文中期の遺物以外は包含



Fig.55Ⅲ 区 全 体 図 （S＝1/400）



層あるいは形成時期不明の自然流路中からの出土である。Ⅲ区には北側の山腹から南の谷川に向っ

て傾斜する2つ の谷状地形があ り、その間に舌状に延びる微高地が形成される。これらの2つ の小

谷 は、南側 を東流する谷 に向かって流れ込んでいたものと考えられる。西側の谷状地形は何時期か

にわたる土石流堆積物で埋積 されている。谷状地形の岸に相当する部分にはピッ トと包含層の形成

が認め られ、一定量の縄文中期土器が確認された。遺構の範囲が狭 く、その性格は特定できない。

後世の土石流等 によって、遺構の多 くの部分が削 りとられたものと考えられる。東側の谷状地形は

西側とは全 く様相が異なっている。土石流堆積物等は全 く認められず、堆積物は粘土及びシル ト質

粘土である。植物 を多 く含む腐植土や砂層なども部分的に認められるものの、大部分の粘土及びシ

ル ト質粘土 により、東側は湿地あるいはそれに近似 した滞水が見 られる地形であったと考えられる。

東側小谷の包含層中にも縄文時代中期の土器がまとまって検出され、谷の底からは7基 の堅果類貯

蔵穴が確認 されている。

2.基 本層序 （Fig.56・57）

今回の調査地点の全域は水田化 されてお り、部分的に流出 ・地形改変等が認め られるものの、そ

れ以外の地点ではⅠ層 （表土層）は全て水田耕作土である灰褐色粘土であった。

下層の堆積状況は地点によって大きく異なっている。斜面上方では棚田を造成するために削 り出

され埋め立てられた地点が多 く、最下段の水田も西半分 にっいては水田化に際 して削 られたためか

表土の下は床土を除 くとす ぐ岩盤になる。部分的には改変 を受けているにせ よ、往時の状況を比較

的よく留めているのは中段の水田面と最下段東側 （南側）である。西側 ・東側ではその様相を異に

し、南側の堆積状況 も異なっている。

土層堆積状況の詳細についてはFig.56とFig.57の とお りである。簡単にまとめれば西の谷状地形

に堆積 しているのは礫を主体 とした褐色～黄褐色の粘礫土層であ り、その間に互層 として褐色礫混

粘土層の堆積が認め られる。これに対 して東の谷状地形に堆積 しているのは、粘土層が大半であり、

その互層 として砂層、粘土 ・砂主体の粘砂礫土層が幾重にも堆積、それを繰 り返 している。主に堆

積 しているのは粘土層であ り、これは南側についても同様である。

西側の谷状地形 と東側の谷状地形は、 ともに埋積され水田として利用 されていたのだが、その埋

積 される過程 ・環境は大 きく異なっているといえよう。



Fig.56Ⅲ 区 基 本 層 序 （1）南 北 方 向 （S＝1/80）



Fig.57Ⅲ 区 基 本 層 序 （2）（S＝1/80）



3.遺 構 と遺物

（1）縄文時代前期の遺物

縄文時代前期に属する遺構は確認で

きなかったが、縄文中期の遺構及び包

含層か ら前期の土器が出土 している。

（Fig.58-146～149）いずれも前期初頭

の羽島下層式土器併行である。

縄文時代前期に属する146～149の4

点 とも外面 に押 し引きによる刺突文 を

有する深鉢で、最大のものでも5×6

cm程 度の小破片である。146が 後述す

る縄文中期の貯蔵穴SK-4の 埋土から

の出土で、他の3点 は包含層中からの Fig.58出 土遺物 （縄文 時代前期 ） （S＝1/3）

出土である。146に は補修孔 とみられる径5㎜ の小孔（焼成後穿孔）が穿たれている。

高知平野で縄文前期の遺物が確認されたのは、西隣の谷間の微高地先端に位置する南国市栄エ田

遺跡、浦戸湾西側の丘陵上の高知市チ ドノ遺跡に次いで3例 目である。

（2）縄文時代中期の遺構 と遺物

谷川に流れ込んでいたであろう東西の谷状地形の間に延びる舌状の微高地 と両側の谷状地形の堆

積土中から縄文時代中期後半～末の遺構 ・遺物が検出されている。包含層出土資料が多いが、少量

の前期土器を除 くと他時期の資料はない。

A.東 側 谷状地形の遺構

谷状地形の底 部か ら杭 列 ・土坑 （SK-1～8） を検 出 した。土坑 の中でSK-2～SK-8は 堅果類 の貯

蔵穴であ る。

SK-1（Fig.59）

谷状地形低地部 で検 出 された小 土坑 で、長

軸62cm短 軸40cmの 楕 円形 の平面形 を呈 し深

さ24cmで あ る。遺物 は出土 して いない 。谷

底部 で検 出 された貯 蔵穴 （SK-2～8） に隣接

して同一粘土層 上 に確 認 され た遺構 で あ り、

遺物 は確認 されなかった ものの縄 文時代 中期

の遺構 だ と考 え られ る。

Fig.59SK-1平 面及びエレベーション図 （S＝1/30）



Fig.60縄 文時代 中期 の遺構 と土器 出土地点 （S＝1/200）



Fig.61東 側 谷部検 出遺構 と地 形 （S＝1/80）
－等高線 は遺構 が検 出 された粘土層－



堅果類貯蔵穴（SK-2～SK-8）

7基 検出 した貯蔵穴だが、全ての遺構か ら堅果類が検出された。貯蔵穴の規模 ・形態 ・推定容

積 ・水洗 したサ ンプル重量 ・堆積状況 ・出土遺物 ・堅果類の総数 ・種類の順番に記述を進めてい

く。なお、渡辺誠名古屋大学教授のご指導により、堅果類総数 と基部 ・先端部の数のカウントを行

い、貯蔵穴ごとの違いの把握に努めた。

また貯蔵穴の比較のため、総数（先端を含む個体）÷基部を比率 として算出、さらにサンプル重量

1kg当 た りの堅果類の数を堅果類集中度 として指数化、各貯蔵穴の比較に使用 した。 これは一般

的な指数ではなく、当遺跡貯蔵穴間の比較のための指数であることをお断りしてお きたい。また堅

果の種類については、形態か ら分類 したため、破損 した個体や先端が潰れた個体では明瞭に分類で

きず、特定 し得た個体を数で示さずに量で示すことにする。

なお、出土堅果類の形態か らの種類特定に際 しては、渡辺誠教授並びに恒石直和氏 （高知市子 ど

も科学図書館指導員）に直接ご指導 していただいた。

SK-2（Fig.62）

隅丸 長方形 の平面形 を呈 す る。規模 は長軸80cm短 軸60cmで 最深 部 は57cmを 測 る。北側25cm西

側10cm南 側20cmが 掘 り込 まれ、 フラス コ状 を示す袋状土 坑の形態 を持 つ。推定容積 は約275リ ッ

Fig.62SK-2完 掘状況平面 ・礫 出土状 況及びセ クション図 （S＝1/30）

トルで、水洗による精査を実施 した埋土サンプル重量は約245kgで ある。

貯蔵穴のセクションはFig.61に 示 したとお りであ り、砂層 と粘土層が植物集中土層 を挟んで順番

に堆積 してお り、堅果類の集中は貯蔵穴最下層である褐色砂層 （礫 を若干含む）に認められた。Ⅱ

層である黒褐色腐植土層 には重なり合 った木の葉や小枝などの植物 と共に木片や直径5cm程 度の

木の枝 も多 く認められた。埋土中には2～3cmを 中心 とする礫や1cm未 満の小礫は多 く含まれて

いるものの、5cmを 越える礫は少な く10cmに 達する礫は3個 確認されたのみである。礫はいずれ



も周辺で産す るチ ャー トの 自然礫 であ る。植 物遺体 ・堅果類 以外 の出土遺物 は検 出で きなか った。

出土 した堅果類 の総数 は990点 、基部 は140点 であ り基部 に対す る堅果類総数 の比率 は7.07で ある。

また堅果類集 中度 は4.O4と 奥谷南遺跡 の貯蔵穴 の中では平均的 な値 を示 している。

出土 した堅果の種類 は、アカガ シ ・コナラ ・アラカシ ・シリブカガシで、ア カガシの量が多 く、

アラカシ ・シ リブカガシは少量であ った。

SK-3（Fig.63・64）

中央部 は不整 円形 の平面形 を呈 し、南西方向 と北西方向 に張 り出 し部 を持つ。土坑の規模 は直径

約90cmで 最深部72cm、 西方 向に向 って最大54cm掘 り込 まれ袋 状土坑 の形 態 を示 す。土坑 は南 東

側 に検 出面 か らの深 さ15～30cmの 張 り出 し部分 を持 つ。土坑張 り出 し部の規模 は最 も長い部分 で

長 さ60cm、 幅40～60cmで あ る。推定容積 は約460リ ッ トルで、水 洗 に よる精査 を実施 した埋土 サ

ンプル重量 は約320kgで あ る。サ ンプル採 取地点のサ ンプル番号 はFig.63に 示 した。

貯蔵穴 のセ クシ ョンはFig.64の とお りであ り、砂層 と粘土層が植物集 中土層 を挟 んで順番 に堆積

してお り、堅果類 の集 中は貯蔵穴最下層 である褐色砂層 （Ⅸ層 －礫 を若干含 む） に認め られ た。Ⅶ

層 であ る黒褐色腐植 土層 には重 な り合 った木 の葉 や小枝 な どの植物 と共 に木片や直径5cm程 度の

木 の枝 も多 く認 め られ、集 中度 こそ低 い もののⅨ層 と同量 の堅果類が検出 され てい る。

埋 土中 には直径20cmを 超 える礫 が多 く含 まれてお り、壁奥 には長辺50cm以 上 の礫 も残 されてい

た。側壁 の奥深 くに埋 め込 まれた これ らの巨大 な礫 は組 み合 わされてお り、粘土層 を掘 り込 んで形

成 された側壁 を支 える役 割 を果た していた もの と考 え られる。礫 はいず れ も周辺 で産す るチ ャー ト

の 自然礫 であ る。

埋土 Ⅰ層 の上面 を覆 う粘土層 を縄文土器包含層 の第 Ⅳ層 とい うこ とでJ-Ⅳ 層 と設定 して土器 を

採 り上げた。 このJ-Ⅳ 層 はSK-3上 面検 出礫 の間に入 り込 んで部分 的に堆積 していた層 で、調査 の

段 階 ではSK-3と 別 に考 えていたが、土器 出土範 囲及び層 の広 が りか らSK-3の 埋土 の最上層 だ と

考 え られ る。出土遺物 は土器片302点 （SK-3と して採 り上 げた もの84点 、J-Ⅳ 層 とした もの218点 ）、

石器6点 と網代2点 、 その中で図示 した遺物 はFig.67-150・162～170（J-Ⅳ 層 ）の土器 と156の 石匙、

そ して160・161の 網代 であ る。150は 条痕 地の粗製深鉢 、162～168は 条痕地 に沈線 で文様 を施文す

る。 口縁 形 状 が解 る個体 は1点 （162）のみ で、 内外 面 に沈線 を有 し口唇 には刻 目を持 って い る。

163・169は 貝殻腹縁 に よる擬縄 文 を持つ。156は 縦長 のサヌ カイ ト製 の石匙 で、押 圧剥離 に よ り刃

部 は形成 され てい る。

出土遺物の 中で編物の存在 を示す網代 は注 目され る。2点 確認 された網代 （160・l61）は、 ともに

サ ンプル23と して採 り上 げたサ ンプル土 に付着 していた もので、Ⅶ層 である黒褐色腐植 土層 （植物

集 中）か らの出土 となる。160は14.0×13.2cm、161は3.2×3.2cm程 度 の平面残存状況 であ り、編物

であるこ とは間違い ないが全体形状 は不明で、 カゴ類であ るか どうか判断す ることはで きない。網

代 の材質 は木本類で あるイヌビワ属 クワ科の散孔材であ り、網代 の編み方は 「二本超 え二本潜 り一

本送 り」 である。 この編物 は堅果類 を貯蔵す る容器 として利用 されていた と推 定 される。

出土 した堅果類 の総 数 は1554点 、基部 は437点 であ り基部 に対 す る堅果類総 数の比率 は3.56で あ



Fig.63SK-3サ ン プル 採 取 地点 （S＝1/30）



Fig.64SK-3完 掘状況平面 ・礫 出土状況及 びセクシ ョン図 （S＝1/30）



る。 また堅果類 集中度 は4.85と 最 も高 い数値 を示 してい る。

出土 した堅果類 の種類 は、 アカガシ ・クヌギ ・コナ ラ ・シ リブカガシであ り、 アカガシが多 くシ

リブカガシは少量であ った。

SK-4（Fig.65）

不整 円形 の平面形 を呈す る。直径60cm、 深 さは最深部 で48cmを 測 る。推定容 積 は約135リ ッ ト

ルで、水洗 に よる精査 を実施 した埋土サ ンプル重量 は約116kgで ある。貯蔵穴 の模式 図 はFig.65の

とお りで あ り、最上層 （埋土 Ⅰ層） に植物が集 中す る腐植土層 があ り、下層 の Ⅱ～Ⅴ層 が粘土層 と

砂層 の互層 となってい る。砂層 中に粘土が混 ざ り 「砂 混粘 土層」 として報告 したが、粘土が若干混

じる砂層 といった様相 を示す。堅果類 の集 中は貯蔵穴最下層 であ るオ リーブ灰色砂混粘土層 に認 め

られた。

埋土 中には径20cmか ら42cmに 達す る礫 が多 く含 まれてい る。礫 はチ ャー ト礫で あ り、小礫 も併

せ て遺構 検 出面 か ら最下層 まで、各層 に礫 が確 認 された。側 壁 は奥 に10～20cmほ ど掘 り込 まれ袋

状 の構 造 を示 していたが、側壁 を支 え るかの よ うに置 かれ る礫 （径30cm内 外）も認 め られ た。礫 を

組 み合 わせ、側壁 を支 える構造 を造 り出 した もの と考 え られ る。

SK-4か らの植 物遺体以外の出土遺物 としてFig.67-158・159の 石器類 が挙 げ られ る。いずれ もチ

ャー トであ り、158は 背腹 同方 向の剥離 を持つ剥片で、背面 は階段状剥離 を示 してい る。159は 押圧

剥離 によ り刃部 を形成 しようとした痕跡 のある石鏃 の未製 品で ある。

出土 した堅果類 は、総 数427点 、基部 は57点 で あ り基部 を含 む個体 に対 す る堅果類総数 の比 率 は

Fig.65SK-4完 掘状況平面 ・礫出土状況及びセ クション図 （S＝1/30）



7.49と 貯蔵穴 の中で は比較 的高 い数値 を示 してい る。 また堅果類集 中度 は4.25と 平均 的 な値 よ りも

若干高 い。

出土 した堅果 の種類 はアカガシ ・コナラ ・アラカシ ・ツブラジイであ り主体 をなすのは アカガ シ

で、 ツブラジイはご く少量が含 まれてい るに過 ぎない。

SK-5（Fig.66）

円形 に近い楕円形の平面形 を呈す る。直径72～82cm、 深 さは最深部 で27cmを 測 る。 四周 が3～

10cm程 フラス コ状 に掘 られ、袋状土坑 の形態 を示す。推定容積 は約118リ ッ トルで、水洗 による精

査 を実施 した埋土 サ ンプル重量 は約105kgで あ る。貯蔵穴 のセ クシ ョンはFig.66の とお りであ り、

Ⅰ層 の砂混粘土層 の下層 Ⅱ ・Ⅲ層 の褐色粘土層、特 にⅢ層 に植物が集 中す る。 Ⅳ層 の砂層 の下が最

下層 の青灰色粘土層 で堅果類が集 中 している。 この粘土層 には砂 も混 じり、砂 混粘土層 に近い層 で

あ る。埋土 中には小礫 が含 まれ、10～15cm大 の礫 が4個 ほど検 出 されている ものの、長 さ5cmを

越 える礫 は少 ない。礫 はいず れ もチ ャー トの 自然礫で ある。出土遺物 は堅果類及 び植物遺体 と土器

21点 、石 器14点 であ る。土器 は全 て小片 ・細片 で石器 も剥片類 で あ り、図示 し得 る遺物 はなか っ

た。

出土 した堅果類 は総数497点 、基 部 は88点 であ り基部 に対 す る堅果類 総数 の比率 は5.65で あ る。

堅果類 集中度 は4.73で あ り、SK-3に 次 ぐ高 い数値 を示 している。

出土 した堅果の種類 はツブ ラジイ とコナラである。主体 となるのはツブラジイで コナラは少量含

まれてい るに過 ぎない。

SK-6（Fig.66）

径74cmの 不 整 円形 で最深部24cmの 浅い皿状 の土坑で ある。壁 奥 は6～8cmほ ど抉 れる袋状土

坑の形状 を呈す る。推定容積 は約85リ ッ トルで、水洗 に よる精査 を実施 した埋土サ ンプル重量 は約

62kgで あ る。堅果類 ・植物遺体以外 の遺物 は出土 していない。

埋土 はⅢ層で粘土混 じりの砂 層 （オリー ブ灰色 ～ Ⅰ ・Ⅲ層 ）が黒褐色 の腐植土 が集 中す る粘土質

シル ト層 （Ⅱ層 ） を挟 む形で堆積 していた。遺構 に含 まれる礫 は1～3cm前 後 の小 礫が 中心で、

8～13cm程 度の握 り拳大の礫 は合計10個 程度 と量的 に少 なか った。礫 はすべ てチ ャー ト礫 であ り、

遺構 面南端で検 出 され た210cm×150cmの チ ャー ト岩 の一部分 （長 さ30cm程 度 ）が遺構 の底 面 に張

り出 している。

出土 した堅果類 の種類 はアカガシ ・アラカシ ・シリブカガシ ・コナ ラであ り、 クス ノキ科 の植物

の種子 も含 まれていた。 アカガシが多 く、貯蔵 された堅果類 の主体 とな つてい る。 コナ ラは若干含

まれているが、 ほ とん ど認 め られない。

SK-7（Fig.66）

不整 円形 の平面形 を呈 す る。径90～96cmで 最深部75cm、 遺構の南東側が5cmほ ど掘 り込 まれわ

ず かに袋状土坑 の形状 を呈す る。他 の貯蔵穴 と比較す る と側壁が掘 り込 まれ る度合 いが弱 く、垂直

に近 い壁 面 を成す部分 もあ る。推 定容積 は約445リ ッ トルで、水洗 に よる精査 を実施 した埋土 サ ン



プル重量 は約216kgで あ る。

埋土 はⅦ層 で Ⅰ～Ⅵ層が粘土層 と砂礫層 の互層 となってお り （Ⅰ粘土 Ⅱ砂礫 Ⅲ粘土 Ⅳ ・Ⅴ砂礫 Ⅵ

粘 土）、最下層で あるⅦ層 は砂 層で ある。 Ⅳ ・Ⅴ層 に植 物の集 中 （腐植土層） が認め られ る。 いず

れ も小片 ではあるが Ⅱ～Ⅴ層 にか けて縄文土器が90点 、石器が11点 出土 している。Fig.67-151～153、

159が 図示 し得 る遺物 で、152は 粘土帯 を巻 き込 んで成形 した ものだが、用途 は不 明の土 製品である。

151は 肥厚 部 を持つ深鉢 、153は 平底 の底部 で ともに条痕地の土器、159は サヌ カイ ト製の石鏃 であ

る。

埋土 中 には2～3cmを 中心 とす る礫 や1cm未 満 の小礫 は多 く含 まれ てい る。 Ⅲ～Ⅵ層 にかけて

5～20cm大 のチ ャー トの 自然礫 が検 出 されている。

出土 した堅果類 の総数 は311点 、基部 は50点 であ り基部 に対 す る堅果類総数 の比 率 は6.22ま た堅

果類集 中度 は1.43で あ り貯 蔵穴中最低 であ る。

出土 した堅果類 はシイ類及 び少量 ではあるが コナラが確 認 されてい る。残存 する堅果類 で判 断す

る と、他 の貯蔵穴 で一般 的なアラカシ ・アカガシが ほ とんどな く、堅果類集 中度 が低 い点 、形態が

異 なる点 な どか ら他 の貯蔵穴 とは異 なる 目的で利用 され ていた可能性 もある。

SK-8（Fig.66）

不整 円形 の平面形 を呈す る。直径42cm、 深 さは最深部 で48cmを 測 る。推定容積 は約62リ ッ トル

で、水 洗 に よる精査 を実施 した埋土 サ ンプル重量 は約52kgで あ る。埋土 は Ⅰ層 か ら順番 に砂層 ・

粘 土層 ・砂礫混 じ り粘土層 ・砂混 じ り粘土層 であ り、 Ⅳ層が堅果類の集中す る褐色砂 混 じり粘土層

とな ってい る。土器l2点 石器剥片2点 が出土 している。Fig.67-154は 沈線 文 と半截竹管状原体 に よ

る刺突文 を持 つ有文深鉢 である。

Fig.66に 示 した10～15cm前 後 の礫以外 には、小礫 を含 むのみ である。埋 土 に含 まれ る礫 は全 て

チ ャー ト礫 である。

出土 した堅果類 の総数 は155点 、基部 は2点 であ り基部 に対 する堅果類総数 の比 率は77.05と4～

8前 後 であ る他 の貯蔵穴 と較べ著 し く高 い数値 を示 している。 また堅果類 集中度 は2.98と 平均 的 な

値 よ りも若干小 さい。

出土 した堅果類 はアカガシ ・コナラ ・アラカシであ り、 アカガシが最 も多 く、 アラカシは少量 で

あ る。



Fig．66SK-5～8完 掘状況平面 ・礫出土状況及びセ クション図 （S＝1/30）



Fig.67遺 構 出 土遺 物 （S＝1/3・1/4・1/2）



Fig.68貯 蔵穴 上面礫 ・杭検 出状況及び杭断面図 （S＝1/40）



Fig.69貯 蔵 穴 （SK-2～SK-8） 完 掘 状 況 平 面 ・エ レベ ー シ ョン図 （S＝1/60）



Tab.18Ⅲ 区SK-2層 別 堅果類 出土状況

Tab.19Ⅲ 区SK-3層 別堅果類 出土状況

Tab.20Ⅲ 区SK-4層 別堅果類出土状況



Tab.21Ⅲ 区SK-5層 別堅果類 出土状況

Tab.22Ⅲ 区SK-6層 別堅果類出土状 況

Tab.23Ⅲ 区SK-7層 別堅果類出土状況

Tab.24Ⅲ 区SK-8層 別堅果類 出土状況



Ⅲ区 貯蔵穴



B.西 側谷状地形谷際から微高地にかけて形成 された遺構 （ピット）（Fig.70-2）

P-1～13

西側の谷状地形周辺では谷の落ち際にピット状の遺構が形成されていた。遺構の上面には Ⅰ層の

縄文中期土器 を含む包含層が形成 され、2層 に分層される遺構形成面の下層 にも同時期の遺物が含

まれている。谷の東側の舌状の微高地の表土は10cm程 度の厚 さで、その下層が縄文土器包含層で

ある。包含層形成時にこの地点はほとんど傾斜のないフラットな地形だったことがわかる。

表土除去後検出された不整形プランをSX-1と して調査 を進めたが、遺物の集中は認められるも

のの明確な掘方を把握することはできなかった。遺物集中地点と周辺の同層位 の遺物 については

SX-1と して採 り上げた ものの、調査途中で自然地形の浅い落込みであるという結論 に達 した。 し

か し、集中 して出土する遺物や炭化物の様相は、ここが上方からの流れ込みによって形成されたの

ではなく、この地点周辺が生活面であったことを示 している。SX-1と して把握 していた地点には

縄文土器包含層第1層 （J-Ⅰ層）が堆積 し、その残存状態が良好な地点 として理解 したのだが、こ

のJ-Ⅰ 層 を除去 した下か ら直径12cmか ら45cm程 度の規模 のピット（P-l～13-Fig.70-2） を検出 し

た。 これらのピッ トは、舌状微高地では地山直上、谷状地形の落ち際では縄文土器包含層第2層

（J-Ⅱ層）上面 という連続 して捉 えられる当時の生活面上に形成される。ピットの埋土は褐色小礫

混粘土であ り、炭化物の集中するピット（P-5・P-6） も確認されている。

壁溝 も残 されておらず、竪穴の痕跡 もほとんど認められなかったため、SX-1と して採 り上げた

土器 も全て包含層J-Ⅰ 層出土遺物 として取 り扱い、図版の上で も一括 して分類 した。報告書作成

の最終段階になって、SX-1の 広が りがP-1～13の 広が りとほぼ重な り、東側の岩盤 にっいては上

面の包含層 も含めて後世の削平を受けたもので、西側 については谷の浸食作用によって一旦削 られ

た後岩盤 と同じ黄褐色土が堆積 したと考えるのが最 も妥当な解釈であることに気付いた。

このP-1～13を 含む遺構面が竪穴住居の床面である可能性を考慮する必要がある。西側谷状地形

の遺構面については、柱穴を伴う生活面 として捉えるのではなく、炉 を伴 う竪穴住居の床面 として

捉える方がより適切である。遺構面上面で検出された土器（SX-1と して採 り上げた土器）は一括性

が高い資料だと考 えるべ きである。 これらの土器については、縄文土器観察表の備考の部分にSX-

1出土だと分るように記載することとし、それについての詳述は第Ⅴ章第1節 の中で行 う。

Fig.70-1西 側谷状地形谷落 ち際 堆積状況模式図



Fig.70-2P-1～13平 面 ・エ レベ ー シ ョ ン図 （S＝1/40）



Fig.70-3J-Ⅰ 層 遺 物 集 中地 点 （SX-1）

C.包 含層 出土遺物 （Fig.71～Fig.79）

縄文時代 中期 の出土遺物 と して、縄文土 器約2,500点 、石器53点 、貯蔵穴 か ら出土 した堅果類 ・

植物遺存 体 ・網代 な どが挙 げ られ る。 この 中で、縄 文土器2,200点 、石器2O点 あま りがJ-Ⅰ 層 ～J-

Ⅲ層 として設 定 した包含層 中か ら出土 してい る。 なお貯蔵穴周 辺で遺構直上 に堆積 した地層 をJ-

Ⅳ層 として土器集 中地点の遺物採 り上げ を行 ったが、土器 はSK-3の 上面 で検 出されたのみで ある。

J－Ⅳ層 はSK-3上 面構成礫 中に堆積 した粘土層 で、J-Ⅳ 層出土土器 はSK-3に 伴 うもの と理解 して

遺構 出土 遺物 の項 で扱 った。 またJ-Ⅰ 層 として取 り扱 った土 器の うち、D-6～E-6の 遺物集 中部

（SX-1と して採 り上 げ）か ら出土 した遺物 は住居跡 出土 の可能性が あるが、 ここで は、他 の包含層

出土遺物 とともに取 り扱い、住居跡 出土 の可能性 について は後 述する。

縄文土器

約2,200点 の包含層 出土遺物 の中で図示可能遺物 はFig.71～76-171～291の121点 であ る。遺物 か

ら層 ごとの明確 な時期差 を読 み取 る ことはで きない。形態上の特徴か ら有文深鉢1類 ～4類 、粗 製

深鉢 に土器 を分類 した上 で、その分類 に したが って提示 する。底部 は出土地点別 に一括 して提示 し、

形 態的な分類 は文 中 に記述す る。 出土地点 、出土層位 は観察表 に示す。

有文深鉢 （Fig.71～75）

1類 （Fig.71・72）

無地 に沈線 で文様 を施文 する ものの中で、口縁部 に波頂部が認 め られ ない もの を1類 とす る。1

類 と して示す土器は、器表 に条痕 を残 さずナデで仕上 げているこ と、沈線 を持つ こ と、 口縁形態 は

波状又 は平縁 であ り波頂 部 を持 たない こと、 とい う諸要素 を満 たす個体 であ る。171・173・175な

ど口縁 部が波状 を呈す るもの と174・176な ど波状 を呈 さない ものが ある。胴部小破片 の無地 に沈線

を施文す る個体 について も1類 としたが内面 に条痕 の残 る もの と内外面 ともに条痕 の認 め られ ない

ものがあ る。沈線の タッチ は強 く、沈線 によって裏面 が盛 り上 がる ものが多 い。



Fig.71包 含 層出土遺物 －縄文時代 中期土器（1）（S＝1/3）



図示 した個体 の 中 には小片 が多 く、文様 の モチー フが明 らかで はない ものが多 い。そ の中 で、

171・173・174・175・176・178・179・184は 個体 の残存率が比較 的良 く、文様 の様 相が判 る。171

は口縁下 に横位 の微 隆起 帯 を形成、隆起帯上位 の2cmの 幅 を口縁部文様帯 として列点文 をめ ぐらせ

る。胴部 には、一部逆L字 型 の方形 区画文 を沈線で施文す る。確 認で きた範 囲では区画文 の横 の連

続 は認 め られ ない。173は 口縁 下 に2本 の平行沈線 を持 ち、 その下 に縦位 の短沈線 を横 方向 に連続

させ る。平行沈線 と直下 の縦位 連続沈線 とい う類似 す るモチー フは174に も認 め られ るが、異 なる

点 は平行 沈線 の間 に山形 文が 施文 され る （174）こ とであ り、口縁部 と胴部 の境 界 を区分 す る隆起

部 ・屈 曲部 の位置 も異 なるな ど相違点 も多 い。口唇 に刻 目を持つ のは同 じであ るが、波状 口縁（173）

に対 し、平縁 （174）である点 な ども異 なる点 である。176・179な ど楕 円の中 に沈線 を持 つ もの、175

の逆S字 状の蛇行沈線 、178・184の 横 方向 に細 長い楕円 の区画文 を持 つ もの もあ る。177は 口縁部

外面 が肥厚 し、肥厚部 に2本 の沈線 を持 つ。肥厚部 はやや下垂 してい る。

2類 （Fig.73）

波頂部 を有 す る もの を2類 とす る。無地 に沈線 で区画文 を施文 す る もの （224・226・227・228） 、

沈線 を持 たない もの （229～231）、貝殻縁 辺 による擬縄文 を有 す るもの （225）があ る。波頂部 は深鉢

の 口縁部 四囲の ピー クを構成 する もの と思 われるが 、全体 の形状 を復 元可能 な個体 は残 ってい ない。

224・226・227に はそれぞれ刺突 に よる小孔 が穿たれ、器面 を飾 ってい る。229～23lは 同一個体 で

あ る可能性 が高い。

3類 （Fig.74）

条痕地 に沈線で文様 を施文す るもの を3類 とす る。1類 と同様 、沈線 による区画文等 の文様 を施

文 した ものであ る。1類 の中の小分類 と した方が よいか もしれないが、外面 に明瞭 に条痕が残 るこ

とも一つの特徴 を示す と考 え、3類 と して設定 した。図示 した ものは12点 と少 な く、小片が多いた

め文様 のモチー フが確 認で きる ものはほ とん どない。233・234・237・238・241な ど沈線 による区

画文 だ と推定 され るが、文様 の全体 形 は不 明であ る。234・241な ど細長 い楕 円の区画文が想定 され

る。SK-3の 項 で報告 したJ-Ⅳ 層 出土遺物 は、大半 が条痕地 に沈線 で施文 され、3類 に分類 され る

土器で ある。

4類 （Fig.75）

磨消縄文 を有 す る もの を4類 とす る。縄 文原体 に よる縄文施 文の もの と貝殻腹縁 による擬縄文 を

施 文す る もの があ る。縄 文原 体 に よる もの をA、 擬縄 文 をBと して分 類 した。4-A類 は246・

248～251、4-B類 は245・247・252・253で ある。4-A類 の縄 文原体 はいずれ もRLで あ り、LRは

一点 も認 め られ ない
。



Fig.72包 含層 出土遺物－縄文時代 中期土器（2）（S＝1/3）



Fig.73包 含層 出土遺物 －縄文時代中期土器（3）（S＝1/3）



Fig.74包 含層 出土遺物－縄文 時代 中期土器（4）（S＝1/3）

Fig.75包 含層 出土遺物－縄文時代中期土器（5）（S＝1/3）



粗製深鉢 （Fig.76・77）

文様の認め られ ない条痕地の深鉢 を粗製深鉢 として分類 した。口縁形態 の違い に より、以下 のA

～Dに 分 けられ る。

A.外 面肥厚 す る もの

B.内 面肥厚 す る もの

C.口 縁内外 面の肥厚が な く、 口唇が面 をなす もの

D.口 縁内外 面の肥厚が な く、 口唇 を丸 くお さめ るもの

口縁 の外 面が肥厚 す る もの （254・258） ・内面 が肥厚す る もの （255・261） ・口唇が面 をなす もの

（256・257） ・口唇 を丸 くお さめ るもの （259・260・262・263・268・269） と、A：B：C：Dが 、お よそ

1：1：1：2の 比率で ある。実測可 能な個体 数が少 な く、全体 の比率 とは異 なるものの、おお よその

傾 向は反映 されている と考 え られる。奥谷 南遺跡 の縄文 時代 中期 の粗 製深鉢 にはA～Dの バ リエ ー

シ ョンが あ り、 「口縁部が肥厚せず、 まる くお さめ る」 形態が中心 である といえる。

なお、今 回の 出土資料 中に口唇 に刻 目を持つ粗製深鉢 は確認 で きなかった。

底部 （Fig.77・78）

胴部～口縁部へ と連続 して復元可能 な個体 はな く、口縁 あ るいは胴部 との対応 関係 は不 明である。

底部周辺 のみ に限定 した形態か ら分類す るこ とがで きるに過 ぎない。平底 ・上 げ底 ・底面 に凹状 の

くぼみを持つ もの ・高台状 の底部 の4形 態 をA～Dと して分類 した。

A.平 底

1.く びれ弱い

2.く びれ強 く、外底 は外方へ拡張

3.特 に くびれが強 く、外底 は大 きく外方へ拡張す る。

B.上 げ底

C.底 面 に凹状 の凹み部 を持つ。底面外周 と中央部が接 地面 とな っている。

D.高 台状 の底部

実測 した底部31点 中、A-1は10点 （270・272・274・279・282・288・289・294・295・297） 、A-

2は12点 （271・273・276～278・281・283・284・287・292・293・296） 、A-3は1点 （299）、Bは

4点 （280・285・286・298） 、Cは2点 （291・300）、Dも2点 （275・290）であ る。平底 の土器 が70％

を越 え、特 に、やや強 くくびれて外方へ わず かに拡張す る形態的特徴 を持 つ ものが中心 とな ってい

る。A-3の 底 部外 周が突 出す る ように外方へ拡張す る もの、Cの 底面 に凹状 の凹み部 を持 つ底部 、

Dの 高台状 の底部 は、 それぞれ2点 以下 と割合 は少 ない。

包含層 出土遺物 か ら、 当該期 の土器 には平底 の底部が多数 を占め ることがわか る。量は少ない も

のの、底面 に凹状 に凹みを持 つ タイプは当該期 に特徴的 な底部 だ と考 えられ、注意 を要す る。



Fig.76包 含層 出土遺物 －縄文時代中期土器（6）（S＝1/3）



Fig.77包 含 層出土遺物－ 縄文時代 中期土器（7）（S＝1/3）



Fig.78包 含層 出土遺物 －縄文時代中期土器（8）（S＝1/3）



石器 （Fig.79・80）

包含層出土の石器 としては、石鏃2点 （301・302）、楔型石器1点 （303）、磨製石斧2点 （304・305）、

石錘1点 （306）、叩 き石 ・凹み石8点 （307～314）が挙 げ られる。石質 ・特徴 は観察表 の通 りで ある

が 、石鏃 はサ ヌカ イ ト、楔形 石器 はチ ャー ト、磨 製石斧 は蛇紋岩 （305）及 び緑色片 岩 （304）、叩 き

石 ・石錘 は307の 棒状叩 き石 （緑色片岩）以外 は砂 岩 と、器種 に応 じた石材利用 が徹底 している。

楔形石器 は南 四国で は従来、明確 に認識 されてい なか った器種 であ る。1992年 の木屋 ヶ内遺跡 の

調査 で、 まとまって出土 して以来注意 される ようになった。楔形石器 の用途 には諸 説あ るが、3O3

は石鏃 の材料で はな く、骨 ・石器 な ど何 らかの加工 に使 用 された道具だ と考 え られる。叩 き石 ・凹

み石類 （307～314）は図示 した遺物以外 に も出土 している。植物食利用 を示 してお り、堅果類貯蔵穴

との関連 も推察 される。

Fig.79包 含 層 出土 遺 物 －縄 文 時 代 石 器（1）（S＝1/2・1/3）



Fig.80包 含層 出土遺物－縄文時代石器（2）（S＝1/3）



Tab.25Ⅲ 区 出土遺物観 察表－縄 文土器（1）



Tab.26Ⅲ 区 出土遺物観 察表 －縄 文土器（2）



Tab.27Ⅲ 区 出土遺物観 察表 －縄 文土器（3）



Tab.28Ⅲ 区 出土遺物観 察表－縄 文土器（4）



Tab.29Ⅲ 区 出土遺物観 察表－縄 文土器（5）



Tab.30Ⅲ 区 出土遺物観察表－縄文土器（6）

Tab.31Ⅲ 区 出土遺物観 察表 －石器



（3）その他の時代の遺構と遺物

A． 遺構

杭列 （Fig.81）

全域の杭列を検出できたわけではないが、一部の石垣の下から2列 の杭列を確認 した。杭が打ち

込まれていたのは粘土層であり、杭が打ち込まれた時、湿地であったと考 えられる。杭 は石垣を支

えるためのものであったとみられ、現代 の石垣形成時にも同様の事例が知られている。

遺物が出土 しておらず、正確な時期の比定は出来ない。

Fig.81杭 列 平 面 ・断 面 図 （S＝1/40）

B.包 含層出土遺物（Fig.82）

弥生時代か ら近世にかけての遺物が出土 している。遺物の出土量は少な く、総出土点数 も400点

にす ぎない。その中で、図化可能遺物7点 （315～321）についてFig.79に 示 した。

315は 弥生土器壺底部、しっかりした平底である。316は 土師器壺底部、丸底であ り古墳時代初頭

に属するものと考えられる。317～319は 須恵器で、320は 瓦器椀である。断面三角形の高台を貼付

し、見込にはヘラ磨 きによる平行暗文が認められる。321は 土師器椀であ り、古代から中世への移

行期の ものだが、詳細な時期の特定はできない。

出土遺物には小破片が多 く、図示できないものが多い。出土地点は、西側谷全域 と東側谷の縄文

時代中期の包含層 よりも上面の包含層からで、堅果類貯蔵穴 を検出した南側一帯 （E区）の上層から

出土 している。図示 し得た遺物以外で最 も多かったのは、弥生後期末～古墳時代初頭に属するタタ

キ目を有する土器で250点 ほどが出土 している。図示できなかったが、弥生中期末～後期初頭の特

徴 を示す土器 も出土 している。これらの弥生土器や古墳時代初頭の土師器は東側谷状地形の弥生時

代以降に形成 された包含層中から出土 してお り、西側の谷では認め られない。量 は少ない ものの、

須恵器の小破片など古代の遺物は東西の谷から検出されている。



Fig.82包 含層 出土遺物 －弥生時代以降 （S＝1/4）

Tab.32Ⅲ 区 出土遺物観察表－弥生時代以降



調 査 の 成 果 追 記

観 察表 の中 での出土地点 ・層位 の記載について

縄文土器 の検 出 され た地点 は、東西 の谷 状地形落 ち ぎわの2ヶ 所 に大別 され る。東側 旧谷状 地形

の落 ちぎわに形成 された包含層及 び遺構 出土土器、西側 旧谷状 地形 落ち ぎわ に形 成 された包含層 及

び遺構面出土土器 として採 り上 げたのだが、双方 と もに上層 か ら Ｊ-Ⅰ→J-Ⅱ →J-Ⅲ としたため混

乱が生 じた。堆積順序 は間違 い ないの だが層 の内容 は異 なる。東側 のJ-Ⅰ ～Ⅲ層 は シル ト質粘 土

層 に小礫 が若干含 まれ る層 であ るのに対 し、西側 のJ-Ⅰ ～Ⅲ層 は小礫 混 じりの粘土 層 と、全 く異

なる層 である。

観察表 の 中で、東側谷状 地形 につ いては トレンチ状 の調査 区 を（A）・（C）・（D）・バ ンクB・ バ ンク

① ・バ ンク② な どと標記す る。 旧流路 とい うこ とでSR-Jと 記 した地点 も東側 谷状 地形 に属す る。縄

文土器 を検 出 した層 も上層 か らJ-N層 （粘土層 ）→J-Ⅰ 層→J-Ⅱ 層→J-Ⅲ 層→J-Ⅳ 層 の順番 とな

り、J-Ⅳ 層 はSK-3最 上層で ある。

西側 谷状地形 は、集 中1やC-5・C-6・D-5・D-6な どのグ リッ ド標記 で示 してい る。包 含層

上層 か らJ-Ⅰ 層→J-Ⅱ 層 →J-Ⅲ 層で あ り、 ともに礫混 じり粘土層で はあ るが、含有礫量及 び色調

が異 なってお り、J-Ⅰ 層 は褐色～暗褐色 、J-Ⅱ ・Ⅲ層 はにぶ い黄褐色 に発色 している。J-Ⅱ 層上

面 には遺構 が形成 される。

追加実測土器 （観察表）

条痕 地で沈線 を持 つ土器（3類）、磨消縄文 の土器 （4類 ）な ど整理過程 でのチェ ック ミスに より図版

に載 せる ことがで きなか った土器 が何点 かある。その中で、6点 について示 してお きたい。

Fig.83追 加 実測縄文土器 （S＝1/3）

Tab.33追 加実測縄文土器観察表



第5章 奥谷南遺跡 Ⅰ～Ⅲ区調査のまとめ

1994年度奥谷南遺跡 Ⅰ～Ⅲ区の調査の成果について、 Ⅰ区からⅢ区へ と出土遺物 ・遺構 について

調査区ごとに4章 調査の成果の項で報告 した。 Ⅰ区からは弥生中期末～後期初頭の高地性集落 と近

世初頭の儒墓 を含む土坑墓、Ⅱ区からは弥生後期末の丘陵上に構築された土坑墓群、Ⅲ区からは縄

文中期末 を中心 とした時期の縄文土器 と堅果類 を含む貯蔵穴が検出されている。ここでは、縄文時

代、弥生時代中期末～後期初頭、弥生時代後期末、近世の4時 期に分けて遺構 ・遺物 について時期

ごとに若干の考察 を交えながら調査の成果 をまとめる。

第1節 縄 文 時代

縄文時代の遺構 ・遺物はⅢ区東西の旧谷状地形か ら検出された。（本来、遺構名は例えば 「Ⅲ区

SK-1」 等 と呼称 しなければならないが、以下の遺構 は、すべてⅢ区に属するものであ り、「Ⅲ区」

を省略して記述する。）

1.縄 文 時代 前 期

縄文時代前期の遺物 として、包含層及び貯蔵穴から出土 した前期初頭の羽島下層式土器（Fig.57-

146～149の4点 ）が挙げられる。高知平野では、近年の空港拡張 ・高速道路建設等による大規模調

査によって徐々に遺跡数が増加 しているとはいえ、縄文時代遺跡の調査例はまだまだ少なく、前期

の資料が確認されたのは高知市チ ドノ遺跡（1）、南国市栄エ田遺跡（2）に次いで3例 目となる。いずれ

の遺跡か らも数点の小破片（ともに前期初頭の羽島下層式土器）が出土 した程度で、遺構 を伴 うもの

ではない。1998年 の田村遺跡群の調査で遺物包含層か ら羽島下層式土器が出土 し（3）、高知平野の縄

文時代前期の遺跡は4遺 跡 となった。従

来考えられていたように、高知県西部の

轟B式 分布圏 とは異 なり、高知県中央部

は羽島下層式の分布範囲で瀬戸内の影響

下にあったようである。

高知平野ではないが、高知県中央部の

四国山地、吉野川上流の段丘に立地する

松ノ木遺跡か らは前期 を通 じての土器型

式が確認 されてお り（4）、土器 とともに前

期 に属する2基 の土坑 も検 出 され てい

る。また、物部川段丘上の土佐山田町林

田シタノヂ遺跡からも小片2点 なが ら前

期に属する土器が確認されている（5）。

Fig.84高 知平野及び周辺の縄文前期土器出土遺跡



2.縄 文 時代 中 期

Ⅲ区で検出された遺物は大半が縄文時代中期に属する遺物である。当該期の遺構 として7基 検出

された堅果類貯蔵穴 とそれに伴 う杭列、及び竪穴住居の床面の一部の可能性のあるピット群が挙げ

られる。

（1）出土遺物－奥谷南遺跡出土の縄文中期土器について－

① 奥谷南遺跡出土の縄文時代中期土器の分類

今回の調査で出土 した縄文土器について有文深鉢を1類 ～4類 、粗製深鉢は口縁形態の違いによ

りA～D、 底部は形状の違いでA～Dに 分類 した。小片ばか りで、細か く分けることのできない個

体が多かったこともあるが、有文深鉢について、1類 －無地に沈線、2類 －波頂部を持つ、3類 －

条痕地に沈線、4類 －磨消縄文、という分類基準で大 きく分けたため、各類には全 く異なるモチー

フの文様を持つ土器が含まれることとなった。まず、モチーフがはっきりした有文深鉢（鉢）につい

て検討 し、それらの土器が所属する時期について考えてみたい。所属時期を比較する際に用いるの

は、地理的に近接 した瀬戸内地方の土器 とし（6）、必要に応 じて九州地方、近畿地方、東海地方との

比較を行 う（7）。

1類 としたものは平縁あるいは波状口縁を持ち、無地に沈線だけで構成される土器だが、モチー

フの分かるものについてはさらに細分 し、1-A類 ～1-G類 とする。

1-A類 は171の1点 のみである。口縁形態や口縁部文様帯が極めて特徴的であ り、口縁下に文様

帯が構成 され、連続する列点文が施文される。171は 器形及び口縁部文様帯の特徴から船元 Ⅲ式E

類 と分類 された沈線文土器 に類似例が見出され（8）、香川県大浦浜遺跡XXⅠ 類土器（9）と酷似す る。

しかし、胴部に方形の区画文を持つ点が決定的に異なっている。区画文の登場は、里木 Ⅱ ・Ⅲ式新

段階以降であ り（l0）、少な くとも中期後葉以降に位置付けられる土器である。区画文の形状は高知県

西部の下益野式土器 （中津式併行）である窪川町仕出原遺跡出土の注口土器に類似 してお り（11）、胴部

モチーフか らみれば中津式直前 に位置付けられる土器だといえる。171と 船元 Ⅲ式E類 の一部の沈

線文土器あるいは大浦浜ⅩⅩ Ⅰ類土器は近接 した時期の もの と考えられ、これらの土器は船元Ⅲ式

併行ではなく、 より新 しい時期（中期後半以降）のものである可能性がある。

1-B類 （173）は縦位の短沈線 とその上方に2本 の平行沈線を持つものである。波状口縁で文様帯

の下で屈曲し、胴部は無文 となっている。形状は成立期の中津土器 に類似するが（l2）、屈曲部下が無

文である点など中期末の資料の要素 も持っている。

1-C類 （174）は縦位の短沈線 と上方の2本 沈線 と沈線間を埋める山形文で構成され、胴部文様

（縦位沈線）と口縁部文様の間は隆起帯で区画されている。沈線のタッチは強 く裏側が盛 り上がるほ

どであり、中期末に属する遺物だと考えているが、若干古 くなる可能性 （里木Ⅱ ・Ⅲ式新段階以降）

もある。

1-D類 （175）は蛇行する沈線を有する土器である。

1-E類 （176・179）は楕円の区画文の中に1条 の沈線を持つもので、口縁下 にも1条 の沈線 を有

する。モチーフの全貌はわか らない。



Fig.85奥 谷南遺跡出土縄文中期土器 （S＝1/6）



1-F類 は細長い楕円の区画文 を持 つ もので、178・184・2O8が 挙 げ られる。

1-G類 （177）は肥厚 し下垂す る口縁 を持 つ もので、口縁 下 に2条 の沈線 を有 する。

2類 について は、本文 中で分 けた無地 に沈線 を持 つ もの （2-A類 ）・沈線 を持 たない もの （2-B

類 ）・貝殻縁辺 による擬縄文 （2-C類 ）とい う3類 に細分 する。

2-A類 は224・226・227・228の4点 である。224に ついては、沈線 によるモチ ーフが奈良県布留

遺跡 出土の中期 末の土器 に酷似 し（13）、東海地方 を主た る分布域 とす る咲畑 ・醍醐様 式 に含 まれ る土

器（14）とほぼ同一の ものであ る。刺突 による小 孔で加飾す る点 など226も224に 類似 してお り、 ほぼ同

じ時期 、即 ち中期末＝中津 式成立直前の遺物 と考 え られ る。226に は胴部 の区画文 も認め られ るが、

確 認で きる範 囲では横 方向 に連続 してお らず 、後期初頭 の中津式 ではな く中期末 的な様相 を残 して

い るといえ る。

2-B類 は2-A類 と較べ、 やや大ぶ りなつ くりで、沈線お よび刺突等 に よる加 飾が全 く認め られ

ない。 この資料 だけで時期 を特定 する ことはで きないが、 中期末 の時 間幅 の中では捉 え得 る遺物 で

あ る。

2-C類 は擬縄文 に よる磨 消縄文 を持 つ もので あ り、波頂 部の存在 に よ り、2類 としたが本来 な

ら4類 の磨 消縄 文 に分類 すべ きか もしれない。時期 について2-B類 と同様 である。

3類 は条痕地の土器であ る。モチー フの分 か らない ものが多 いため、細分 は しない。瀬戸 内では

条痕地の土器が里木 Ⅱ ・Ⅲ式古段 階か ら存在 す る。その割合 は里木 Ⅱ ・Ⅲ式期 を通 じて増加 してお

り、 これ は九州の影響 による ものであ る と理解 されてい る（15）。奥谷南遺跡 の様相 もこの瀬戸 内の状

況 に準 じてい ると考 えたい。何 点かの土器 には区画文 の存在 が想定 され、234・241に は細長 い楕 円

の区画文が推定 され る。区画文の登場 を里木 Ⅱ ・Ⅲ式新段 階 とする と、3類 の所属 時期 は中期後葉

（里木 Ⅱ ・Ⅲ式新段 階）～後期初頭 （中津式）の時 間幅の 中で捉 えられ る。

4類 は磨消縄文 を持 つ土器であ る。縄文原体 に よる もの を4-A類 、擬縄文 に よるもの を4-B類

とした。今 回確 認 された縄 文土器で縄文 を持 つ土器 は4-A類 の6点 だ けで あ り、全体 に占める割

合 は極 めて少 ない。縄文 原体 は全 てRLで あ る。小片 が多 く、 これだけで時期 を特定 す るこ とは難

しい ものの、246・247な ど区画文の存在 か ら中期後 半～後期初頭 に位 置付 けられ る。

粗 製深鉢 は 口縁形 態の違 い によ り、A類 か らD類 に分 類 した。 口縁外 面が肥厚 す る ものをA類 、

内面 が肥厚 す る もの をB類 、 口唇 が肥厚せ ず面 をなす もの をC類 、丸 く収め る もの をD類 、波状 口

縁 を呈す る もの をE類 とした。粗 製深鉢 の 口縁 にはバ リエ ーシ ョンが あ り、1点 だ けだが刻 目のあ

る個体 もあ った。 これ らの粗製深鉢の特徴 か ら所属 時期 を特定 する ことはで きない。 しか し、仮 に

同一あ るい は近接 した時期の土器群だ とすれば、全体 に占め る粗製深鉢 の割合 に よって時期 を類推

で きる。 口縁 の残 る個体 の個 数比で換算 すれ ば37.5％ とな り、土器粗 製の 中に粗製深鉢が一定 の割

合 を占め る時期以降の土器だ とい える。

② 奥谷南遺跡中期土器 の所属時期

有文深鉢 （鉢 ）及 び粗製深鉢 について概観 して きたが 、 これ らの資料全体 についてい えるこ とは、

少 な くと も中期後葉か ら中期 末の時間幅の中で捉 え得 る資料 である とい うことである。沈線文土器



のモチーフの中には船元Ⅲ式土器E類 に、その祖形を求められるものがあるものの、資料中に船元

Ⅲ式に併行するものはなく、里木 Ⅱ ・Ⅲ式古 ・中段階の資料 も認め られないことか ら（l6）、里木 Ⅱ ・

Ⅲ式新段階以降の資料だ といえる。さらに、里木Ⅱ ・Ⅲ式新段階に共存するという口縁が 「強 く内

弯するものと直交気味の もの」の中で 「強 く内弯するもの」（17）については本資料中に確認できず、そ

の点からすれば本資料は里木Ⅱ ・Ⅲ式新段階よりさらに新 しい時期に位置付けられる資料である。

区画文のモチーフから中津式直前であるとした1-A類 （171）、形態 ・文様が酷似することから中

期終末（咲畑 ・醍醐様式3様 式b併 行）（18）とした2-A類 （224）など、時期が明確 に特定で きる資料は

全て縄文時代後期直前の中期末（北白川C式4期 併行）を示 している。口縁形態、文様、調整等全て

を総合的に判断すれば、奥谷南遺跡出土縄文中期土器は縄文時代中期末に位置付けられる。

バラエティに富む器形 ・文様 など若干の時期差を持つ可能性 も否定できないが、それでも九州の

中尾田Ⅲ類土器→大平式土器（19）→並木式土器→阿方式土器、瀬戸内の矢部奥田式土器古段階→新段

階（20）、近畿の北 白川C式 土器1期 ～4期 （2l）、などの時間幅の中での時期差であ り、中期末の範囲に

納まる土器群であるといえる。成立期の中津式土器に近い特徴 を備えた個体 も存在 しており、土器

の多 くは後期初頭に近接 した中期末－中期終末に属 していると考えられる。

③ 南四国（高知県）の縄文時代中期～後期初頭の遺跡と出土遺物

Fig.86に高知県の縄文時代中期の遺跡 と高知平野周辺の縄文時代後期初頭の遺物を出土する遺跡

について示 した（22）。ほとんどの遺跡 において、中期の土器は数点単位の少量の出土であ り、遺物 ・

遺跡 とも急増する後期のみならず、先行する前期 と比較 して も遺物出土量も少な く、遺跡規模 も小

さい。木村剛朗氏は西南四国の当該期の様相 について、「中期は、土器からみる限 り、その初頭 に

主体があ り、後半の遺物はみられるものの少量であ り、この時期に衰退の様相 をみせる。」 と指摘

する（23）。

Fig.86高 知県の縄文時代中期の遺跡 と高知平野の縄文時代後期初頭の遺跡



中期に続 く後期初頭には中津式土器が西日本の広域 に広が り、南四国における当該期土器出土遺

跡数（Tab.34参照）も急増する。後期初頭の遺跡の急増を理解する上でも、直前の中期後半から中期

末にかけての様相を把握する必要がある。 しか し、残念ながら南四国では縄文中期の土器様相 を明

らかにで きるほど、資料の蓄積は進んでいない。特 に中期後半から末にかけての資料は皆無 に等 し

く、周辺で編年作業の進んだ他地域の資料 との対比によってのみ、出土遺物 を位置付けることが可

能な状況である。
Tab.34高 知県の縄文時代後期初頭の遺跡

Tab.34とTab.35を 比較すると、高知県では中

期全体 を通 じての遺跡数 と後期初頭の中津式

併行期 の遺跡数が ほぼ等 しい ことがわかる。

しか も、ある程度 まとまった出土量の後期初

頭 に対 し、中期は大半の遺跡で数点程度 と極

めて少ない。近年の発掘調査で国見遺跡（24）・松

ノ木遺跡（25）・田村遺跡群（26）など比較的まとまっ

て土器が出土する遺跡 も見 られるが、その大

半が小片 ばか りで、土器の器形やモチーフを

把むことす ら困難 な状況である。確認された

中期土器の多 くは前半か ら中葉 にかけての船

元 Ⅰ～Ⅲ式土器である。少ないなが らも中期後

半の里木 Ⅱ ・Ⅲ式段階の土器は検出されるが、

遺跡数が急増す る中津式直前－中期末に相当

する遺物は全 く報告 されていない。

Tab.35高 知県の縄文時代中期の遺跡



断片的な資料の集積ではあるものの、南四国において中期初頭か ら中期後半まで連続する土器型

式が、突如、中期末に断絶 し、続 く後期初頭 に爆発的に遺跡数 ・遺物量が増加するということはあ

り得 るだろうか。環境の激変により南四国の中期末は無人の野になったのだろうか（27）。そうではな

く、やはり、中津式成立直前の南四国にも縄文中期の伝統 を受け継 ぎ、外来の要素を吸収 し、中津

式成立期の波 を受けた集団が存在 したと考える方が理に適っている。遺跡数急増の直前には、それ

を準備する受け皿となる母体が存在するはずであ り、その活動の痕跡が残されているはずである。

奥谷南遺跡出土資料がこの中期末の空白を埋める時期のものだとしても、なぜ、中期末の資料は

少ないのか。この理由は、「中津式」 として報告 された資料 自体の中に求められるのではないだろ

うか。つまり、南四国で従来 「中津式」 として報告された土器の中には、一定量の中期末に属する

土器群が含まれていると考えたい。

例えば、松ノ木遺跡である。この遺跡は、吉野川段丘上の居住好適地でかつ交通の要衝であった

ということもあ り、縄文前期か ら晩期にかけての長期にわたる土器型式が確認 されている（28）。『松

ノ木遺跡Ⅲ』においてⅢ群 とされるのが中期の土器で、Ⅲ群土器には船元 Ⅰ～Ⅳ式、里木 Ⅱ ・Ⅲ式

が比定されている。Ⅳ群は後期初頭か ら後期後葉にかけての土器だとされており、中期末 に相当す

る部分だけ土器型式が欠落 している。この間、集落の本拠はこの地を離れていたのか、あるいは偶

発的に土器が検出されなかったのか。そのいずれで もなく、Ⅳ群の中で中津式土器 として比定 され

た土器の中に中期末の土器 も含まれている可能性 を指摘 したい。調査者 自身によって、「中津式 に

類例が求められない」 とされるA-3類 やA-4・5類 、そして沈線 により施文 されたA-1類 の一部

が中期末 に属する可能性がある。そう捉えることで、松ノ木遺跡の中期末の空白が埋まり、中期か

ら後期前半への連続がスムーズに説明できる。同様のことは、中期後半の資料 と後期初頭の資料 を

ともに出土する他遺跡 にもいえ、中津式－後期初頭 として分類された土器を再検討することによっ

て、一定量の中期末の土器を抽出できる（29）。

④ まとめ－奥谷南遺跡縄文時代中期土器の特徴－

奥谷南遺跡出土の中期縄文土器が時期的には中期末 に所属する土器群であることを確認 した。そ

して、南四国の中期末は空白の時代ではな く後期初頭以降の遺跡数急増を準備する重要な時期であ

り、当該期の遺跡 も存在 した可能性 について指摘 した。次に、当遺跡出土土器群の特徴をまとめて

みたい。

A.瀬 戸内地方 と共通する特徴 も認め られるが、一方で近畿地方 ・東海地方など東方の影響が確

認 された。特に2-A類224は 咲畑 ・醍醐様式3様 式bの 布留遺跡出土土器（30）に酷似 してお り、

ス トレー トに東方の影響を受けたもの と思われる。

B.量 的には少ない ものの一定量の磨消縄文土器（4類）が存在する。しかし、縄文原体の使用が

認められる土器は、磨消縄文土器の中で も6点 のみであ り、縄文 を有する土器の全体 に占める

割合は3％ 未満 と極めて少ない。

C.条 痕地の土器が一定量存在する。沈線を持つ有文深鉢（3類）であ り、胴部破片が多 く粗製深



鉢 と区別できないものもあ り正確な割合は把めないが、実測遺物の数か ら10％程度だと考えて

いる。特 に、J-Ⅳ 層 として採 り上げたSK-3出 土土器は全て条痕地の土器である。

D.一 定量の粗製深鉢が存在する。口縁の比率で37.5％を占めている。

E.沈 線のみで構成 される土器が存在す る。器形 ・モチーフはバ ラエティーに富んでいる。

171・174な どある程度の器形を復元で きる資料 もある。口縁比率でいえば、全体の30～40％ を

占めることになる。

以上が、抽出 し得た奥谷南遺跡縄文中期土器の特徴である。これらの土器が中期末に位置付けら

れる土器だとすれば、いずれの特徴 も続 く縄文時代後期初頭の中津式土器の中に確認できる特徴だ

といえる。中津式土器の成立を育む土壌は後期直前の南四国にもあった。

中津式の中に認められる粗製土器の増加は、早 くから西 日本一帯の広域で確認されるといわれる。

後期初頭の中津式期の変化 ・器種構造の転換について、矢野健一氏は 「後期初頭における器種構造

の転換 という現象を、九州北部から本州地方西部 にかけての地域が共有 し、かつその器種構造を系

統的に晩期末まで一貫させてい くという点」 において画期的だとする（31）。

東日本から伝播 した文化要素については、その出現が西 日本において従来考えられていたよりも

早まることが明 らかになりつつある。今回の出土資料からも、東 日本の文化要素の受容 ・器種構造

の転換の萌芽が確認で きる。奥谷南遺跡の縄文集団も西日本の他地域 と同様の文化受容を中期末の

段階で行っていた。

奥谷南遺跡縄文中期土器は、南四国縄文時代中期社会の一端を、特 に中津式直前の様相 を知 り得

る資料 として重要である。

Tab.36縄 文時代中期後半の編年 と高知県の遺跡



（2）西側 旧谷状地形上面 に形成 された遺構 －竪穴住居－ （SX-1）

検 出 した ピッ トについ ては生 活面 を形成 す る遺構群 とい うこ とで当初 は報告 す る予定 であ った

が、報告書作成最終段 階で、SX-1と して検 出 した 「しみ状 の広が り」（本文 中で はJ-Ⅰ 層 ・集 中 Ⅰ

として報告）の東側 の ライ ンが、竪穴住居 の プラ ンを示す可能性 に気付 い た。SX-1と ピ ットの分

布 とが重 なる こと、 ピッ トの 中で炉 に相当す る炭化物 の集 中す る ピッ ト（P-5・P-6） が ある こと、

そ して、 ピッ トの並 びに柱穴 として復元可能 な ものがあ るこ と、 この3つ の理 由か ら、 これ らの ピ

ッ トは竪穴住居 の床面遺構 の可能性 を持つ、 とい うこ とを指摘 してお く。SX-lの 西半 は後世 の侵

食 に より削 りとられてお り、竪穴住居 だ とす れば西半の1/2以 上が失 われている ことになる。 また、

東側 は棚 田の水 田面形成時 に地形 を平坦 にす るため削 りとられた とみ られ、包含層 自体 も形成 され

ない。残 され た状況 が極め て悪 い遺構 で はあるが、J-Ⅰ 層 の遺物 出土状況 か らピッ ト自体 は形成

時の姿 を留め ている と考 え られ る。 「遺物集 中地点で、包含層 の残存状況 が良 く、わず かな落 ち込

みのある地点」 と判断 していた 「わず かな落 ち込 み」が竪穴住居の壁面の残 りの部分 だ と捉 え、 こ

のSX-1の 範 囲か ら西側 にかけての ピッ ト群 を竪穴住居 の可能性 のある遺構 だ と考 えたい。

出土遺 物 につい て、4章 か ら再録 し、S＝1/4で ここにまとめた。SX-1と して採 り上 げた土器 は

総 数471点 、 その中で図示 した ものは12点 である。172・177・193～196・2O8は1類 として まとめた

無 地に沈線 を持つ土器 で、 口縁形態 は172の ように肥厚 しない平縁 と、177の ように肥厚 す るタイプ

がある。太 めの沈線 に よる施文 とい うことは間違 いないが、小片が大半であ り文様 の形状 を捉 え得

る個 体 はほ とん どない。わずか に208の 文様 が細長い楕 円の区画文 だ と推量 され るのみである。底

部 は270・271と273～275の5点 であ る。平底 の底部 が主体 で、そ の中に高台状 を呈す る275が 混 じ

る。 これ らの土器 は、中期 末 に位 置付 け られる土器 である。

この遺構 が、住居趾 であ るとい うことが確認 で きるのな ら、1984年 に調査 された葉 山村姫野々上

町遺跡ST-01（32）（縄文後期末～晩期初頭）、1992年 の本 山町松 ノ木遺跡ST-4（33）（宿 毛式期 ・縄 文後期

前半）に次いで南 四国では3例 目の縄 文時代 の竪穴住居 となる。

Fig.87SX-1出 土 遺 物 （土 器 ） （S＝1/4）



南四国の縄文時代の住居遺構が少ない理由として、調査例が少ないこと以外 に、四国山地の南斜

面だという地形上の特徴 によって縄文時代以降は恒常的な多雨地帯であり、侵食 ・堆積が極めて活

発 に行われてきたということが挙げられる。ゆえに微高地 ・段丘上の遺構の残存状況 も良好ではな

く、平野部においては遺跡深度の深 さゆえに生活面の検出に至 らないケースが想定される。

従来の報告例である上記2遺 跡 も発達 した河岸段丘上に形成された遺構であるが、竪穴住居壁面

の残存高3～8cm（ 姫野々上町遺跡）、5～10cm（ 松ノ木遺跡）と残存状況が良好だとは言い難い。

当遺跡の例は、さらに残存状況が悪い。今後、縄文期 においては壁面が侵食され、ほとんどあるい

は全 く残っていない状況の竪穴住居の存在 についても注意する必要がある。

Fig.88南 四国の縄文時代の竪穴住居 （S＝1/60）



（3）貯蔵穴

① 南四国の貯蔵穴

近年、各地で貯蔵穴の検出例が増加 してお り、全国的に見れば資料の集積は飛躍的に進んでいる。

西日本は低湿地の植物遺体の遺存 した貯蔵穴であるのに対 し、東日本は乾燥 した台地上に形成 され

るフラスコ状の貯蔵穴で植物遺体の遺存のない例が多いといわれる（34）。近年は、東 日本でも低湿地

型の貯蔵穴の検出例が知 られるようにな り、同時に大規模な水晒場木組み遺構の確認例 も増加 して

いる（35）。これらの植物遺体 ・木製構造物は、従来の土器 ・石器を中心 とした出土遺物 に較べ多 くの

情報を含んでお り、よりリアルな形で、縄文時代人の生業 ・姿を我々の眼前に浮かび上がらせる。

大規模開発が進展する中で、四国でも縄文時代の出土資料は除々にではあるが増加 しつつある。

しか し、こと植物食-堅果類に限れば四国は空白地帯となっている。

堅果類が含 まれな くても、特徴のある形態を持った土坑が食料貯蔵穴であるということは、先学

たちによってはっきりと認識されてきた。高知県を例 にとれば、1963年 の西見当遺跡（田村遺跡群）

の調査で検出された土坑は、その形態的特徴か ら貯蔵穴であると明確 に報告 されている し（36）、その

後の空港拡張工事に伴 う田村遺跡群の調査では、貯蔵穴 と目される土坑群がまとまって検出されて

いる（37）。1986年 香我美町下分遠崎遺跡からは貯蔵穴 とともに多 くの堅果類 も出土 している（38）。これ

ら、類例が増加 しているのは、多 くが弥生時代 に属する例である。堅果が確認で きる例は少ない と

はいえ、弥生時代の食料貯蔵目的の土坑調査例は着実に蓄積 されてきている。これは四国の他県 も

同様である（39）。

しかし、縄文時代 に限れば、貯蔵穴調査例 はほとんど報告 されておらず、実態は未解明である。

四国の他の3県 について も、縄文時代の堅果類 を出土する良好な貯蔵穴 として報告された例を、現

段階において確認することは出来なかった。縄文時代の植物食を論 じる時、利用されたであろう堅

果類の種類 一つとっても、四国地方の様相 は中国地方や九州地方など隣接する地域に準 じて推測さ

れている現状である。

縄文時代の土坑の中で貯蔵穴 と特定で きる遺構 はどうだろうか。高知県の例 として、縄文期に限

ると後期後半の中村市船戸遺跡（40）、晩期の香北町美良布遺跡（41）、同じく晩期の香我美町十万遺跡（42）

の3遺 跡で、検出された土坑が貯蔵穴であるという報告がなされている。 しかし、遺構の形状や堆

積状況は報告されているものの、堅果類自体の報告はない。出土 していないのか、あるいは残存状

態が悪いのか、いずれにせ よ利用されていた堅果類の種類はわからない。

船戸遺跡は、中村市西半の中筋川右岸の段丘上に立地する縄文時代から中世にかけての複合遺跡

である。包含層中か ら縄文時代後期後葉の伊吹町式土器がまとまって出土 してお り、縄文時代後期

には低湿地遺跡であったとみ られる。貯蔵穴1基 のみの報告ではあるが、 ドングリ集中部の検出と

詳細 な土坑堆積状況が示 されている。平面形は1.25×1.05mの 不整円形、深 さ0.48mで 、断面は円

柱形 を示 している。貯蔵穴は基盤であるシル トを掘 り込 まれ、現在の海抜高1.54m埋 土最下層にも

ドングリを含むが、その上層が ドングリ集中層 となってお り、さらに上層は ドングリを含 まない腐

食混 じり灰色粘土層で閉塞 されると報告されている。 ドングリは出土 しているが、種類などドング

リの内容は未報告である。 ドングリ ・植物遺体の他に20～30cm大 の礫2点 と縄文後期後葉の伊吹



町式土器 と同一胎土の土器片が出土 している。出土遺物から貯蔵穴の時期は伊吹町式期（後期後葉）

とされている。

美良布遺跡は、物部川中流の河岸段丘上に形成 された遺跡で、標高約120m、 物部川 との比高差

約20mと いう立地を示す。ここから縄文晩期中葉に属する遺構が10基確認されてお り、形態により

A～Dの4類 に分類されている。（報告書では晩期前半 とされているが、出土する土器は谷尻併行期

であ り、 ここでは晩期 中葉の遺構 として扱 う。）この うちA類 が貯蔵穴 とされる。 Ⅰ区-P64・P90、

Ⅱ区PlO、 Ⅴ区-P1の4基 がA類 に相当する。いずれの貯蔵穴 も円筒状の構造であ り、平面形は直

径75～90cm内 外の円形あるいは円形に近い楕円形、検出面からの深さは82cmか ら106cmの 幅に納

まるなど、形態 ・規格はほぼ同じである。これらの土坑の埋土は、黒色粘性土単純 Ⅰ層であ り、堅

果類は出土 していない。

十万遺跡は物部川東隣の香宗川下流の標高13～14mの 河岸にある遺跡で、美良布遺跡より川面に

近接 した立地を示す。十万遺跡の貯蔵穴はSK-24の 一例だけである。出土遺物から晩期後半の貯蔵

穴だと考えられる。美良布遺跡 とほぼ同形態の円筒状の構造を持つ もので、直径lm内 外、深さ1

mと 規模 もほぼ同一である。

なお、1997年 から1999年 にかけての土佐市居徳遺跡群の調査（43）で十数基にのぼる堅果類を含む縄

文時代晩期後半の貯蔵穴の例が報告 されている。貯蔵穴の形態は円筒状を示 してお り、袋状の構造

を持つものはない。各貯蔵穴から堅果類の出土が認められるようであり、新たなる資料 として期待

される。詳細な内容については報告書の刊行 を待ちたい。

検出例 は4遺 跡あわせても20例程度であ り、南四国の貯蔵穴を一般化するのに十分な資料ではな

いが、いずれの例 にも共通することは形態が円筒形であるということである。低湿地のものも、乾

燥 した環境である段丘上のものも同様の形態を示す。報告された遺構 は平面形はO.7～1.2m（直径）

の円形又 はくずれた円形で、残存状況の差 もあるため本来の深 さはわか らないが、深 さはO.5～1

m内 外 と推定される。（居徳遺跡については浅い皿状のものと、より深い筒状の ものが確認されて

いる。）

既知資料の範囲で縄文時代後期 ・晩期の南四国に限定すれば、抽出し得る特徴は、立地にかかわ

らず貯蔵穴は円筒状の形態を持つことだといえる（44）。

② 奥谷南遺跡貯蔵穴の特徴

それでは、縄文時代 中期末に属すると考えられる奥谷南遺跡の貯蔵穴について内容 をまとめてみ

る。今回の調査で検出された貯蔵穴は、SK-2～SK-8の7基 である。これ らの貯蔵穴は、小谷の

底の湿地部分に2列 の列状になって検出された もので、現在 も地下水が貯蔵穴 を満たしてお り、植

物遺体の遺存状態は極めて良好であった。貯蔵穴内の堅果類や植物の葉は、空気 に触れるまでは当

時の色合いを留めていた。貯蔵穴ごとの詳細はTab.37・38の とお りである。

各貯蔵穴ごとに堅果類の総量及び出土地点層位 を特定するために埋土をサンプルとして基本的に

すべて採 り上げ、水洗 した後、層位ごとに含まれる植物遺存体 ・堅果類 ・土器石器等の遺物の状況

を把握する作業を実施 した。また、堅果類の残存状況により、貯蔵穴を作 り利用 した人々が、この



Fig.89高 知県内の縄文時代の貯蔵穴 と貯蔵穴検出遺跡位置図 （貯蔵穴はS＝1/60）



貯蔵穴 を利用 あ るいは放棄 した季節 も理解 で きるのではないか と考 え、堅果類 につい ては種 別 と共

にどの部位 が残存 してい るのか （先端部 と基部 の弁別）も意図 して選別作 業 を行 った（5）。詳細 な各貯

蔵穴 ごとの層別 の内容 については、第4章 調査 の成果 のTab.18～Tab.24を 参照 していただ きたい。

貯 蔵穴 ごとの堅果の種類 についてはTab.37に 示 した。

SK-5・SK-7以 外 の貯 蔵穴 はアカガシが主体 である。SK-2・4・6は 、 アカガシ以外 に、一定

量 の アラカシ ・コナ ラ ・シリブカガシ を含 んでお り、含有堅果類 の上 で は似 た内容 とな ってい る。

SK-3・8も アカガ シ主体 だが、SK-8は シリブカガシが確認 で きず、 アカガ シの量が やや少 なめ

であ る点が異な ってい る。SK-3は 他 の貯蔵穴 に認 め られない クヌ ギが確認 され た点が注 目され る。

これ に対 し、SK-5とSK-7は アカガシ類 の貯 蔵で はな く、 シイ類の貯蔵 に使用 され た貯蔵穴 だ と

考 え られる。SK-5に つい てはツブ ラジイが主体 であ り、SK-7に はツブ ラジイ以外 のシイ類 が貯

蔵 されてい る。

堅果類 以外 にも注 目される植物遺体 が各貯蔵穴 か ら出土 してい る。粘土層や砂 層 と互層 になって

堆積 す る植物集 中土層（腐植土層）か らは、木 の枝 や葉 な どの形状 を留 めた 自然遺物が多数確認 され

てい る。 これ らの植物 は堅果類 の貯蔵 に際 し、一定の役割 を果 た した ものだ と考 え られ る。 また、

SK-3か ら検 出 された網代（46）も、堅果類貯蔵の一端 を示す資料 と して重要であ る。

貯蔵穴 の形 態 について は、深 さの違 いで4Ocm以 上の深 さを持 つ もの （A類）と20cm前 後 の浅い皿

状 の もの（B類）に分類 、壁面 の形態 が袋状 に奥 に向か って抉 り込 まれているのか（1）、それ とも筒状

の構造 を示 しているのか（2）の違 い によ り、 さらに分類 した。平面形態 はA-1類 がSK-2・3・4・

8、A-2類 がSK-7、B-1類 がSK-5・6で あ り、B-2類 はない。

アカガ シ主体 の貯蔵 形態 を示 す もの （SK-2～4・6・8） にA-1類 ・B-1類 の両形態が対応 し、

シイ類主体 の貯蔵 を示す もの （SK-5・7） にはA-2類 ・B-1類 が対応 す る。貯 蔵穴形態 と堅果類 を

対 比 させ る と、A-1類 は全 て アカガシ主体、A-2類 は1例 だが シイ類 主体 と、 よ り深 い構 造 を持

つA類 においては袋状 の構 造 （1類 ）と筒状の構造 （2類 ）が 堅果 の種類 に対応 してい るこ とが指摘で

きる。 しか し、ア カガシ類 とシイ類 とい うアク抜 きの必要度 の異 なる種類 が、B-1類 とい う同形

態 （しか も同規模）の貯 蔵穴 に貯 蔵 される とい う事 実は、貯蔵穴形態が必ず しも貯蔵す る堅果 の種類

を規定 してい るので はない ことを示 す。つ ま り 「アク抜 きのため」 とい う機能 的な面 だけか ら、貯

蔵穴形態 が選択 されたので はな く、何 らかの別 の理 由 も含 めて、A-1類 ・A-2類 ・B-1類 の3形

態の貯蔵穴が選択 されたのだ と考 えられる。貯蔵期 間の違 い、 アク抜 きの段 階の違 いな どい くつ か

の理 由が想定 され るが、形態の異な る明確 な理 由 を明 らかにす るこ とはで きなかった。

高知県の他遺跡の貯 蔵穴形 態 をこの分類 に当てはめる と、船戸遺跡 ・美 良布遺跡 ・十万遺跡 の例

は全 てA-2類 となる。未報告 ではあるが居徳 遺跡群の例 はA-2類 とB-2類 が混在 す るようで、 「袋

状土坑」 と称す ことの可能 な例 は奥谷南遺跡 の貯蔵穴 に限定 される。

貯蔵 されてい た堅果類 は7基 の貯蔵穴 を合計 して先端 部 を含 む個体 が4,087個 、基部 を含 む個体

が794個 、サ ンプル埋土1kg当 り3.71個 と一定量 は検 出で きるが、決 して極 端 な集 中 を示 す数字 で

はない。 これ らの貯 蔵穴 は堅果の貯蔵 を終えた姿 、貯蔵穴 か ら一定量 の堅果類 を取 り出 した後 の姿

を示 してい る とい える。 ぎっ しり詰 まっていたであろ う堅果類 を取 り出 した後 には、若干 の取 り残



しが生 じる ものであ り、検 出 された基部 の個数 は、 「取 り残 し」程 度の数 だ と考 え られ る。堅果類

貯蔵 中に先端部 は落 ちやす く、基部 は落 ちに くい とい う点か ら、先端部 と基部 の比率が貯蔵穴使用

回数 に対応 す る とい う前提 に立 って、遺構 ご とに比 率 を出 した。先 端部 と基 部 の比 率 はSK-3と

SK-8を のぞいて、6～7前 後の数値 に収 まってお り、 これ らの貯蔵穴 の使 われた回数 （季節数）は、

ほぼ同 じだ とい える。

Tab.37貯 蔵穴別堅果類 －種類 ・量－

Tab.38奥 谷南遺 跡貯蔵 穴 まとめ



貯蔵穴 中最大 （推定460リ ッ トル）のSK-3と 最小 （推 定62リ ッ トル）のSK-8の 数値 は3.56と77.50と 異

な ってい る。 この違 いは、取 り残 された堅果類基部 の量 に由来す るが、 なぜ取 り残 された基部 の量

に大 きな違 いが生 じるのかについての理由 は明確で はない。SK-3の 場合 は、基 部個 数が他の貯蔵

穴 の3倍 以 上であ り、量 的に密集 といえないまで も 「貯蔵」時の姿 を部分 的に留 めている。

貯蔵穴 の層 は、粘土層 ・砂層 ・植物集 中土 （腐植土）層 の3つ の層 に大別 され、 これ らの層が混 じ

りあ った り、礫 を含 んだ りしなが ら交互 に堆積す る状況が確認 される。貯蔵穴 ご との層 の堆積 の様

相 と堅果類 の最 も集 中す る層 を以下 に示す 。堅果類の集 中が最 も顕著 な層 を（◎）、ついで集 中す る

層 を（○）で示す。

SK-2・ ・砂→腐植土→粘土→砂混粘土→砂礫→砂（○）→砂（◎）

SK-3・ ・砂→粘土→腐植土→粘土→砂→腐植土（○）→砂→砂（◎）

SK-4・ ・砂→腐植土→粘土（◎）→砂混粘土→砂→粘礫土→砂（○）

SK-5・ ・砂混粘土→粘土→腐植土→砂（○）→粘土（◎）

SK-6・ ・砂→腐植土→砂（◎）

SK-7・ ・粘土→砂礫→粘土→砂礫（○）→粘砂礫腐植土（◎）→粘土→砂

SK-8・ ・砂→粘土→粘砂礫→砂混粘土（○）→砂（◎）

貯蔵穴の最下層に堅果類が集中している点、集中層 には砂層が多い点などが指摘できる。腐植土

とした層は植物の集中する層であ り、植物の葉や枝が折 り重なって検出されている。堅果類の出土

が、多 くの場合最下層に集中することは、貯蔵時の姿ではな く、堅果を取 り出した後の姿であるこ

とを物語っている。堅果類 を取 り出した後であっても、堆積する土層は堆積時の姿を反映してお り、

植物 ・砂 ・粘土に礫を絡めて、堅果類を被覆 してい く方法が奥谷南遺跡の貯蔵方法であったと考 え

られる。

貯蔵穴の構築された谷は、常時水流が途絶えることのない環境で、貯蔵穴は粘土層 を掘 り込んで

構築されている。少なくとも乾燥 した環境ではなく、この水流を利用 した水晒場があったことは推

定できる。貯蔵穴の西側は傾斜 した谷斜面であり、旧地形 も一段高 くなった地形を示 している。水

場 ・作業場が形成 されるなら東側の空間である。木組み遺構など作業場領域（47）の状況を復元できる

木製品は確認 されていないが、貯蔵穴列の東側に3ヶ 所の杭列が検出されてお り、ここが作業場で

あった可能性はある。

③ 貯蔵穴の炭素年代及び暦年代

パリノ ・サーヴェイ株式会社 に委託 して、SK-2及 びSK-3出 土の種子の放射性炭素年代測定を

行 った。詳細は、付編 として掲載 しているが、 ここではその年代較正をして暦年代に近づける作業

を行いたい。

パ リノ ・サーヴェイからいただいたデータは、

SK-2B-7層 種 子4,730±l10（ δ13C＝-30.9）2,780B.C.Gak-20252

SK-3西 奥 壁 ぎわサ ン プ ル 種 子4,230±90（ δ13C＝-32.0）2,280B.C.Gak-20253

というもので、学習院大学 によって放射性年代測定を行っていただいたものである。同位体補正



は行われてい るものの、暦年較正 を行 わず、 そのまま西暦 に よる紀元前 －B.C.の 年代 が与 え られて

い る。 「炭素年代」 と して、従来 の年代 と比較す る上 では、 む しろ都 合が良い か もしれないが、今

後、暦年較正 を経 た年代 が標準 となって くるであろ う現状 では、暦年代 に直す作業 を経 る必要があ

ると考 える。

暦年較 正 を した暦 年代 （Fig.90参照 ）は、SK-2出 土種子 がB.C.3,600±80及 びB.C.3,520±40及 び

B.C.3400±50、SK-3出 土種 子がB.C.2,890±24及 びB.C.2,8O5±10と なる。残念 なが ら、SK-2出 土

資料 はB.C.3600年 前 後 か らB.C.3400年 前 後 の間 とい う200年 以 上 の時間幅 を、SK-3出 土資料 も

B.C.2800年 前後か らB.C.29O0年 前後 の間 とい う100年 ほ どの時 間幅 を持つ結果 となった。

従来 の炭素年代 で考 える と、SK-2の 資料 は縄 文 中期前半～中葉 に相 当 し、SK-3の 資料 は縄文

中期後半～末 に相 当す る。約500年 もの時期差 のあ る資料 とい うこ とになるのだが 、SK-2とSK-3

は隣接 し、ほぼ同時期の遺構 と捉 えられ る もので 、500年 の時期差 は考 え難 い。種子 とい う年代特

定 をす るのに都合 の良い資料 を使 ったに も関わ らず、何 らかの不確定 要因が働 いたため測定値 に誤

りが生 じたのか、それ とも測定値 をそのまま受 け入れ るべ きなのか。周辺 も含 めて、出土 した土器

には縄文 中期前半か ら中葉 にか けての資料 は認め られ ない。そ うい う点 を考 えれば、何 らかの理 由

で測定値 として誤 つた数値が示 された と考 えるべ きだ ろうか。機会があれば、改めて放射性炭素年

代測定 を試 みてみたい。

Fig.90SK-2、SK-3出 土 資料 の暦 年較 正



④ 貯蔵穴周辺の環境

パ リノ ・サーヴェイに委託 して各貯蔵穴ごとに行 った花粉分析の結果も、当時の周辺の環境 を考

える上で多 くの情報を提供 してくれる。詳細は付編 「奥谷南遺跡の土坑に関する自然科学分析」 に

記載 されている。付編－表3の 花粉分析結果はサンプル採取地点 ・層 に規定される部分が多いとは

いえ、各貯蔵穴の内容を端的に示 していると考えてよいだろう。

各貯蔵穴 ともコナラ属アカガシ亜属の花粉出現率が圧倒的に高 く、貯蔵されていた堅果類の主体

がアカガシであったことと共に、アカガシの林が近 くまで迫っていたであろうことが推察 される。

SK-5・SK-7の 花粉はシイノキ属の出現率が高 く、特にSK-7に ついては貯蔵穴中で唯一コナラ属

アカガシ亜属の花粉 よりもシイノキ属の花粉が多いとい う特徴を示す。これは、出土 した堅果類の

種類 （SK-5・7は シイ類主体）にも照応するし、SK-7の み形態上A-2類 という袋状を示 さない奥

谷南遺跡の中で特異な形態の土坑だということにも関連するか もしれない。

周辺環境 も花粉の内容から推定 されている。「調査点周辺には、暖温帯性常緑広葉樹林（照葉樹林）

の主要構成要素であるアカガシ亜属やシイノキ属からなる植生が成立 していた」 とされ、出現花粉

より、「ヤマモモ属 ・クマシデ属-アサダ属 ・コナラ亜属 ・エノキ属-ムクノキ属 ・カラスザンショ

ウ属 ・カエデ属 などの広葉樹の種類やツタ属 ・ノブ ドウ属 ・テイカカズラ属などのツル性植物が分

布 していた」とされる。当時の奥谷南遺跡周辺の植生は 「樹種構成の豊富な森林」であり、現在の

高知平野の自然林 と同様の豊かな照葉樹林の姿が想像できる。縄文前期の温暖期から縄文後期の寒

冷期へ と向かう途上に位置付 けられる縄文中期末には、当地は現在 と同じような森林相だったこと

が推察されるのである。

（4）まとめ－縄文時代中期末の奥谷南遺跡－

奥谷南遺跡の縄文時代中期について、①出土遺物（土器）、②遺構（竪穴住居の可能性のある遺構）、

③貯蔵穴の3点 から検討を加えてきた。

検出された土器の多 くは縄文時代中期末に属する。これらの土器群 は若干の時期幅を持 ったとし

ても、せいぜい中期末の範囲内にとどまると考えられ、近畿地方の北白川C式 併行期、瀬戸内の矢

部奥田式併行期に比定 されるものである。土器の内容は、沈線文土器、条痕地の土器、磨消縄文土

器などが存在 し、粗製深鉢が一定の割合を占めていることなど、後期初頭の中津式期に認められる

現象が、先行する南四国の中期末でも確認できることが判明 した。

遺構 としては、谷の低地部分から7基 の貯蔵穴が2列 の列状をなして検出されている。縄文時代

中期末のⅢ区の谷間は、貯蔵穴7基 を単位 とする集団の生活の拠点であったといえる。炭化物の集

中するピットが確認 され、わずかな地形上の落ち込みが認められたSX-1と される地点が竪穴住居

だとすれば、貯蔵穴 と約15mと いう近接 した地点に住居域が形成されていたことになる。

貯蔵穴を形態的特徴か らみれば、壁面に抉 り込みのある袋状の形態（A-1類 ）が4基 、皿状で壁

面に抉 り込みのある形態（B-1類 ）が2基 、筒状で壁面の抉 り込みがほとんどないもの（A-2類 ）が

1基 である。



低湿地遺跡では貯蔵穴の形態はバラエティーに富んでお り、筒状 ・袋状 など様々な形態が存在す

るといわれる（48）。 しか し、時間 ・空間を限定すればどうだろうか。土器型式 と較べ ると地域差 を直

接的には反映しないかもしれないが、時期 ・地域による竪穴住居の形態の違い程度には集団の相違

を映 し出すのではないか。形態の差は貯蔵する堅果類の水さらしの必要の有無 ・程度の差など貯蔵

穴の機能差 による場合 もあろう。しかし、地域特有の 「機能差を反映 した形態」もあ り得るわけで、

貯蔵穴形態は受け継がれてきた各地域の文化伝統を反映 し、外来文化の影響があれば、それを反映

するのではないか。

少ない資料なが ら、南四国の場合は縄文後晩期 においては筒状の形態の貯蔵穴ばか りで、乾燥

地 ・低湿地にかかわらず筒状貯蔵穴地帯だと予想 されるが、奥谷南遺跡例は異なり、袋状に壁面を

掘 り込むタイプ（A-1類 ・B-1類 ）が主体 となっている。縄文時代中期以前の例が皆無の南四国の

現状では筒状が中期以前からの伝統なのか、中期から後期にかけて形態が転換 したのか、あるいは

他地域の影響によるものなのか判断する術 はない。岡山県南方前池遺跡例、熊本県曽畑貝塚例など、

西 日本の低湿地に立地する貯蔵穴には筒状の構造を持つものが多い。これに対 し、東 日本はフラス

コ状ピットに代表されるように、袋状の構造を持つ ものが優勢である（5l）。土器に認められるような

縄文時代 中期末における東方からの影響が貯蔵穴形態にも反映されている、 と考えるのは、いささ

か恣意的な解 釈に過ぎるだろうか。

貯蔵穴か ら出土 した堅果類は、製粉又は加熱処理と水 さらしの必要なクヌギ ・コナラは認められ

るものの、クヌギはSK-3の みに含まれコナラは量的に少ないなど、ともに例外的であり、主体は

水 さらしのみでアク抜 きの可能なアカガシを中心 とするカシ類である（52）。アク抜 きの不要なシイ類

も利用されてお り、ツブラジイなどの貯蔵が確認されるものの、カシ類で唯一アク抜 きが不要で西

南 日本の照葉樹林地帯で多 く検出されるイチイガシは確認できなかつた。

貯蔵穴の時期を出土堅果類から求めようと放射性炭素年代測定 を試み、炭素年代 として4,730±

110と4,230±90と いう2つ の数値 を得た。並んだ2つ の貯蔵穴か ら得 られた数値であ り、検出され

た土器型式か ら見ても500年 の差については合理的な説明がで きない。今後 に課題を残す結果 とな

った。

年代の比定に課題を残 したものの、縄文時代中期末の奥谷南遺跡周辺について得 られたデ-タ は

貴重なものである。水 さらしのみでアク抜 きが可能なアカガシが主体の貯蔵形態は、水が絶えない

立地の当遺跡貯蔵穴にアク抜 き機能が備わっていた可能性を考えさせる。また、花粉分析の結果は、

アカガシが優勢な照葉樹林が拡がつていたこととともに、ヤマモモ ・ノブ ドウなど多様 な食用植物

の存在 についても想起 させる（53）。縄文時代 中期末の当地では、現在 に近い気候の下、落葉広葉樹林

に較べ人口保持力の小 さい照葉樹林が広がる環境の中で、小規模な集落が営まれていたのであろう。

さらに土器の様相からは、縄文中期末から後期初頭にかけての器種構造の転換、中津式土器の成立

という汎西日本的な流れ（54）と無関係ではあ り得なかつた高知平野の縄文人の姿を見てとることがで

きるのである。
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晒場などの機能復元可能な水辺の施設が確認 されている。

渡辺誠 「水場研究の問題点」『考古学ジャーナル』No.405ニ ュー ・サイエンス社l996年

（36）岡本健児 「第二編原始 第二章弥生前期時代」『南国市史 上巻』南国市史編纂委員会l983年

（37）『田村遺跡群』第2分 冊 ・第3分 冊他 高知県教育委員会1985年

（38）出原恵三 『下分遠崎遺跡 Ⅰ』香美郡香我美町教育委員会l989年

（39）四国の他県例 として、弥生時代前期の トチの実の水晒場が確認された愛媛県阿方貝塚遺跡例（l996年～l998

年）などが挙げられる。

（40）武吉眞裕 「第4章 第1節1縄 文時代」『船戸遺跡』高知県教育委員会l996年

（41）出原恵三 『美良布遺跡』香北町教育委員会l99l年

（42）出原恵三 ・吉原達生 『十万遺跡』香我美町教育委員会1988年

（43）『居徳遺跡群Ⅳ 平成lO年 度現地説明会資料（2）』高知県埋蔵文化財センターl999年

なお貯蔵穴の形状 ・概数については藤方正治氏の御教示を得た。

（44）本山町松ノ木遺跡の平成4年度調査 （同4）では、縄文時代前期に属する断面形状が筒状の土坑が確認 されて

いる。遺構の性格は特定できていない。この遺構が貯蔵穴だとすれば、伝統的に筒状形態 を採用 していた

可能性 も出てくるが、資料数が少ないこともあ り予察の域を出ない。

（45）第l6回 中 ・四国縄文研究会（鳥取市 ・1996年）での名古屋大学教授渡辺誠先生の御指摘を参考 にして、先端



部 と基部の弁別を試みた。

（46）網代は小破片 も含めて2点確認 されている。網代の編み方は 「二本超え二本潜 り一本送 り」であ り、熊本県

曽畑貝塚例など西 日本 に比較的多 く見 られる編み方である。編み物の材質はイヌビワ属クワ科の植物 （木本

類）であ り、SK-3に おいては堅果類の貯蔵に編み物容器が使われたものと考えられる。

植松なおみ 「古代遺跡出土カゴ類の基礎的研究」『物質文化』351980年

渡辺誠 「編み物の容器－籠 と筌 ・箕－」『季刊考古学』第47号 雄山閣1994年

渡辺誠 「マタタビ製のカゴ類」『名古屋大学古川総合研究資料館報告』No.121996年

（47）各地で事例が増加 しているが、長野県栗林遺跡では具体的な水 さらし場遺構の構築方法のみならず、集落

の中での居住域 と作業場領域 ・貯蔵域の位置関係、貯蔵方法など、詳細で総合的な分析 ・復元研究が行わ

れている。

岡村秀雄 「縄文時代の貯蔵穴 と水 さらし場状遺構」『栗林遺跡 ・七瀬遺跡』（財）長野県埋蔵文化財センター

1994年

（48）低湿地の貯蔵穴形状がバラエティーに富み、筒状形態 ・皿状形態 ・袋状形態など様々な形態が確認で きる

という指摘は、従来、多 くの研究者によってなされて きた。

同（34）

潮見浩 「縄文時代の食用植物－堅果類の貯蔵庫群を中心 として－」『日本考古学論集2集 落と衣食住』吉川

弘文館1986年

（49）近藤義郎編 『南方前池遺跡』岡山県山陽町教育委員会1995年

（50）江本直ほか 『曽畑』熊本県教育委員会1988年

（51）西 日本では低湿地に立地する筒状貯蔵穴が多いのに対 して、東日本の乾燥地に立地する貯蔵穴はフラスコ

状のものが多い。近年の調査 により、東 日本でも長野県栗林遺跡例のような低湿地型の貯蔵穴が居住域 と

は異なる地点から確認 されはじめた。

（52）堅果類のアク抜 きに関しては以下の表を参考にした。



表.ドングリ類の分類 （渡辺誠 「岩手県下における ドングリ類のアク抜 き」『名古屋大学古川総合研究資料館

報告』No.61990年 より転載）

（53）渡辺誠 『縄文時代の植物食』雄山閣1975年

（54）縄文時代前期の温暖期か ら後期の寒冷期への移行途上にあったとされる縄文時代 中期末は、現在の気候 と

比較的近い気候であったのであろう。花粉分析の結果（貯蔵穴周辺に照葉樹林が広がっていたことが推測さ

れている）は、それを裏付けている。さらに寒冷化が進めば、照葉樹林が落葉広葉樹林へ と変化 し、食用堅

果類の種類 ・量 も増大 したものと考えられる。こうした長期的な気候の変化 を想定することにより、縄文

後期の遺跡数増加 を環境変化の面から説明できる。

（55）千葉豊 「西日本縄文後期土器の二三の問題－瀬戸内地方を中心とした研究の現状 と課題－」『古代吉備』第

14集1992年

参考文献

泉拓良 「第1章1中 期末縄文土器の分析」『京都大学埋蔵文化財調査報告書Ⅲ」－北 白川追分町縄文遺跡の調

査 －』京都大学埋蔵文化財研究センターl985年

岡崎正雄 「第4章 第1節1.縄 文時代中期」『丁 ・柳ヶ瀬遺跡発掘調査報告書』兵庫県教育委員会1985年

高畑知功 「矢部奥田遺跡」『山陽道建設に伴 う発掘調査6』 （岡山県埋蔵文化財発掘調査報告82） 岡山県教育

委員会1993年

『中 ・四国縄文中期土器集成』中 ・四国縄文研究会1993年

東和幸 「春 日式土器の型式組列」『鹿児島考古』第23号 鹿児島県考古学会1989年

渡辺誠 『縄文時代の植物食』雄山閣1975年

渡辺誠 「縄文時代の植物質食料 ・ドングリ類」『考古学ジャ-ナ ル』279ニ ューサイエンス社1987年

渡辺誠 「日韓における ドングリ食 と縄文土器の起源」『名古屋大学文学部研究論集』史学331987年

渡辺誠 「低湿地遺跡調査の新展開」『考古学ジャーナル』317ニ ューサイエンス社l990年

渡辺誠 「縄文時代の食べ もの」『食の科学』1501990年

渡辺誠 「縄文時代集落研究の新展開」『名古屋大学加速器質量分析計業績報告書』3.名 古屋大学1992年

渡辺誠 「樫ぼのの歴史的背景」『対談津島豆股寺門樫ぼの遺跡』1992年

潮見浩 「縄文時代の食用植物－堅果類の貯蔵庫群を中心 として－」『日本考古学論集2集 落 と衣食住』吉川弘

文館1986年

山田昌久 「縄文人は食料 として植物をどう利用 したか」『新視点 日本の歴史－原始編』新人物往来社1993年

山田昌久 「縄文人は生活用具 として植物をどう利用したか」『新視点日本の歴史－原始編』新人物往来社1993

年



第2節 弥 生 時代 中期 末 ～後 期 初 頭

Ⅰ区の斜面一帯に広がる遺構群 は弥生系高地性集落 と位置づけられる遺構群である。この集落は

弥生時代 中期末から後期初頭の極 めて短い期問に機能 した集落である。 （本来、遺構名 は例 えば

「Ⅰ区SX-1」 と呼称 しなければならないが、以下の遺構 は、すべて Ⅰ区に属するものであ り、「Ⅰ

区」を省略 して記述する。）

奥谷南遺跡の弥生系高地性集落について今回の成果 をまとめる。

① 高知県の弥生系高地性集落は弥生中期中葉から後期初頭の時期に集中し、それ以外の時期には

認められない（1）・（2）。高知平野では、東半の野市町本村遺跡（3）、中央部山麓に展開する南国市狭間

遺跡（4）、西半の朝倉城山遺跡（5）・伊野町バーガ森北斜面遺跡（6）、仁淀川西岸の土佐市甫木山遺跡（7）

など周辺の丘陵一帯に高地性集落の例が知 られている。

奥谷南遺跡 も同様であり、出土遺物の時期から弥生中期末～後期初頭にかけての短い期間に機

能 した遺跡であることが判った。周辺に高知平野北端の居住好適地が広がっているにも関わらず、

比高差30m以 上、25～30°の傾斜 を持つ急斜面 に遺構 を形成する典型的な弥生系高地性集落であ

るといえる。

② この集落では、竪穴住居、段状遺構等の遺構が斜面一帯 に形成されている。丘陵上（尾根頂部

付近）の緩斜面あるいは頂部平坦面には弥生時代の遺構 は形成されてお らず、遺物 も検出されて

いない。弥生時代の遺構 ・遺物は斜面から検出されている。

調査区の丘陵は北面に延びる尾根へ と連なってお り、頂部付近の平坦部は北側に斜面 を背負 う

地形 となっている。 にもかかわらず、尾根頂部を遺構形成地点に選ばず、25～30°前後の傾斜を

持つ斜面一帯が遺構形成地点 として選ばれている。

③ 確認 された竪穴住居は拡張 された可能性がある。南斜面のST-1は 壁溝 は認め られないが上段

下段の2段 の平坦面を削 り出して形成 し、東斜面北端のST-2は 一部検出されたのみだが、2条

の壁溝が確認 されている。

④ 段状遺構 として報告 した遺構 には2形 態があ り、最大幅1.5m以 上で、ピットなど床面に何 ら

かの遺構 を有するものと、最大幅lm前 後の平坦面を有するもの（平坦面上にピット等を有する

遺構 もある）に分類できる。後者は等高線 に沿って通路状に細長 く巡 らされている。前者を段状

遺構A類 、後者 を段状遺構B類 と分類すると、A類 は東斜面のSX-2・3・4・5、 東斜面の

SX-10で あ り、B類 は西斜面のSX-1、 東斜面のSX-8・11が 相当する。SX-6・7に ついては一

部のみの検出のためその性格を断定できない。

B類 であるSX-1はSX-2とST-1を つなぐ地点にあ り、SX-8はST-1とSX-10を つなぐ地点に

ある。また、SX-8とSX-11の 間にはSX-9の ような不整形な小段が形成 されてお り、斜面を行 き

来する階段の役割 を果たしていた可能性 も指摘できる。Ⅰ区の中での遺構配置全体の検討により、

段状遺構B類 とそれに伴 う小段は竪穴住居 ・段状遺構A類 を結ぶ通路の役割 を果た した遺構であ

り、上部構造の伴わない遺構だと考えることができる。

また、段状遺構A類 は何 らかの上部構造を有する遺構だ と推定されるが、床面に形成 されたピ



ットの配置からその形態を予想することはできない。SX-3の ように残存床面積18㎡ を超えるも

のか ら、SX-5の ように6㎡ 程度 と推定 されるものまで、規模 も様々で、ピッ ト等の検出された

遺構 も一様ではない。

第4章 第1節 の 「遺構 と遺物」の項中で、「その他の時代の遺構 と遺物」 として形成時期不明

の遺構 として扱った遺構 にSB-1が ある。一間×一間の小規模な掘立柱建物で上部構造は不明だ

が、遺構の配置の中では弥生時代の遺構の可能性 も十分考えられる。

⑤ 出土 した遺物で、図示 した弥生土器は試掘調査時 も含めて100点 足 らず と、調査面積に較べて

Tab.39高 知県の弥生時代の高地性集落 （高山に立地する集落を含 む）

Fig.91高 知県の弥生時代の高地性集落遺跡 （高山に立地する集落を含む）



少なく、小片が多い。当遺跡の土器組成を論ずるには資料が少なす ぎ、資料が偏在 している可能

性 もある。Ⅳ様式併行期の野市町本村遺跡に較べると凹線文は明らかに退化 してお り、貼付口縁

を持つ土器 も全体の13％程 と少ないことなどから、奥谷南遺跡の場合は弥生中期末の遺物 も認め

られるものの、後期初頭の遺物が中心であるといえる。少量の遺物 という限界の中で敢えて実測

遺物により全体の傾向を示す と、凹線文を持つ土器の割合は24％、ヨコナデにより口縁が凹状を

呈する土器 も含め凹線文土器の影響を受けた土器の割合は全体の約55％ となる。無文で口縁の肥

厚が認められないもの（素口縁）が16％ 、貼付口縁 と併せて29％ であ り、凹線文系土器の割合が在

地の土器に較べてやや多い。残念 なが ら、弥生土器の器種間における組成の差等の分析（8）は資料

の僅少 さ故 に行 うことはできない。

従来の調査 により土器組成の一定示 された安芸市清近岡遺跡 （高知県東部）、野市町本村遺跡

（高知平野東部）、伊野町バーガ森北斜面遺跡 （高知平野西部）と比較すると、後期初頭主体 という

時期差 も考慮 に入れた上で、凹線文系土器の在 り方は本村遺跡の様相により近い。極めて単純化

すれば凹線文土器の卓越する県東部（清近岡遺跡）、一定量の凹線文系土器が含まれる高知平野東

部（本村遺跡）、在地の貼付口縁 を持つ土器の割合が高い高知平野西部（バーガ森北斜面遺跡）とい

う比較を示すことができる。比較対象 としたこれらの遺跡は、緩やかな丘陵上に形成された遺跡

あるいは高地性集落と定義される遺跡である。当該期の高地性集落 と平野部に営まれた集落 との

比較 も重要であ り、今後検討すべ き課題である。

今次調査では資料の少なさ故に土器の概略の比較だったが、個々の遺跡の凹線文系土器 と非凹

線文系土器の比率（器種 間の比率 も含めて）の詳細な分析の蓄積 によって、奥谷南遺跡の高地性集

落の位置付けが より明 らかになってくるだろう。

第2節 引用文献 ・註

（1）小野忠熈編 『高地性集落の研究 資料編』学生社1978年

なおTab.39は、同書中での岡本健児氏の高知県内の高地性集落の基礎データを元に新資料を追加して作成した。

（2）岡本健児 「南四国の弥生系高地性集落遺跡の研究-西暦二世紀代の動乱探求－その1－ 」「同－その2－ 」

『土佐史談』通刊147・148号1977・1978年

（2）坂本憲昭 『野市本村遺跡調査報告書』野市町教育委員会1993年

（3）岡本健児 『古代の日本 ・38高知』保育社1989年

（4）岡本健児 『高知県史 考古資料編』高知県1973年

（5）岡本健児 「神西式土器文化の再検討」『高知女子大学紀要人文 ・社会科学編』第20巻1972年

（6）同（1）

（7）坂本憲昭 「Ⅵ章遺物 ・Ⅶ章まとめ」同（2）

坂本憲昭は本村遺跡において、弥生中期の土器群に詳細 な分析を加え、口縁形態に着 目して器種間の分析

を行い、特徴の抽出をしている。

（8）出原恵三 ・松村信博 「高知県」『弥生中期の土器 と集落-古代学協会四国支部第8回 大会資料』古代学協会四

国支部1993年



第3節 弥 生 時 代 後 期 末

弥生後期末に属する遺物 ・遺構 として、 Ⅱ区の標高57mか ら58mに かけての尾根上に形成された

土坑墓群が挙げられる。（本来、遺構名は例 えば 「Ⅱ区SK-1」 等 と呼称 しなければならないが、

以下の遺構は、すべてⅡ区に属するものであり、「Ⅱ区」を省略 して記述する。）

形 成 された土坑墓 は主軸方向 よりSK-1・6・5（1群 ）とSK-2・3・4（2群 ）の二群 に分 け ら

れる（1）。尾根上 で検 出 された遺物 は、遺構内 ・包含層 中出土遺物 を含 めて弥生後期末 に属す る ヒビ

ノキ Ⅱ式土器 に限定 されてお り、両群 とも弥生後期末 ヒビノキ Ⅱ式土器の段 階 に短期間 に構 築 され

た ものである。1群 ・2群 ともに墳丘 は伴 わず、丘陵上の岩盤 に構 築 された墓坑であ る。

これ らの土坑墓群 は、1群 →2群 の変遷 をた どった もの と想 定 され る。1群 の3基 の土坑墓か ら

礫 は検 出 された ものの、一端 に偏 って少量の礫 が検 出 された もの （SK-1・SK-5） 、墓坑の空隙 を埋

める ように礫 が検 出された もの （SK-6） な ど、礫の量が少量 であった り、「空隙 を埋め る」 こ と自体

が 目的の礫 であった りと、 「礫」 自体が副次 的 に利 用 され た ものであ る。 これ に対 して2群 の土坑

墓 において は礫 に主眼が置 かれ、礫 の利用 法 ・用い方 に明確 な意 図が生 じて くる（2）。2群 の3基 の

土坑墓 は、それぞれの土坑墓 ご とに個性 的な礫 の利用が なされてい る。石室 を構 成 してい るかの よ

うに墓坑の 四周お よび中央部 か ら礫 が集中 して検 出 され る もの （SK-2） 、墓坑 の一端 に15kg～56kg

の重量の礫 （チ ャー ト ・石灰石 ）が並べ られてい る もの （SK-3） 、墓坑 の上面 に整然 と2列 の礫 が並

べ られ、礫列の 間墓坑上面 に供献用 の土器 （Fig.49）が置 かれてい るもの （SK-4） 、いずれの土坑墓

も礫 が意図的 に配 されてい る。 また、 これ ら3基 の土坑墓 の中間点 には岩盤 を掘 り込 んで土器棺墓

（SK―7）が構築 されている。 これ ら2群 の土坑墓 ・土器棺墓 の配置 は、徳 島県 鳴門市桧 丸山遺跡 の

配置 と類似 してお り（3）、直接 あるい は間接 の影響が及 ぼされた可能性 を も推量 させ る もので ある。

かつて 「竪穴式石室墓」 として報告 した（4）SK-2については、 この呼称が適当か どうか再検討 しな

けれ ばな らない。以前 に比較資料 として挙 げた桧丸 山遺跡 は、天井石 も伴 い、側壁 ・奥壁 も堅固 な

つ くりであ り、竪穴式石室 の概念で捉 え られる典型例であ る（5）。 これに対 してSK-2は 岩盤 を掘 り込

んだ墓坑 と木棺の空隙 に礫 を投 げ込んだ形 態 を示 し、石室 の形 を示 していない。礫 は検 出段 階で2

列 になって姿 を現 し、その後四周の礫 が、そ して中央部 の礫 が全面 に検 出 された。 中央部 の礫 は木

棺の腐 朽 によって落ち込んだ ものだ と考 え られる。四周 の礫 は木棺 と墓坑 の空隙 を埋 めるために用

い られた もので、当初か ら石室 として構築 された ものではない。SK-2の 従来 の呼称 「竪穴式石室墓」

についてはそれを訂正 し、SK-2は 「土坑墓」の中の1類 型 を示す 「木棺墓」 として理解 したい。

しか し、墓壙であ る土坑の周囲全 面 （床 面は除 く）を隙間な く礫 に よって埋 めつ くす形態 は、粗雑

で はあるが、他地方の完成 された竪穴式 石室墓 と同様 、礫 （石）で木棺 の周 囲を被覆 し下界 との隔絶

を計 ろう とした意図が読み取れ る。石室 を構 築する場合 と礫 で被覆す る場合 とでは、結果 は大 きく

異 なるが、外観 は類似 していたので はないだろ うか。それは、調査 時に、礫 と礫が重 な り合 い墓壙

の壁面 四面が石室の側壁状 になって姿 を現 した ことか らも推 し量 る ことがで きる。尾根上 に立地す

る点 な ど、弥生 中期 以来の伝 統 （長畝遺跡（6）・奥谷 南遺跡 Ⅰ区） とともに他地方 の当該期 集団墓 と

の類似性 も指摘 で きる（7）。そ うい った点 を考慮 すれ ば、奥谷南遺跡SK-2は 、「竪穴式石室墓 を意識



して造 られた木棺墓」 と位置づけられ よう。

1群 においては、尾根頂部に土坑墓が進出することが重要であった。丘陵上に構築することによ

って一般成員との墓域の区別 を明確 にし（1群）、次の段階では礫あるいは土器（供献用の土器）を効

果的に用いることで、祭祀の意図を明確 にする（2群）（8）。高知平野の弥生後期末の段階で丘陵上に

墓域が進出する前提条件は、その前夜に準備されている。谷 を挟んだ西隣の長畝遺跡からは丘陵上

から弥生中期の土器が単独で埋納 され、東隣の奥谷南遺跡 Ⅰ区からは弥生中期末～後期初頭の高地

性集落が確認されている。集落や祭祀空間が丘陵上に進出 し、弥生時代の人々が丘陵上 を生活ある

いは祭祀のための 「空間」 として捉える機運は熟 していた。高知平野の高地性集落に所属する墓域

がどの地点に営まれていたのかは現段階で把握されていない（9）。しかし、現在知 られている高知平

野の墓域（10）は弥生時代後期 に至るまで集落内あるいは集落に近接 した地点に形成 されている。他の

集落成員 と明らかに異なる副葬品 ・構造を有する墓域（ll）についても同様である。

当遺跡の土坑墓群は、これら集落に近接 した地点に墓域が営まれる遺跡 とは異な り、丘陵上の集

落と隔絶 した地点に墓域が営 まれてお り、その点において質的に異なる墓制であるといえる（12）。高

知平野の古墳時代前期の墓制は、近年まで確認された事例が皆無の状況で、土器 ・住居の様相から

推定する以外にはなかった。 しかし、四国横断自動車道に伴 う調査では西隣の尾根上の長畝古墳群

からは古墳時代前期の土坑墓が確認 され、 ようや く当該期資料が姿を見せはじめた。長畝古墳群の

前期墓制 と当遺跡 との連続性 も推定 されている（13）。高知平野の弥生時代から古墳時代への移行期、

前段階とは質的に異なる墓制だという点において、続 く古墳時代前期への連続性 を考える上で、奥

谷南遺跡の弥生時代終末土坑墓群は重要な資料だといえる。

今回の調査の結果 として、これらの墓群の内容をまとめる。

①弥生時代後期末の短期間に形成 された遺構 （土坑墓群）である。

②墓群 には2つ のグル-プ （1群 ・2群 ）があ り、土坑墓における礫利用の在 り方か ら、1群 →2群

の変遷が予想 される。土坑墓 を丘陵上に構築する段階（1群）から、礫を利用 して土坑墓ごとに明

確 な意図を主張する段階（2群）への変遷が予想 される。 しかし、1群 と2群 の間には質的な差は

なく、「集落に近接 した地点に墓域 を形成する段階」から 「集落と隔絶 した丘陵上へ墓域が進出

した」 という転換が認められる1群 形成時に、より大 きな画期がある。

③遺構から出土するものは土器 （ヒビノキⅡ式土器）のみであり、副葬品は認め られなかった。

④墓群 によって礫の種類 にも違いがあ り、1群 は砂岩が中心でチャー トを含むのに対 し2群 は各土

坑墓ともに石灰石 を含み、チャー ト・砂岩 ・石灰石により構成される。また、検出面上面におい

ては石灰石 ・チャー トが使用 されるのに対 し、墓壙内からは砂岩が検出されてお り、石材の選択

的な利用が看取 される。

発掘調査時の事実関係 と周辺 に限定 した土坑墓群の位置付けを行った。南四国の中において、そ

してさらに広範な地域との比較等、奥谷南遺跡土坑墓群の位置付けについては考察に譲 りたい。



註 ・引用文献 （第5章 ・第3節 ）
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に進出し、一般成員 と墓域の空間を明確 に区別 した」点が、前段階の墓域 とl・2群 含めた奥谷南遺跡の

土坑墓群 との本質的な相違点である。

（9）南四国の高地性集落の調査 として大月町ムクリ山遺跡 ・伊野町バーガ森北斜面遺跡 ・野市町本村遺跡 ・奥
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第4節 近 世

Ⅰ区 の尾根頂部周辺か ら近世 に属す る遺構 ・遺物が確認 されている。（本来、遺構名 は例 えば 「Ⅰ

区SK-1」 等 と呼称 しな けれ ばな らないが 、以 下の遺構 は、 すべ て Ⅰ区 に属 する ものであ り、 「Ⅰ

区」 を省 略 して記述す る。）

尾根頂部付 近 には、地山岩盤 を掘 り込 んで3基 の近世墓が形成 されている。SK-1・SK-2・SK-

3の3基 であ る。SK-1の 西 隣 には浅い皿状 の遺構 （SK-4） が形成 されている。SK-4の 遺構形成時

期 は分 か らないが、Fig.34の 近世瓦が検 出 された。近世瓦の存在 か ら、 この尾根 上 には瓦葺建物が

あった と考 え られ るが、今 回の調査 範囲で は該当す る建物 の明確 な痕跡 は確認 で きなかった。尾根

頂部 に形成 される瓦葺建物 として礎石 を持つ小 規模 な祠 が予想 され、岩盤 に痕跡 を残 してなかった

可能性 もある。

調査範 囲には現在 に繋が る墓域 の痕跡 は残 ってい なか ったが、斜面 下方 や周辺 の尾根上 には近世

か ら現在へ と続 く墓域が営 まれている。

今 回検 出された近世墓 の形態 は2形 態 に分類で きる。2段 掘 り構造 を持 ち、検 出面 か ら約2mの

深 さまで岩盤 を掘 り下げて形 成 された もの （SK-1・SK-2、 各 々の平面形態 は異 なる。）と平面形 は

長方形で断面 はわずか に逆台形状 を呈す る もの （SK-3） であ る。SK-2か らは遺物 が全 く出土 して

お らず 、時期 の特定 は困難 であるが、2段 掘 りである とい う墓壙の形状 及び検 出面 か らの深 さ、そ

してSK-1と の位置関係等か ら、SK-1と 同時期 の近世墓 だ と推定 され る。

SK-1は 、2段 掘 りの 中段 の段部 に至 る まで方形 を指向す る。段の上面 は水平面 をな し、丁寧 に

掘 り上げ られている。遺物 について も、量産 品である とはい え、唐津 中型甕 ・二彩唐 津鉢 とい う優

品 を甕棺 として用 いるな ど、小 籠遺跡 にみ られる近世墓（1）など一般集落の土坑墓 とは明 らか に一線

を画 した近世墓 であ る。SK-2は2段 掘 り、深 さ約2mと い う点 においてはSK-1と 同 じだが平 面

形が長方形 である点、中段 の段部 の形 が若干崩 れている点 な どSK-1と の相違 点 も見 出 される。

これに対 して、SK-3は 検 出面か らの深 さ0.8m、 長軸 の長 さ2m、 短軸 の長 さ0.8mの 規模 であ

り、出土遺物 には古伊 万里 のそば猪 口 （96）、寛永通宝 （古寛永 ・文銭 ・新寛永）6枚 、10数 点出土 し

た角釘、及び若干の炭化物が認め られた。 出土遺物 か ら18世 紀後半～19世 紀前 半 に形 成 された木棺

直葬の土坑墓 だ と考 えられ る。

前者 （SK-1・2） の形成時期 は17世 紀 中葉 であ り（SK-2に つい ては断定 で きない）、後者 は18世

紀後半以降であ る。 この時期差 が墓坑 の形 態 に反 映 しているのではな く、明 らか に階層差 あるい は

葬送儀礼 の違い による墓坑 の形 態差 だ と考 えられる。

これ らの墓 坑の 中で特 に注 目され るのはSK-1で あ る。SK-1は 調査 の成 果の項 で も述べ た よう

に、 「儒墓 」だ とい うこ とが確認 され た土坑 墓で ある。儒 墓 とは儒葬（2）による墓 の総称 で、小 規模

なマ ウン ド等の上部構 造 を持 つ こと、土葬墓であ り火葬 を行 わない ことな どい くつ かの特徴 を備 え

た墓制 である（3）。墓 の上部構 造だ けでな く、墓 石 に刻 まれた改名 の違い で仏葬 と区別 す るこ ともで

きる。近世 に儒教 が幕藩体 制 を支 える封建教義 の一翼 を担 うイデオロギー として奨励 された後、葬

制 も儒 教 に則 って行 われ る例 がみ られ るようにな り、各 地で儒墓 が構築 される。特 に京都 ・茨城 ・
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高知などで盛んにつ くられたようで、土佐藩においても藩政前期の家老野中兼山の治世下において

盛んに造られたらしい。兼山自身 も実母 ・秋田夫人の葬儀に際して、儒葬を行ったという記録が残

っている（4）。

SK-1は 、後世に部分的に再掘 された痕跡が確認されてお り、上部構造は残 されてお らず、痕跡

も留めない。本来ならば、儒墓の条件 を満た していないはずなのだが、この遺構が儒墓に関連する

遺構であるとい う決め手 となったのは、大正年間に出土 した石盤に刻 まれた墓誌の存在である（5）。

墓誌には、この土坑墓に関する様々な情報が刻まれている。残念なが ら、墓誌の出土は考古学的な

手法を用いた発掘調査 によってではないため記録 も残 されておらず、掘 り出した当時の記憶を留め

る人々も全て他界 してお り、詳細については不明である。地元の有志の手で 「唐龍の墓」（唐流の

墓－か らりゅうのはか－の意か。）と記された記念木塔が調査区外だが、SK-1に 近接 した地点に建

てられている。

発掘調査 として明らかにし得た内容は、大きく3点 に分けられる。1点 目は、儒墓の下部構造が

確認できたこと、2点 目は儒墓が土葬であることが裏付けられたこと、3点 目は出土遺物から時期

が特定できたことである。

儒墓の下部構造 については、今次調査 による2段 掘 りの形態が儒墓の一般的な形態なのか、当地

方独 自のものなのか、さらには時期的な変遷はあるのかなど、調査例の蓄積を待たなければ明らか

にし得ない課題 も多い。SK-1の 場合 は、甕 と鉢が横倒 しになった状態で検出されたが、 これは

「寝棺 として定着 した」（6）とされる土佐儒葬の在 り方と一致する。

土葬であることを確認 したのは、付着 した骨片の肉眼観察 による所見である。儒墓が土葬である

ということとともに、土佐藩において火葬が禁 じられていたことの一傍証 として重要である。骨の

鑑定は高知県警 に依頼 し、骨が被熱 していないということと、この骨片が成人の人骨ではなく、乳

児あるいは嬰児の骨であるという2点 を指摘 していただいた。このことは、墓誌の記載内容にも関

わる重要な点である。

墓誌の内容は、「木原作左衛門」の妻、「おさあ」の死 に際して行われた儒葬について記録するも

のである。墓誌によれば、おさあは承応元年（7）（1652年）9月10日 に高知城下で76歳 で亡 くなってお

り、9月12日 城下の東北二里に位置する長岡郡小野山に葬 られている。墓誌には、同時におさあの

曽孫に当る承応元年9月1日 生まれで同年9月5日 にな くなった男子についての記述がある。SK-

1は この男子の墓であると推定され、棺 として利用 された唐津 ・中型甕 （138）と二彩唐津 ・鉢 （139）

に付着 した骨片はそれを裏付ける。138は17世 紀第二四半期、139は17世 紀第一四半期の遺物（8）で墓

誌の年代 －17世紀中葉 ・承応元年（1652年）と合致 し、逆 に遺物の年代の下限を証明する記念銘資料

となった。

墓誌は現在 もこの木塔の位置から、おおよその出土地点を知ることができる。お さあ自身の墓 も

木塔周辺にあると推定される。儒墓の下部構造の発掘調査は例がな く、下部構造の一つの事例を明

らかにし得た貴重な調査例であるといえる。



註 ・引用文献 （第5章 第4節 ）

（1）出原恵三 「Ⅳ章考察2.近 世墓について」『小籠遺跡I』 高知県文化財団埋蔵文化財センター1995年

（2）儒葬について横川末吉氏は 『高知県歴史辞典』（高知市民図書館1980年 ）「土佐儒葬」の項で以下のように説

明する。

「土佐儒葬 とさじゅそう 中国古代の葬式を模 したもの、野中兼山が南学興隆を図った当時、その母秋田

万を采地本山（町）の帰全山に壮大に葬った。儀式は儒葬によったものであるが、幕府から兼山築城 と疑わ

れ、兼山は江戸に出府 して弁明事なきをえたが、以後土佐藩においては火葬が禁止され、儒葬による土葬、

特に寝棺 として定着 した。また柩の材はこれを求めるものに与 えたこともあ り、厚葬の風から墓石の壮大

へ と富裕の者を駆 り立てたが、葬礼の導師は僧侶であった。」

（3）儒墓の墓誌の調査例 として林氏墓地の墓誌に関する調査が挙げられる。

滝口宏 ・岡田芳郎ほか 『国史跡林氏墓地調査報告書』新宿区教育委員会1978年

大正15年10月 に国史跡の指定 を受ける。 ここには初代林羅山以下、徳川幕府に朱子学 をもって仕えた一族

と学者が葬られている。この墓地が機能 し始めたのは1698年 、それ以降明治期に至るまで儒葬が行われた。

徳川幕府 は儒教の中でも朱子学 をもって国家の正当な学問 とした。林羅山が上野不忍池の別邸に私塾 を開

いたのが1630年 、将軍家綱によって 「弘文館」 と称せ られるようになり、将軍綱吉に湯島に移ることを命

じられ、「昌平黌」とな りやがて官的な性格 をもった学問所 となる。

林氏墓地から確認された墓誌 ・墓誌蓋は合計23点 、墓墳の土留めとして利用されていた例が多い。

（4）横川末吉 『野中兼山』吉川弘文館1962年

（5）石盤に刻まれた墓誌の経緯や儒墓に関する情報は、岡本健児 「儒墓 と墓誌」（『ものがた り考古学－土佐国

辺路五十年－』高知県文化財団1994年 ）に詳細に叙述 されており、その内容を知ることができる。本節全般

を通 じて参考にさせていただいた。

（6）同（2）

（7）承応元年、土佐藩に起 こった事象の一部を抜 き出す。（横川

末吉 「野中兼山』）

3月 後免町取立

7月 手結港修築 ・弘岡井筋工事竣工 ・新川町取立 ・尾池

四郎左衛門捕鯨業を伝える。

（8）大橋康二氏（佐賀県教育庁文化財課）の御教示 による。

儒 墓 （SK-1） と墓誌の出土 を示す木 塔



奥谷南遺跡遠景 （南から）

奥谷南遺跡遠景 （北から）



第6章 考 察

高知平野の弥生墓制

山 本 純 代

1.は じめに

奥谷南遺跡 Ⅱ区の調査では、標高58mの 尾根頂上部を中心 とした500平 方メー トル程の域内で、

切 り合い関係のない6基 の土壙墓と1基 の土器棺墓 を検出した。出土 した土器はすべて南四国の弥

生後期終末のヒビノキⅡ式土器である。

高知県における弥生時代の研究は、80年代以降大規模調査の増加 による資料の蓄積 により土器編

年や集落構造などの研究は飛躍的な進歩を見ている。しかしながら、こと墓制 にっいては良好な資

料を欠 き本格的な研究は皆無に近い状態である。ここでは今次調査 を期 にこれまで散発的に検出さ

れている墓に関する資料 を紹介 し若干の考察 を試みたい。

2.弥 生時代前期

①田村遺跡群（1）

弥生時代最古 の集落 であるLoc.16、17か ら壺棺 墓、土壙墓が確 認 され てい る。Loc.16、17を 中心

とす る集落 は物部川の 自然堤防上 に形成 され、竪穴住居 と掘立柱建物 が馬蹄形状 に配 され、中央部

に広場 を持つ。墓 は広場の部分か ら検 出 されてい る。

Fig.93高 知平野の弥生時代集落遺跡及び墓



（a）壷棺墓

SK4は 楕 円形 を呈 し、長軸1.41m、 短軸1.01m、 深 さ35cmを 測 る。棺 身 と思 われ る大型壺 （7）

は下胴部 を底面 にへ ば り付 け、上胴部 と口縁部 を内部 に崩れ落 と した状態 で出土 している。器高

67.8cm、 最大径67.8cm、 口径43.8cmを 測 る。他 に壷 （1・2） 、底 部 （3～6） 、土器片転用 の紡

錘車 （8）も出土 している。前期 Ⅰ期 の幼児墓 と考 えられ る。

（b）土壙墓

Loc.16か ら2基 （SK6・SK7） 、Loc.17か ら3基 （SK1・SK4・SK30） 計5基 の土壙墓 が確認

された。

・SK6は やや乱れた長 方形 を呈 し、長軸3.19m、 短軸0.92m、 深 さO.35mを 測 る。壷 （16～18）、

甕 （19～36）、鉢 （37）、紡錘車 （32）、搬入 品の石包丁 （37・38）、軽石 （33～36）、特殊 な大 きさの

管玉 （31）が 出土 している。 出土遺物 か ら前期 Ⅰ期の成人墓 と考 えられ る。

・SK7は 長方形 を呈 し長軸2 .17m、 短軸1.12m、 深 さ0.27mを 測る。出土遺物 はほ とん どないが、

燐分析 の結果埋土 中 に多 くの燐 が含 まれ てお り埋土検 出面 よりSK6と 同時期 前期 Ⅰ期 の成 人

墓 と考 え られる。

・SK1は 不 整方形 を呈 し、長軸2.90m、 短軸0.7m、 深 さO.26mを 測 る。底 部破 片2点 （39・40）

が出土 している。

・SK4は 不 整方形 を呈 し、長軸2.90m、 短軸0.65m、 深 さ0.18mを 測 る。弥生土器 が多数 （41～

46）出土 している。

・SK30は 長方形 を呈 し、長軸2.O5m、 短軸1.3Om、 深 さ0.23mを 測 る。10数 点 の弥生土器片 （47）

が出土 している。

これ ら3基 はや は り前期 Ⅰ期 と考 えられ る。

②海岸砂 丘（2）

田村遺跡群 の南 に位 置す る海岸砂 丘上で前期新段 階の底部穿孔小壺が土砂採集の折、表採 され て

い る。墓の供献用土器 と思われ る。

3． 弥生時代中期

弥生 時代 中期前 半 になる とそれ まで 自然堤 防上 を転 々 と拡 散 していた集落遺跡 数 は減少 に転 じ

る。そ して Ⅳ様 式段 階 にな ると田村 遺跡での竪穴住居址 数が一気 に増大す る とともに周辺部 に も小

集落が拡大 してい く。 しか し墓の発見例 は僅 少である。かつて土壙墓 とされていた もの （進入灯）は

溝状土壙 とされ生活関連遺構 と して位 置づ けられてい る（3）。

① 田村遺跡群田中地区 （進入灯）（4）

木棺墓の可能性のあ る土壙墓1基 と壷棺 墓1基 が確認 されている。

（a）土壙墓

・SK21は 長方形 を呈 し長軸2 .55m、 短軸O.9m、 深 さ62cmを 測 る。南壁 及び東壁 は2段 に掘 られ

ている。 出土遺物 は叩石 と少量の弥生土器片であ る。中期後 半の木棺墓 の可能性 のある土壙 で

あ る。



Fig.94弥 生時代前期 田村遺跡



（b）壷棺墓

・SK9は 楕円形 を呈 し長軸76cm 、短軸56cm、 深 さ8cmを 測る。壷棺が押 しつぶされたような

状態で出土 している。残存器高25.2cm、 底部径8.4cm、 残存最大径33.2cmを 測る、中期の壺棺

墓である。

②永田遺跡（5）

永田遺跡は長岡郡本山町にあり四国最大の吉野川流域の河岸段丘上に位置する。周辺部では弥生

時代終末の集落址が多数確認 されている。永田遺跡は中期末か ら古墳時代前期初頭 まで継続 して営

まれる集落址の可能性が指摘 されている。

（a）土壙墓

・SK11は 長楕円形を呈 し、長軸1.6m、 短軸O.64m、 深さ45cmを 測る。出土遺物は甕口縁部、同

胴部、高杯脚部、打製石包丁である。中期末葉の土壙墓と考えられる。

③ トリアサリ遺跡（6）

トリアサ リ遺跡は南国市十市の海岸砂丘上に位置する。土砂採集の折、凹線文段階の底部穿孔小

壷が表採 されている。先述 した前期のものと同形態の供献用土器と考えられる。

4.弥 生時代後期

弥生時代後期になると遺跡数が増大 し、それに照応 して墓の検出例 も増加する傾向に在 り、方形

周溝墓、土壙墓、壺棺墓、木棺墓等、その種類 も豊富になる。

①小籠遺跡（7）

小籠遺跡は南国市岡豊町小籠に所在 し、旧物部川によって形成された更新世の扇状地である長岡

台地の先端部に位置する。弥生時代前期末に成立 し古墳時代、中近世と多岐な時代 にわたって営ま

れた遺跡である。弥生時代後期初頭の方形周溝墓1基 と土壙墓が確認されている。

（a）方形周溝墓

・SX1は1辺5 .2m、 幅1.2m、 深 さ10cm前 後を測る溝状の遺構が北 と東を逆L字 状 に巡 り、西

側 にも確認延長3.5m、 幅60～120cm、 深さ10cmの 溝状遺構が位置 している。南側は調査外の

ため明らかになし得ないが、同様に巡っている可能性がある。弥生時代後期前半の細頚壺が出

土 してお り底部穿孔の供献用の壷の可能性がある。マウン ドや主体部は削平を受けたものとさ

れる。

（b）土壙墓

・SK18は 楕円形を呈 し、長軸3m、 深さ2Ocmを 測る。3分 の1程 度が調査区外に出ている。出

土遺物は鉢 と壷である。弥生時代後期前半の土壙墓である。この他 にSK18と 同様 の埋土 を持

っ土壙が数基検出されている。報告者は遺物がない ところから土壙の性格 について保留 してい

るが同時期の土壙墓 となる可能性がある。

②下 ノ坪遺跡

下ノ坪遺跡は香美郡野市町に所在 し、物部川左岸の野市台地の西端にある沖積平地上にある。弥

生時代から古墳時代の集落である。県内で確認 されている内、最 も古い時期のものである壺棺墓2



Fig.95弥 生時代中期 （田村遺跡、永田遺跡） ・弥生時代後期 （小籠遺跡、下ノ坪遺跡、ひびのき遺跡）



基が確 認 されてい る。

（a）壺棺墓

・壺棺1は 高 さ40cm以 上 、最大径42cmの 壺 で埋 置方 向は南北 で据 置角度 は27°で ある。蓋 とし

て用い られた と思われ る壺 口縁部 と、壺棺 内 よ り壺 が検 出 している。

・壺棺2は 高 さ60cm以 上 、最大径42cmの 壺 で埋 置方向 は東西 、据 置角度 は30°で ある。蓋 とし

て用い られた と思われ る壺底部 と、壺棺内 よ り蓋 に使 われた壺 の口縁部 と、棺外 より壺棺 の口

縁部が出土 してい る。壺棺1・2と もに後期 Ⅰに属 する。

③ ひびの き遺跡（8）

ひびの き遺跡 は香 美郡土佐 山田町百石町 ヒビノキ に所在 する。長 岡台地上 に広が る弥生時代後期

か ら古墳時代 初頭 にか けての集落遺跡であ る。土壙墓4基 が確認 されている。

（a）土壙墓

1号 土壙 はほぼ楕 円形 を呈 し長軸2.4m、 短軸0.8mを 測 る。床面 には栗石 が敷 かれてお り、 こ

の床面 より高杯脚 と壺底部が 出土 した。

2号 土壙墓 は楕 円形 を呈 し長軸2m、 短軸O.8m、 最大 幅1mを 測 る。床 面 には10×14cm大 の

栗石が敷 かれ、 この上 か ら底が故意 に破壊 された痕跡の見 られる底部近 くの破片が 出土 してい

る。

3号 土壙 墓 は楕 円形 を呈 し、長軸1.9m、 短軸0.7mを 測 る。床面 には栗石 と割 石が敷かれ てお

り、その上 か ら穿孔 らしき痕跡 のある壺底部が出土 してい る。

・4号 土壙墓 は楕 円形 を呈 し長 軸2 .4m、 短軸O.9mを 測 る。床 面 には9×12cm大 の栗石 が敷 かれ

ている。遺物 は全 くなかった。 これ ら4基 の土壙墓 は弥生時代 後期 中葉 の土壙墓 である。

④土佐 国衙跡（9）

土佐 国衙跡 は南 国市比江 に所在 し、国分川北岸 の扇状地で南 に広が る平野 を一望 で きる地 にある。

弥生 時代終末期 の木棺墓及 び土壙墓2基 が確認 され てい る。

（a）木棺墓

・SK79は 舟形 を呈 し長軸2 .55m、 短軸0.8m、 深 さ42cmを 測 る。2段 掘 りとなってお り、底面 よ

り1段 上 がった平場 の北側 と南側 に側石 を配 し、東端 に人頭大の川原 石が置かれてい る。壺 口

縁 部の破片 が出土 している。弥生時代終末期 の木棺墓 と考 えられ る。

（b）土壙墓

・SK80は ほぼ方形 を呈 し長軸2 .3m、 短軸0.88m、 深 さ18cmを 測 る。底面 に ピッ ト4個 が確認 さ

れている。出土遺物 は外面 に タタキ 目を存す る甕 の細片1点 のみであ る。

・SK81は 舟形 を呈 し長軸1 .5m、 短軸0.4m、 深 さ9cmを 測 る。舟形 を呈 し長軸2.0m、 短軸0.4m、

深 さ9cmを 測 る。出土遺物 は皆無 に等 しい。弥生 時代終末期 の土壙墓 と考 え られ る。

⑤ 五軒屋敷遺跡（10）

五軒屋敷 遺跡 は南 国市東崎 に所 在 し旧物 部川 の古 扇状 地 であ る長 岡台地 の西寄 りに位 置 してい

る。弥生時代後期終末 か ら古墳時代前期初頭 の集落及 び弥生時代後期終末の墓壙群 が確 認 されてい

る。



Fig.96弥 生時代終末 （土佐国衙跡 、深渕遺跡 、五軒屋敷遺跡 、ひびの きサ ウジ遺跡 ）



（a）土壙墓

・SK2は 長軸2 .4m、 短軸1.1m、 深 さ36cmを 測 る。二重口縁 の壺型土器 口縁部 が出土 している。

・SK3は 長 軸2 .74m、 短軸1.65m、 深 さ62cmを 測 り、段掘 りにな ってい る。 出土遺物 は供献用

と考 え られる壺型 土器 と甕型土 器であ る。SK2、3共 に弥 生時代 終末期 の成 人用 の土壙墓 で

ある と考 え られる。

（b）壺棺墓

・SK4は 楕 円形 を呈 し長軸73cm 、短 軸61cmで 深 さ24cmを 測 る。埋置方 向は ほぼ東西 で据 置角

度 は42°であ る。大型 の壺型土 器 を棺 身 としてお り残存 器高41.2cm、 同径44.4cm、 底径7.4cm

を測 る。

・SK5は 楕 円形 を呈 し長軸83cm 、短軸53cm、 深 さ43cmを 測 る。 明確 な段掘 りが見 られ る。埋

置方向 はほぼ東 西で据置角度 は46°で ある。残存 器高38.0cm、 同径38.2cm、 底径7.4cmの 壷 を

棺身 と して使 用 し、蓋 として使用 された甕 も出土 している。 これ ら2基 は弥生時代 後期終末の

壺棺墓であ ると考 えられ る。

⑥ 深渕遺跡（11）

深渕遺跡 は香 美郡野市 町 に所在 し、物部 川河口か ら3kmほ ど上流 に上 った東岸 に位置 す る。縄

文時代晩期末か ら弥生時代 、古墳 時代 中期 、後期 、古代 、中世 と多岐 な時代 にわたって生活が営 ま

れてい た。弥生時代 終末の壺棺墓2基 が確 認 されている。

（a）壺棺墓

・壺棺1は 墓壙の平面形及 び掘 り方 は確 認 されていない。壺棺 は複棺 （覆 口式） で上壺 の底部 は

後世 の削平 によって大部分が欠損 してい る。下壺 は上部3分 の1程 度 を打 ち欠 いてお り、埋置

方 向はほぼ北 向 きで据 置角度 は27°で ある。上壺 は口径32.4cm、 残存器 高27.2cm、 下壺 は残存

器高55.2cm、 最 大径53.6cmを 測 る。その他 に下壺 を留め る ように底部 の破片が分散 して出土

している。

・壺棺2は 削平 を受 けてお り残存状態 は不良であ った。墓壙 の平面形及 び掘 り方 は確認 されてい

ない。上壺 に用 い られた と思 われ る物 は口径32cm、 残存器高36cmを 測 り、下壺 と思 われる物

は残存高44cm、 最大径43.2cmを 測 る。 これ ら2基 は弥生時代 終末期の壺棺 墓 と考 えられ る。

⑦ ひびのきサウジ遺跡（12）

ひびの きサ ウジ遺跡 は香美郡土佐 山田町に所在 し、県下三大河川の1つ である物部 川西岸 の河岸

段丘上 に位置す る。弥生時代後期終末か ら古墳時代 にか けての大規模 な集 落址 で、壺棺墓9基 が確

認 されてい る。SK8、SK12は やや離 れた ところに位置 す るが、それ以外 は南北7m、 東西6mく

らいの範 囲で群 を形成 している。

（a）壺棺墓

・壺棺墓1は 複棺 （覆口式）で墓壙 は楕 円形 を呈 し長軸1 .1m、 短軸0.81m、 検 出面か らの深 さ20.0

～31 .5cmを 測 る。埋置方 向はほぼ東 向 きで据置角度 は67.0°である。壺棺 は削平 を受 けてお り、

残存状 態 は不 良であ ったが下壷 は残存高34.8cm、 残存径6l.2cm、 上壺 と考 え られ る ものは残

存高7.4cmを 測 る。



Tab.40高 知平野の弥生墓一覧表



・壺棺 墓2は 残存状態 は不 良であ るが、墓壙 は楕 円形 を呈 し長軸O.93m、 短軸0.82m、 検 出面 か

らの深 さ14.5～24.5cmを 測 る。埋 置方位 は北 向 きの可 能性 があ り据置角度 は不 明である。壺棺

は残存高14.8cmを 測 り、底部 には焼成後1孔 を穿つ。

・壺棺墓3の 墓壙 は楕 円形 を呈 し、長軸O.65m、 短軸0.53m、 検 出面か らの深 さ9.0cmを 測 る。

残 存状 態 は不 良 であ る。埋 置方 向 は ほぼ南 向 きで据 置 角 度 は31.5° で あ る。壺 棺 は残 存 高

30.8cm、 残存 径52.8cmを 測 る。二重 口縁壺 の口縁 が出土 し、壺棺 墓9出 土 の物 と接合 で きた

が壺棺 に伴 うか どうか不 明である。

・壺棺墓4は 複棺 （覆 口式 ）で残存状態 は良好 であ る。墓壙 は不整形 を呈 し長軸1.27m、 短軸0.93

m、 検 出面か らの深 さ61cmを 測 る。埋 置方向 はほぼ東向 きで据置角度 は32.7°である。下壺 は

頸部 及び口縁部 を意識 的 に打 ち欠いておる もの と見 られ、胴上端部 も打 ち欠いて壺 に貼 り付 け

る ように置 いて あ る。残存 高70cm、 最 大径54.4cmを 測 る。上壺 は残 存径47.2cm、 最大径

44.4cmを 測 り、下壺 同様埋葬 時に打 ち欠 きなが ら下壺 とあわせてい った と考 えられ る。

・壺棺墓5の 墓壙 は不整形 を呈 し長軸0 .78m、 短軸0.755m、 検 出面か らの深 さ22cmを 測 る。埋

置方向 はほぼ東 向 きで据置角 度 は46.7°で ある。残存状態 は不良 であ る。壺 は残 存高50.8cm、

最大径48.8cmを 測 る。又 、鉄 製鎌 の可 能性の有 る鉄 器が壷棺埋土 か ら出土 してい るが壺棺 に

伴 うものか どうかは不 明である。

・壺棺墓6は 複棺 （覆口式）で残存状態 は不 良であ る。墓壙 は楕 円形 を呈 し長軸0.92m、 短軸0.79

m、 検出面か らの深 さは30.Ocmを 測 る。埋置 方向はほぼ垂直で据置角度 は4° であ る。下壷残

存高42.8cm、 最大径54.8cmを 測 り埋土 中には上壺 と思 われ る鉢の破片が入 っていた。

・壺棺墓7は 複棺 （覆 口式）で残存状 態 は不 良である。墓壙 は東北側が柱穴 に切 られてい るが、 円

形 を呈す と考 え られる。長軸 は0.675mま で確認で き、短軸0.575m、 検 出面 か らの深 さ38.5cm

を測 る。埋 置方 向 はほぼ東北 向 きで据 置角 度 は62.5°であ る。下壺 は残存 高39.6cm、 最 大径

33.2cmを 測 る。

・壺棺墓8の 墓壙 は円形 を呈 し長 軸O .43m、 短軸O.38m、 検 出面 か らの深 さ8.5cmを 測 る。埋置

方 向はほぼ東向 きで据 置角度 は8.5°で ある。残 存状態 は不 良で ある。壺 は残存高25cm、 最大

径36.8cmを 測 る。

・壼棺墓9は 残存 状態が不良で僅 か に1部 が残 るのみである。墓壙 は円形状で あった と考 え られ

長軸0.28m、 短軸O.25m、 深 さは2.Ocmを 測 り基底部 のみの残 存で ある。埋 置方 向はほぼ北 向

きで据置角度 は不明であ る。 これ ら9基 はすべ て弥 生時代終末期 の壺棺墓 である。

5.ま とめ

以上、高知平野の弥生墓 を列挙 してみた。高知平野 において前期 は集落 の中央 に小児用壺棺墓 と

成人用土壙墓 を用い て埋葬 してい た。縄 文時代 よ り集落の中央部 に墓域 を設 ける事が行 われてお り、

この時期 は土器や集落の構成 において も縄 文か ら弥生へ の移行期 であ り、墓制 において も縄文 的な

ものを残 しているのか もしれ ない。 また、海岸砂 丘上 に埋 葬 される例 も見 られる。

中期前半 の事例 につ いてはほ とん ど不明 である。田村遺跡 におい て も集落規模 が極 端 に減少 し、



周辺部の遺跡においても当該期の集落の実態はほとんどわかっていない。このことと照応 した現象

であろう。ただ、南国市岡豊町に存する長畝古墳群（13）の西側尾根上の長畝遺跡で、弥生時代中期の

細頚の壺形土器を伴 う土壙が確認 されている。墓壙であるかは不明であるが尾根上を何 らかの形で

使用することが始まっていると想定できる。

凹線文土器の定着 し始める中期末からは竪穴住居などの遺跡が増加 しはじめ、後期にかけては再

び活況を見せ るようになる。田村遺跡 においては400棟 近い竪穴住居趾が確認される（14）など拠点的

集落としての様相を整えはじめる。周辺部 においても小籠遺跡、下ノ坪遺跡等 この時期から始まる

新興集落というべき集落が出現するようにな り、南四国の弥生社会は新たな展開を見せるようにな

る。 しか しながら墓制については必ずしもこの様な集落動向に呼応する顕著な動 きを認めることは

できない。まず田村遺跡においては集落内に数基の小児用壺棺、成人用土壙墓、成人用木棺墓 と考

えられるものが認められる程度である。おそらく周辺部、丘陵状などに墓域が形成 されていたので

あろう。ただ、新 しい動 きが全 くないわけではない。小籠遺跡では後期初頭の方形周溝墓 と他の土

壙墓が確認されてお り、墓域の存在が示唆 される。それまで本県では方形周溝墓の出現期は西分増

井遺跡等、古墳時代初頭 とされて きた（15）。またその立地 も集落の中であり墓域を形成 してはいない。

小籠遺跡の調査 により本県の方形周溝墓の出現期が後期初頭 まで遡 り得た。

後期後半になるとそれまで拠点的集落であった田村遺跡が突然解体 をはじめる。と同時に標高の

高い内陸の平野部や物部川をはじめとする主要河川の中流域に数多 くの集落が出現するという注 目

すべ き動 きが見 られる。この変化と連動する形で墓制にも新 しい動 きが見 られ画期 を見せる。この

時期最 も多いのは集落の中に存する壺棺墓で、これらは幼児用のみで成人用のものはない。次に土

壙墓 と木棺墓がやはり集落内で見 られる。そ して奥谷南遺跡では丘陵上という集落とは隔絶された

場所で成人用の墓域を確認 し得た。これは一般成員とは墓制を異にする被葬者集団の存在 を想定さ

せる。又、墓壙の形態 も県内には類例 を求められないものであ り、弥生時代終末期 における本県の

墓制を考 える上で貴重 な資料 となった。なお前述 した長畝古墳群 は奥谷南遺跡 に隣接す る西方

400mの 尾根上 にある。この内尾根頂上部で確認 された7基 の土壙群 は、出土遺物が皆無である為

時期は確定で きないが、報告者は弥生時代 ない し古墳時代 はじめの土壙墓の可能性 を指摘 している。

長畝遺跡の例 とあわせ、奥谷南遺跡との比較の上で興味深い資料である。集落と隔絶 した場所 に墓

域を設ける行為が中期或いはそれ以前か らの伝統的な有 り様であるのか、新 しい動 きであるのかは

今後の課題である。

以上、高知平野の弥生墓制について集成 してみた。筆者の力不足で考察するには至 らず、また他

地域の様相 も掴みきれず比較 も充分で きなかった。今後の県下の資料の累積 を待つと共に、小文が

研究の一助 となれば幸いである。尚、お忙 しい中、県内の古墳 を案内 して くださった広島県埋蔵文

化財センターの三好和弘氏、及び府中市教育委員会の岡田容子氏及び諸氏、香川県埋蔵文化財セン

ターの片桐孝浩氏、蔵本晋司氏、御助言下さった高知県埋蔵文化財センターの出原恵三氏、松村信

博氏、池澤俊幸氏、久家隆芳氏他、諸氏に記 して感謝いた します。
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※ここで分析の対象となった土坑は、すべてⅢ区の土坑であ り、堅果類貯蔵穴 と位置付けられるも

のである。



奥 谷 南 遺 跡 の土 坑 に 関 す る 自然 科 学 分 析

パリノ ・サーヴェイ株式会社

はじめに

奥谷南遺跡 （南国市岡豊町所在）は、旧石器時代の細石器、縄文時代草創期の隆起線文土器や南

九州系の隆帯文土器などが出土 しており、複合遺跡であることが知られている。今回の発掘調査で

は、縄文時代 と考えられる土坑が数基検出されたが、これらの時代観 に関する情報は少ない。また、

土坑の性格 として、覆土中より種実遺体が出土することか ら、貯蔵穴の可能性が考えられている。

そこで今回は、土坑の時代観に関する情報を得るために放射性炭素年代測定、当時の周辺植生に関

する情報を得るために花粉分析、土坑内で利用されたとみ られる木材の種類を検討するために樹種

同定をそれぞれ実施する。

1.試 料

試料 は、放射性炭素年代測定がSK-2・SK-3か ら出土 した種実遺体2点 、花粉分析がSK-2～8か

ら採取 された土壌13点 、樹種 同定 がSK-3か ら出土 した網代1点 であ る （表1） 。

表1分 析試料の一覧

2.分 析方法

（1）放射性炭素年代測定結果

測定は、学習院大学放射性炭素年代測定室に依頼 した。

（2）花粉分析

試料 を湿重で約10g秤 量 し、水酸化 カリウム処理、篩別、重液分離 （臭化亜鉛,比 重2.3）、フ

ッ化水素酸処理、アセ トリシス処理 （無水酢酸 ：濃硫酸＝9：1） の順に物理 ・化学的な処理を



施 して花粉 ・胞子化石を分離 ・濃集する。処理後の残渣をグリセリンで封入 してプレパラー トを

作製 した後、光学顕微鏡下でプレパラー ト全面を走査 し、出現する全ての種類について同定 ・計

数 を行 う。

結果は同定 ・計数結果の一覧表および主要花粉化石群集の層位分布図として表示する。図中の

各種類の出現率は、木本花粉が木本花粉総数 を、草本花粉 ・シダ類胞子が総数 より不明花粉 を除

いた数 をそれぞれ基数 とした百分率で算出する。なお、図表中で複数の種類 をハイフォン （-）

で結んだ ものは種類間の区別が困難なものを示す。

（3）樹種同定

剃刀の刃を用いて木口 （横断面） ・柾 目 （放射断面） ・板 目 （接線断面）の3断 面の徒手切片 を

作製 し、ガム ・クロラール （抱水 クロラール,ア ラビアゴム粉末,グ リセリン,蒸 留水の混合液）

で封入 し、プレパラー トを作製する。作製 したプレパラー トは生物顕微鏡で観察 ・同定する。

3.結 果

（1）放射性炭素年代測定結果

結果 を表2に 示 す。測 定の結 果、SK-2出 土種子 が約4,730年 前、SK-3出 土種子が約4,230年 前の

測定値 を示す。

表2放 射性炭素年代測定結果

（2）花粉分析

結果 を表3・ 図1に 示す 。各試料 とも花粉化石 が良好 に検 出 され る。木本花粉 の出現傾 向は、

SK-7と それ以外の遺構で異 なる。SK-7で は、 コナラ属 アカガシ亜属 ・シイノキ属 が優 占す る。

そ の他 に種類 は、出現率が極 めて低 率 であ る。SK-7以 外 の遺構埋積 物で は、基本 的 には コナ ラ

属 ア カガシ亜属 が多産 し、シイ ノキ属 を伴 う。 ただ し、SK-5で はシ イノキ属 の出現率が やや高

い。 この他 、モ ミ属 ・ツ ガ属 ・マ ツ属.ス ギ属 ・イチ イ科-イ ヌ ガヤ科-ヒ ノキ科 ・ヤ マモモ

属 ・クマシデ属 －アサ ダ属 ・コナラ属 コナラ亜属 ・エ ノキ属-ム クノキ属 ・カエ デ属 ・ツバ キ属

な どを伴 う。 これ らの種類 の中でエ ノキ属-ム クノキ属 がSK-4とSK-6で 、 またツバキ属がSK-3

サ ンプル30で 比較 的多 く検 出 される。

草本花粉 の出現傾 向は、イネ科 ・カヤツ リグサ科 ・タデ属 ・マメ科 ・ヨモ ギ属 な どが検 出され

るが、総花粉 ・胞子 に対 して草本花粉 の占める割合が10％ 以下 と低率 である。

（3）樹種 同定 （網代）

木材 はイヌ ビワ属 に同定 される。主な解剖学 的特徴 を以下 に記す 。

イヌ ビワ属 （Ficus） クワ科



表3花 粉分析結果



図1主 要花粉化石群集の層位分布
出現率は、木本花粉は木本花粉化石総数、草本花粉は総数より不明花粉 を除 く数 を基数 として百分

率で算出した。なお、○●は1％ 未満の種類 を示す。



散孔材で管壁は厚 く、横断面では楕円形、単独および2～4個 が複合 して散在 し、分布密度は

低い。道管は単穿孔を有 し、壁孔は交互状に配列する。放射組織は異性 Ⅱ型、1～5細 胞幅、1

～30細胞高。柔組織は独立帯状。

4.考 察

縄文 時代 と考 え られ る土 坑 は、SK-2お よびSK-3で 得 られ た放射 性炭素年代 測定値 に よる と、

約4,700年 前 ～4,200年 前 頃 に利用 されていた、 また、埋没 したこ とが推定 され る。

土坑内覆土 中の花粉化 石群 集は、いず れ もアカガシ亜属が多産す ることが特徴 であ った。ただ し、

SK-5お よびSK-7で は シイノキ属 、SK-4お よびSK-6で はエ ノキ属-ム クノキ属 、SK-3で はツ

バ キ属 なども多産 してお り、土坑 間で多産す る種類構成 に多少 の違 いが認 め られ た。 このよ うな差

異 は、土坑の埋 没時期 （年代 ・季節 など）の違い、土坑周 囲の局地 的な植生 の違 い、土坑 を埋 めて

い る土壌の由来の違い などを反映 してい る可能性 がある。いず れにせ よ、調査地点周辺 には、暖温

帯常緑広葉樹林 （照葉樹林 ）の主要構 成要素であ るアカガシ亜属 やシイノキ属 な どか らなる植生が

成立 していた と考 えられ る。 この ような植 生 は、木本花粉 の出現率 が高率 であったこ とか ら、遺跡

付近 まで迫 っていた と思われ る。 また、当時の森林構成 要素 として、ヤマモモ属 ・クマシデ属 －ア

サ ダ属 ・コナ ラ亜属 ・エ ノキ属 －ム クノキ属 ・カラスザ ンシ ョウ属 ・カエデ属 な どの広葉樹 の種類

や ツタ属 ・ノブ ドウ属 ・テイカカズ ラ属 な どツル性植 物な どが分布 していた とみ られる。 したが っ

て、当時の植生 は樹 種構 成の豊富 な森林であ った と推 定 される。本遺跡 の近 くの岡豊低湿地 で行 わ

れた花粉分析結 果 による と、約7,000年 前 か ら約2,000年 前 まで シイノキ属 ・アカガ シ亜属 な どの照

葉樹林 が優勢 であ ったこ とが推定 されてい る （山中ほか,1992） 。 このこ とは、今 回の結果 とも調

和 的であ り、縄文時代の本地域 には、 シイ ・カシなどか らなる暖温帯性 の植生 が広 く分布 していた

ことが推定 され る。

土坑 か ら出土 した木材 は、何 らか の用材 の可能性が考 えられ る。樹種 はイヌ ビワ属 であった。イ

ヌ ビワ属 の木材 は軽軟で、現在で は薪炭材や雑用材 などに用い られ るが、特別 の用途 はない とされ

る （平井,1981） 。 この ことを考慮す れば、本試料 について も周辺 に生育 していた もの を利用 した

ことが推定 される。

5.ま とめ

縄文時代 と考えられる土坑は、年代的には約4,700～4,200年 前頃に利用 されていたことが推定 さ

れ、土坑間での花粉化石群集の組成の違いを考慮すると、遺構により構築時期が多少異なっていた

可能性がある。

土坑が利用 されていた当時、遺跡近辺にはカシ類 ・シイ類などを主 とする、樹種構成の豊富な暖

温帯性の植生が成立 していたことが推定 される。本遺構の性格 として貯蔵穴の可能性が考えられて

いる。主要な植生構成要素であったカシ類 ・シイ類の種実はアクヌキを必要 としない ドングリ類で

ある。当時の植生環境 を考慮すると、調査地点近辺で採取対象 となる種実が入手 し易い状況にあっ

たことが窺える。このことは土坑の性格 を検討する上で貴重な成果 といえる。
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図版1木 材 （網代）

1.イ ヌ ビワ属 （Ⅲ 区SK-3No.23）

a： 木 口,b： 柾 目,c： 板 目



図版2花 粉化石

1.ツ ガ 属 （SK-5南 サ ン プル1）

3.シ イ ノ キ属 （SK-5南 サ ン プ ル1）

5.テ イカカズ ラ属 （SK-5南 サ ンプル1）

7.ノ ブ ドウ属 （SK-5南 サ ン プル1）

2.ヤ マ モ モ属 （SK-5南 サ ン プル1）

4.コ ナ ラ属 アカガシ亜属 （SK-5南 サ ンプル1）

6.エ ノ キ属 － ム クノ キ属 （SK-5南 サ ン プル1）

8.ツ バ キ属 （SK-5南 サ ン プル1）



写 真 図 版





奥
谷
南
遺
跡
調
査
前

（上
空
か
ら
）

Ⅰ・Ⅲ区 調査前 （上空 か ら）

Ⅱ区 調査前 （上空から）



試 掘 調 査



Ⅰ区 調査前風景

Ⅰ区 西斜面調査 前の状況 及び確認 卜レンチ （TR-6）



Ⅰ区 全景 （上空 か ら）

1区ST-1周 辺 （南 か ら）



Ⅰ区ST-1完 掘 （平野部 をのぞむ）

1区ST-1セ ク シ ョ ン



Ⅰ区ST-1

ST-1出 土遺物

Ⅱ区からⅠ区尾根方向をのぞむ



Ⅰ区ST-1

Ⅰ区ST－1下 層 ・最終確認



Ⅰ区ST-2セ ク シ ョ ン

1区ST-2完 掘 （斜面上方 より）



Ⅰ区SX-2
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Ⅰ区SK-1遺 物取 り上 げ後 の土坑 とセクシ ョン
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Ⅰ区SK-2



Ⅰ区SK-3セ ク シ ョン

Ⅰ区SK-3遺 物 出土状況 （寛永通 宝） Ⅰ区SK-3遺 物 出土状況 （伊万里）
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Ⅱ区 調査前 （北 か ら）
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Ⅱ区 南北方向バ ンク （6ライン）

Ⅱ区 東西方向バ ンク （Cライン）



Ⅱ区SK-1・SK－6礫 検 出状 況

Ⅱ区SK-1・SK-6最 終礫検 出状況



Ⅱ区SK-6 Ⅱ区SK-6

Ⅱ区SK-6 Ⅱ 区SK-5



Ⅱ区SK-1北 端礫 検 出状況

Ⅱ区SK-1か ら

SK-3・4・5方 向 をの ぞ む

Ⅱ 区SK-2・3・4
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Ⅱ区SK-2



Ⅱ区SK-2完 掘 Ⅱ区SK-2最 終礫検 出状況

Ⅱ区SK-3



石列検出状況

供献土器 （139） 供献土器 （139）

供 献土器 （139） 供献土器 （139）

Ⅱ区SK-4



Ⅱ区SK-4 Ⅱ 区SK-7

Ⅱ区SK-4完 掘



SK-1 SK-3

SK-4 SK-5

Ⅱ区 遺構完掘状況



Ⅲ区 調査前風景

Ⅲ区 調査前風景



Ⅲ区 全景 （上空から）

Ⅲ区 貯蔵穴周辺 （上空から）



Ⅲ区 西側谷状地形 ・遺構面

Ⅲ区 遺物出土状況



Ⅲ区 東側の谷状地形

貯蔵穴 （北から）



貯 蔵 穴 （SK-2～SK-8北 か ら）

貯蔵穴東側 南北セクション



SK-2 SK-2セ ク シ ョン

SK-2 SK-3

SK-3

SK-3とSK-4 SK-3

Ⅲ区 貯蔵穴



SK-4 SK-4

SK-4 SK-4

SK-4

SK-5 SK-2～8（ 南 か ら）

Ⅲ区 貯蔵穴



SK-5 SK-5

SK-6 SK-7

SK-7 SK-8

SK-8 SK-8

Ⅲ区 貯蔵穴



SK-2 SK-2最 下層堅果類出土状況

SK-2最 下層堅果類出土状況 出土直後の堅果類

Ⅲ区 貯蔵穴 （SK-2・3・4・7） 及び堅果類出土状況



Ⅲ区 遺物出土状況



Ⅱ ・Ⅲ区 作業風景



試掘調査出土遺物



Ⅰ区ST-1出 土遺物



Ⅰ区 包含層出土遺物 （石器）

Ⅰ区SX-4出 土遺物 Ⅰ区SX-5出 土遺物 （紡錘 車） Ⅰ区 包含層出土遺物



SK-1 SK-1

SK-1122内 面付着物 SK-3

SK-3

Ⅰ区 出土 遺 物 （SK-1・SK-3）



凸面

Ⅰ区出土遺物 （SK-4） 凹面



Ⅱ区 出土遺物



貯蔵穴出土堅果類（1）

貯蔵穴出土堅果類（2）



Ⅲ区 遺構出土遺物



Ⅲ区 遺構外出土遺物 （縄文前期） Ⅲ区 遺構出土遺物



Ⅲ区 遺構外出土遺物（1）



Ⅲ区 遺構外出土遺物（2）



Ⅲ区 遺構外出土遺物（3）



Ⅲ区 遺構外出土遺物（4）



Ⅲ区 遺構外出土遺物（5）



Ⅲ区 遺構外出土遺物（6）



現 地 説 明 会
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